















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　命を、作る。

　何もない、白い世界で。

　新しい命を、ただ作り続ける。

　とても可愛かわいらしい、大事な命たち。

　この世界に産うぶ声ごえを上げる度たび、愛いとしい気持ちはさらに膨ふくれていく。

　その気持ちは、まさに天てん井じよう知しらずだった。

　何日も何日も。

　作って作って作って。

　その度に、愛しい気持ちを抱いだいて──。

　だけどある日、ふと考えてしまった。

　彼女たちは、自分のことをどう思っているのか──と。

　それでも、考えただけで特に何もしなかった。

　一方通行でもいい。自分が彼女たちを愛していられさえすればいい。

　その考えを抱いたり、忘れたりしながら、また命を作る。

　やはり彼女たちは、何も返してこない。

　時々、無む性しように寂さびしくなった。

　心に穴が空くような感覚。

　それでも、何もしなかった。

　彼女たちも、何も返してこなかった。

　もしかしたら、彼女たちは人形なのかもしれない──。

　いつしか、そのような考えで頭がいっぱいになっていた。

　それでも、大事な命であることは変わりなかった。

　とても愛しい存在であることに変わりなかった。

　ずっと一いつ緒しよにいたいと思っていた。




　　　　※　※　※




　命が、作れなくなってきた。

　上手うまく作れなくなってきた。

　まだ作りたいのに。

　もっと。もっと。もっと。

　愛しい存在を、もっと増やしたいのに。

　ああ、でも。

　それならば、その愛しい存在に、新たな命を作ってもらおう。

　手伝ってもらおう。

　そうすれば、ずっと一緒にいられる。

　それは、とても良い考えだと思った。

　だから、すぐに実行した。

　命が尽つきる前に。




　　　　※　※　※




　待ちわびていた瞬しゆん間かんが、間近に迫せまっている。

　はやる気持ちを抑おさえきれず、彼女はウロウロと同じ場所を往復していた。

「もうそろそろだな」と悟さとってから数十年。

　ずっと準備をして待っていた。

　もうすぐ。

　もうすぐだ。

　もう何度目になるかわからないけれど、それでも『あの瞬間』を迎むかえる時は、本当に最高で、この上もない幸せを感じるのだ。

　生きていて良かったと、心から思える。

　同時に、いつまでもこの世界を見ていたいとも。

　はたと、彼女の足が止まる。

「あぁ、すっかり忘れていた。『潤じゆん滑かつ油ゆ』を作らなきゃ」

　彼女は独ひとり呟つぶやき、静かに目を閉じる。

　それは、絶対に必要なものではない。

　だが、あるとないとでは馴染み方が全然違ちがう。

　どうせなら、最高の瞬間は最高の状態で迎えたい。

　時間はまだある。

　かくして、彼女は『潤滑油』を作り出した。

　魔ま法ほうを使ったかの如ごとく、いとも簡単に。

　そして完成した『潤滑油』を前に、彼女はニッコリと微笑ほほえむ。

「トリューニエラ。私の最高の瞬間のために、どうかお願いね」

『潤滑油』は答えない。

　ただ静かにそこに在った。








一章　迷子の子供のお世話をしちゃいますよ？









　その日のディオスの目覚めは、いつもとは違っていた。

　悪夢を見た後のような、スッキリしない気持ち。

　全身が何かの圧力を受けている。

　ゆっくりと瞼まぶたを開けると、人間形態になった神しん獣じゆうたちが、ベッド脇わきにズラリと並んでディオスを見つめていた。

　全員、露ろ骨こつに顔をしかめて。

　今までにない彼女たちの表情に、ディオスは一気に目が覚めた。全身で受け止めていた圧力の原因は、どうやら彼女たちのこの視線らしい。

「ど……どうしたんだみんな……？」

　寝ね転ころがった状態のまま、おそるおそる話しかけてみる。寝起きのせいか、声は少し掠かすれていた。

　しかし、神獣たちからの返事はない。

　いつもなら「……お兄ちゃん……おはよう……」「おはようございますご主人様」と、マリンとエメロードが勝手にベッドに潜もぐり込んでいて、少し離はなれた場所から神獣形態のルヴィとレイナが見つめている──そんな光景が待っているはずなのに。

　まさか、寝ね惚ぼけて彼女たちに変なことをしてしまったのだろうか。

　戸と惑まどいを隠かくせないディオスに向けて、ようやく最初のひと声を掛かけたのはルヴィだった。

「ディオっち──。それ、誰だれ？」

「え？　誰って……？」

　ルヴィの指さす方に、ディオスは頭だけぐりんと向ける。

　…………子供が寝ていた。

　まだ一歳くらいだろうか。赤ちゃんを卒業したばかりといった感じの、小さな小さな子供だった。

　柔やわらかそうでぷっくりとした頰ほお。

　ディオスよりひと回りもふた回りも小さい頭。

　子供特有の細さと薄うすさを兼かね備えた、肩かたまで伸のびた白い髪かみ。

　まさに天使のような幼い女の子が、ディオスの隣となりで寝ていたのだ。

「え…………。何、この子？」

　神獣たちが困こん惑わくしていた理由はわかったが、ひたすら意味不明だった。

　なぜ、自分のベッドに幼女が寝ているのか。

　彼女は一体何者なのか。

　ディオスは呆ぼう然ぜんとすることしかできない。

「もしかしてだケド……。ディオっちとレイにゃん、ルヴィらの知らない間にそういう仲になって、子供をこさえてたってコト……？　つまりこの子は、人間と神獣の間にできた子？」

「はああああああああ!?　なっ、何でそうなるのよ!?　断じて私の子供じゃないわよ！」

「だってその子の髪の色、レイにゃんと同じじゃん」

「あら。本当ですね」

「……綺き麗れいな……白……」

「偶ぐう然ぜん！　たまたま！　たまたまだってば！　本当にたまたまよ！」

「まあレイナさん。そんな朝から、たまたまなんて連呼しなくても……。いやらしいです」

「何でそういう卑ひ猥わいな言葉の解かい釈しやくをしちゃうわけ!?」

「あらあら照れちゃって。うふふ」

　レイナは顔を真っ赤にしたまま、グッと言葉を詰つまらせる。

　とりあえず、今はエメロードに構っている場合ではないと踏ふんだのだ。

「か、髪の色は同じかもしれないけど、この子は虎とら耳みみじゃないでしょ!?　人間の耳だし！」

「そこはほら、きっとディオっちの血が濃こく出たんだよ」

「ちょっ、ちょっと待てよルヴィ！　言っておくけど、俺は全然身に覚えがないからな!?」

　あまりにもアレすぎる誤解に、ディオスは勢いよく上体を起こす。

「え～？　本当でゴザルか～？」

「わ、私だってないわよ！　そもそも、こんな子供がいるのに今までみんなに気付かれないまま、隠し通せるわけないでしょ!?　この子それなりに成長しちゃってるし！」

「いやぁゴメンゴメン。さすがに冗じよう談だんだってば」

　ヒートアップするレイナに、ルヴィはまぁまぁと苦く笑しようしながら宥なだめる。

「もう……。からかわないでよ……」

　レイナは肩で息をしながら、恨うらめしそうにルヴィの顔を見るのだった。

　しかし、ディオスとは目を合わせてくれない。変なからかわれかたをして気き恥はずかしくなってしまったのだろう。

　かくいう自分も、ちょっと心がムズムズする。

　この騒そう々ぞうしい中でも、当の幼女はスヤスヤと眠ねむり続けていた。

　その寝顔の愛らしさに、ディオスは自然と口元が緩ゆるみ、頭に手が伸びてしまう。

「それにしてもこの子、一体いつ入ってきたのでしょうか？　私たちも全く気付きませんでしたけれど……」

「……うん……夜中に少し目覚めた時も……変な気配は……なかった……」

「となると、入って来たのは明け方くらいか」

　ディオスが何回か頭を撫なでさすっていると、むにゃむにゃと声にならない音を発しながら、幼女が目を開いた。

「あ、起こしてしまったか。ごめんな……」

　慌あわてて幼女から手を離す。

　幼女はきょとんとした顔でしばらくディオスの顔を見つめていたが、やがて満面の笑えみを作ってから──。

「パパ…………！」

　嬉うれしそうに、ディオスのことをそう呼んだのだった。

「………………」

　幼女の発したひと言に、しんと部屋が静まり返る。

「マジで……？　ディオっち……まさか、本当に……？」

「う、噓うそですよね。ご主人様？」

「…………お兄ちゃん……相手は……誰……？」

「最ッ低……！」

「ち、違うってば！　命を懸かけてもいい！　絶対に違う！」

　恋れん愛あいの経験もないというのに、なぜ浮うわ気きと隠し子が同時にバレた男みたいな扱あつかいになっているのだろう？

　泣きたいのを堪こらえながら、ディオスは必死に否定を続ける。しかし、神獣たちの疑ぎ惑わくの目つきは変わらない。

「違うっていっても、現にこうして──」

「ママ」

「…………」

　再び静まり返る部屋の中。

「今、レイナさんの方を見て言いましたよね？」

「……うん……言った……間ま違ちがいない……」

「少なくとも、ルヴィの方は見てなかったね」

　皆みんなの視線はレイナに集中。

　レイナは慌ててパタパタと手を振ふった。

「違うわよ！　私はこの子のママなんかじゃないってば！」

「でも──」

「ちーがーうーのー！　ほら、ディオスも否定しなさいよ！」

「あぁ、うん。でも確かに、髪の色はレイナに似てるなぁって……」

「本気で誤解を解く気あるの!?　だから髪の色はたまたまだって言ってるでしょ!?」

「パパ」

「うん、俺も君のパパじゃない！」

　事態はますます混迷を極きわめてきた。

　さらに──。

「朝から騒々しいです。何事ですかッ!?」

「ディー君、隣の部屋まで聞こえてきたよーって…………え。誰、その子？」

　騒さわぎを聞きつけた、コーシカとファルルまで合流してしまった。

　二人はディオスのベッドにいる幼女を、食い入るように見つめている。

　コーシカの頭の上にいるアガートは、驚きよう異い的な聴ちよう力りよくを持っている。おそらく、今までのやり取りも全すべて聞こえていただろうから、既すでに事態を把は握あくしているはずだ。

　しかし、彼女はいつものようにのほほんとした顔でコーシカの頭に鎮ちん座ざし続けている。ディオスの援えん護ごをしてくれる気配は微み塵じんもない。

　猫ねこの姿をしている時のアガートは喋しやべらないスタイルを徹てつ底ていしているとはいえ、こういう時くらい庇かばってくれてもいいのではないだろうか。

　救きゆう援えんの視線をアガートに送るも、相変わらず開いているのか閉じているのかわからない目を動かすことなく、猫型神獣はどっしりと座り続けている。

　もう、自分で何とかするしかなさそうだ。

「いや、二人とも落ち着いて聞いてくれ。この子は──」

「パパ」

「…………」

　幼女が発した、タイミングが悪すぎる、そしてインパクト抜ばつ群ぐんな単語に対して、当然コーシカとファルルの反応は──。

「パパ!?　お父さん!?　ダディってことですか!?　ふ、不潔です！　軽けい蔑べつします！」

「ディーくーん……？　これは一体どういうことかなぁー？　さすがに無視できないんですけど。ボクにもわかるように説明してほしいなぁー？」

　しばらくの間、ディオスの修しゆ羅ら場ばは続いたのだった。




　あれから、何とか疑いを晴らすことに成功。

「この子の年ねん齢れいから逆算すると、ディー君がまだ村にいた時に作った子ってなるけど、よくよく考えると絶対にそういうことはなかった。ディー君には恋愛のれの字もなかったし、そもそもヘタレだし」というファルルの言葉が効果絶大であった。

　助かった反面、幼おさな馴な染じみにそこまで言い切られてしまったことが少し悲しかったことは否定しないが。

「とにかく、この子を親の許もとに帰さないと……」

　ディオスのことを「パパ」と呼ぶのは、親の所に連れて行って欲しいという主張なのだろうと解釈した。

　レイナは──たぶん「ママ」に似ているのだろう。髪の色が同じだし。

「ええと、君の名前は何ていうのかな？」

　ダメ元でひとまず会話を試みる。これから親を捜さがすにあたって、名前がわかっているだけでもかなり都合が良いからだ。

　しかし、幼女はきょとんとディオスを見つめるばかり。

「うーん。やっぱり無理か……」

「これだけ小さいんだから仕方ないよ」

　諦あきらめかけたその時。

「エラ！」

　幼女は嬉しそうに、元気良く両りよう腕うでを上げた。

「……お、エラ？　君の名前はエラっていうの？」

「エラ！」

　もう一度、幼女は同じ単語を繰くり返した。

　ディオスは皆と顔を見合わせる。

「えっと、エラちゃん？」

「エラ！」

　まるで返事をするかのように、エラはファルルの呼びかけにも反応する。

「ディー君。どうやらこの子の名前はエラちゃんで間違いないみたいだよ」

「もう少し長い名前を短くしたものかもしれませんけどね」

　愛あい称しようかもしれないが、それがわかっただけでも一歩前進だ。

「エラ、これから君のパパとママを捜しに行こうか」

　ディオスはエラを抱だき上げ、一度ベッドから下ろす。

　エラはペタンっと尻しりもちをついたあと、再びヨロヨロと立ち上がる。そしてたどたどしい足取りでディオスの脚あしまで歩き、しがみついた。

「歩き方がまだおぼつかないわね……」

「うん、フラフラしてるね。ここまで小さい人間の子供って初めて見たけど、人間って最初から歩けるわけじゃないんだネー」

「それではなおのこと、ご主人様のベッドに侵しん入にゆうした経けい緯いが謎なぞなのですが……」

「……まさか……親が……置いていった……？」

「うーん。そんなことはない、と言いたいところだけれど、状じよう況きよう的にないとも言い切れないわね……」

「まぁ、今は憶おく測そくで話しても仕方がない。ひとまず、ここの宿の人に話を聞いてみよう。親と一いつ緒しよだったなら受付の時に見ているだろうし」

「それもそうだね」

「ルゥ！」

　何の脈みやく絡らくもなく、突とつ然ぜんエラが大きな声を発する。

「──ん？」

「ルゥ！　ルゥ！　ルゥ！」

　エラは不安そうな顔で謎の単語を連発する。

「ルゥって何だろう？」

「親の名前じゃないの？」

「とにかく、この子に関係ある名前っしょ？　早いとこ捜さがしたげよーよ」

　言いながら、ルヴィがエラを抱き上げようとした瞬しゆん間かん──。

「びええええええええええええ！」

「うげっ!?」

　大声を上げて泣いてしまったエラ。

　ルヴィは慌てて手を引っ込める。

「あらあら。もしかして人見知りでしょうか」

「マジ？　別にルヴィ怖こわくないヨ？　ちょいショックなんだケド……」

「それではエラさん、こちらにおいでください」

　続けてエメロードがエラに手を伸のばす。が──。

「びゃあああああああああああ！」

　またしても、エラは大泣きしてしまった。

　エメロードも幼い子供の扱いには慣れていないのか、「あらあら……」と珍めずらしく困こん惑わくしている。

「むー。おっぱい的に母性感がダダ洩もれのエメ姉でもダメか」

　もしかしたら、エメロードの危険な雰ふん囲い気きを察知したのかもしれないが。

「じゃあ、近所のお姉ちゃんぽい雰囲気のマリンちゃんは？」

「……んと……大だい丈じよう夫ぶ……ヨシヨシ……」

　マリンがそっとエラの頭を撫なでるも──。

「ぶわあああああああああああん！」

「……むぅ…………」

　皆と変わらぬ反応にマリンは落らく胆たんする。

　神しん獣じゆうたちの視線はレイナに向くが、彼女は軽く首を横に振った。

「ここまで強力な人見知りなら、きっと私でも無理だって」

「でもレイにゃんは『ママ』だし？　やるだけやってみたら？」

「……だからママじゃないってば」

　レイナとルヴィがやり取りしている間に、エラはディオスの脚を摑つかんでいる手にギュッと力を込めた。

「でも、ディオスさんには懐なついていますよね……」

「やっぱりディー君の隠かくし子ごなんじゃ……」

「だから違うって!?　たぶん、俺がこの子の身内に似ているとか、そういう理由だろ……」

　ディオスは仕方なくエラを抱き上げる。

　エラは嬉うれしそうに「パパ！」と言ってからやはり「ルゥ」と呟つぶやいた。

「わかったわかった。じゃあ、その『ルゥ』の所に行こうな」

　ディオスが言うと、エラは嬉しそうに微笑ほほえむのだった。




「その子には見覚えがないな……」

　受付で中年男性が神しん妙みように呟くと、ディオスたちは怪け訝げんな顔で彼の顔を見つめた。

「本当ですか？」

「ああ、間違いない。昨日も一昨日おとといも客の対応は全部俺がしたんだ。その中に子供連れはいなかった。最近は連れん泊ぱく予定の客もいなかったし、確実にうちの宿の客ではないな」

「でも、俺のベッドの中にいたんですけど……」

「そう言われてもなぁ……。見てないものは見てないわけだし。というか、兄ちゃんの連れの神獣じゃないのか？　そっちの姉ちゃんたちもそうなんだろ？」

「あ……」

　ディオスは思わず声を洩らす。

　昨日宿に着いた時、神獣たちはいつも通り神獣形態でディオスの体の上に乗っていたのだ。この中年男性が、人間形態の神獣たちを見るのは今が初めてである。

　まさか、エラも神獣なのだろうか。

　目もく撃げき情報がないという不思議な状況も、神獣ならば確かに納なつ得とくはいくのだが──。

「とにかく、うちでは力になれそうにない。すまんな」

「いえ……ありがとうございました」

　一礼してからディオスたちは宿を出る。

　少し通りを歩いてから、ディオスは改めてエラの顔をマジマジと見つめた。

「この子、まさか神獣なのか？」

　どう見ても人間にしか見えないが、マリンやエメロードが人間と遜そん色しよくない見た目ということを考えると、可能性はゼロではない。

　しかし──。

「……それは……ないと思う……。全然……神獣の気配を……感じない……」

「そうですね。それに私たち神獣は、神獣使いサマナーに召しよう喚かんしていただかないと人間界こちらに来ることはできません」

「そうなんだ……」

　その可能性は、即そく座ざに神獣たちに否定された。

　確かに、野の良ら神獣という存在は今まで見たことがない。

「となると、やっぱり人間の子供か……。うーん、一体どうやって俺のベッドまでやって来たのか、本当になひょ──」

　語ご尾びがおかしくなったのは、エラがディオスの頰ほおを摘つまんで横に広げたからだ。

「きゃっきゃっ」

　びろんと伸びた頰を見て、エラは無む邪じや気きに喜んでいる。

「…………」

「あははっ。何だかディー君、本当のパパみたいだね」

「ははひゃないはへへふへ（パパじゃないやめてくれ）……」

「こうなったら、街の人たちに片かたっ端ぱしから聞き込みをするしかなさそうですね。きっとエラさんの親おや御ごさんも捜しているはずです。ここは神獣使いサマナーとして頑がん張ばりましょう、ディオスさん！」

　気合い十分に拳こぶしを握にぎるコーシカ。

『人々のために』という神獣使いサマナーの使命に火がついたようだ。

「ひゃい（はい）……」

「きゃっきゃっ」

　頰を引っ張られたまま返事をするディオスに、エラはますます喜ぶ。それは、エラが飽あきるまで続いたのだった。

　とにもかくにも、こうしてディオスたちはエラの両親を捜すことになった。







　ディオスたちが現在いるのは、風の街『ベーチェル』。

　切り立った崖がけの頂上にあり、常に吹ふき続ける風を利用した、数多くの風車が回っている街だ。

　風車は闘とう技ぎ場と合わせて、この街の観光名所となっている。

　ベーチェルには、昨日到とう着ちやくしたばかりだった。

　しかし街に着いて早々、ディオスたちは事前大会モナーフエスのエントリーを済ませていたので、しばらくはエラの両親捜しに専念できるだろう。

　ディオスたちは道行く人たちに、片っ端から声をかけていく。

　武装した人間は、大たい抵ていが事前大会モナーフエスに出場する挑戦者ヴアンデラーだ。

　彼らに事情を話すと、「それっぽい人を見かけたら闘技場の受付に知らせておく」と協力的だった。

　アガートの空腹を満たすために立ち寄った露ろ店てんでも、声をかけるのを忘れない。

　こうして、捜し始めてから数時間が過ぎたのだが──。

「全然見つからないね……」

　神獣形態に戻もどったレイナが、ディオスの肩かたでぐったりとしながら呟いた。

　街の中に設けられた憩いこいの場。

　花か壇だんを囲うように設置されたベンチには、主婦や談話を楽しむ老人たち等で埋うまっていた。

　日差しはそろそろ真上に差し掛かかろうとしている。

　他ほかの神獣たちも、神獣形態に戻ってディオスの体に乗った。

　歩き回って疲つかれたのか、いつもと違ちがって皆みんな静かだ。

「にゃんにゃん！　にゃんにゃん！」

　そんなレイナを指さしながら、エラが目を輝かがやかせた。

　神獣形態の彼女に心を摑つかまれたらしい。

「わっ、私は猫ねこじゃないわよ！」

「ぴぇっ!?」

　いつものようにむきになって返してしまったレイナだが、瞬時に「しまった」という顔になる。

「あ、あの、驚おどろかせるつもりじゃ……。ごめんね。その──」

「びええええええええええ……」

　エラはディオスの胸に顔を埋うずめ、泣き出してしまった。

「あーあ。レイにゃんが泣かしちゃった」

「だって、つい……」

「まあまあ。ここは一つ、機き嫌げんを直すついでに仲良くなるっていうのはどうだ？　神獣形態なら、エラもみんなのこと平気みたいだしさ」

「なるほど……。『人見知り』は動物に対しては言わないもんね」

「……ファルル……私たち……神獣……。動物じゃない……」

「まぁまぁ。エラちゃんから見たら、神獣も動物もそんなに変わんないって」

　カラカラと笑うファルルに、神獣たちはそれ以上言い返せない。

　ディオスが何度か頭を撫でると、エラはすっかり落ち着いたようだ。

　洟はなを啜すすりながらも、エラは上うわ目め遣づかいでレイナを見つめている。どうしても気になるらしい。

　しばし見つめ合っていた二人だが、やがておそるおそるエラがレイナに腕うでを伸のばした。

　エラの小さな手がレイナの頭に触ふれる。

　力の加減が上手うまくできないのか、その仕草はちょっとだけ乱暴だ。それでも、レイナは何も言わずジッと耐たえていた。

「レイナ、何だか強制したみたいでごめんな」

「べ、別に。人間の子供、特別嫌きらいってわけじゃないし」

　レイナはそう言うと、柔やわらかい肉球でぽふっとエラのおでこに触れる。

　その瞬しゆん間かん、エラはニコッと笑った。

「にゃんにゃん！」

「あぁもう……。にゃんにゃんでいいわよ……。ママよりはマシだし……」

　それを皮切りに、他の神獣たちもエラの周囲に集まる。

　エラのテンションが目に見えて上がった。

「ピヨピヨ！　ピヨピヨ！」

「えへへ。ルヴィだよ」

　やはり、愛らしいヒヨコの姿は小さな子供の心を摑むにはバッチリらしい。ルヴィを指さすエラの顔が、さらに明るくなった。

　次に、ペタペタとマリンを撫なでながら。

「ツルツル！　ツルツル！」

「…………」

　マリンのつぶらな瞳ひとみもエラには好評のようだ。

　しかし、なぜかマリンの周辺の空気はどんよりしている。

「……ツルツル……どうせ……私の胸も……ツルツルでペタペタ……」

「マリぴっぴ、思考が飛ひ躍やくしすぎな!?」

　落ち込むマリンに構うことなく、エラはしばらくクラゲの不思議な感かん触しよくを楽しんでいた。

　そして今度は、エメロードの尾おの先せん端たんを摑んで。

「にょろにょろー」

「うふふ。はい、蛇へびのエメロードです」
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　さすがにエメロードも、いつもの縄なわ縛しばりは封ふう印いん。ペタペタとエラにされるがままになっていた。

　触さわられる度たびに少し興奮していたような気もするが、今は見なかったことにする。

　一通り神しん獣じゆうたちと触れ合って、エラはすっかりご機嫌になっていた。

　そして疲れた顔をしていた神獣たちも、元気が戻ったようだ。

「良かった。これでみんなとも仲良くやれそうだな」

「まぁ、神獣形態の間だけというか……。人間形態になったらまだわかんないけどね」

　このまま一いつ緒しよにいれば人間形態も慣れてくれるだろうが、できればそうなる前に親の許もとへ帰してあげたい。

　そう考えた時、エラがディオスの顔をペタペタと触ってきた。

「んー。まんま。まんま」

「まんま？　あ、ご飯のことか」

「お腹なかが減ったみたいだね」

　確かに、朝から何も食べさせていない。

　大事なことをすっかり忘れていた。

「これくらいの年ねん齢れいの子って、普ふ通つうにご飯を食べさせてもいいのか？」

「柔らかくて、味が濃こすぎないものなら大だい丈じよう夫ぶなんじゃないかな。人によってはまだ卒乳していない場合もあるけど、主食は固形物に移行している時期だよ」

「なるほど……。さすが、ちょっと年の離はなれた弟がいるからファルルは詳くわしいな」

「えへへ。昔はよく世話をしてたしね」

「へえ。ファルルさんには弟さんがいたのですね。私は一人っ子なので何だか羨うらやましいです……」

　コーシカが言うと、彼女の頭の上のアガートがふさふさの尻尾しつぽでぽふんっ、とコーシカの頰を撫でた。

「まんぷくちゃん……。私にはまんぷくちゃんがいると……そう言いたいのですね？　あぁっ、ありがとうございますまんぷくちゃん！　大好きです！」

　がしっとアガートを抱だきしめるコーシカ。

　二人のこのやり取りにもいい加減慣れてきたのか、皆は生暖かい目で見守るだけだ。

「それじゃあ、エラちゃんが食べられそうな物をその辺の店で買ってくるよ。ディー君たちはここにいて」

「いいのか？」

「神獣ちゃんたちも疲れているみたいだしさ」

「それでしたら私も一いつ緒しよに行きます。まんぷくちゃんもそろそろ小腹が空すく頃ころですし」

「んじゃ、ルヴィたちにも何かつまめそうな物をヨロシク」

「了りよう解かい。ちょっと待っててね」

　ファルルはそう言うと、コーシカと共に歩いていく。

　二人の背中を見送ってから、ディオスは側そばのベンチに腰こし掛かけた。

　のだが──。

「ん、何だ？」

　ディオスの腕に、生暖かい感触が広がっていく。

　気付けばエラの下半身から、ポタポタと雫しずくが垂れていた。

「これは……」

「あー……」

　人間、生きているからには出すわけで。

　しかし、エラはまだ上手くコントロールできないのだろう。この年齢の子なら当然だ。

　エラはばつが悪そうな顔でディオスを見ている。

　ディオスは苦く笑しようするしかなかった。

　すぐさま神獣たちは人間形態に戻る。そしてマリンが水を使って汚よごれを洗い流した。

　その後、濡ぬれた箇か所しよをルヴィの炎ほのおで乾かん燥そう。

　一見元通りになったが、やはりエラのことを思うと、このままというわけにはいかないだろう。

「着き替がえ、用意しないとな……」

「それでは、私たちが手配して参ります。ご主人様とレイナさんはここでお待ちください」

「な、何で私も!?」

「もしエラさんのご機嫌が悪くなってしまったら、ご主人様だけでは不安です。『にゃんにゃん』がいた方が都合が良いかと」

「それ別に、私じゃなくても良くない!?　皆でもいいじゃない！」

「……でも……エラが一番懐なついていたのは……レイナ……」

「それに『ママ』だし？」

「ぐっ──」

　それ以上反論の余地がなかったのか、レイナは言葉を詰つまらせる。

「本当に大丈夫か？」

「任せてください」

　自信たっぷりに胸を叩たたくエメロード。彼女の心を代弁するかのように、豊かな胸もぷるんと揺ゆれる。

　ルヴィとマリンも、それぞれやる気に満ちた顔をしている。

　皆みんな、この幼い女の子の世話をしたいという衝しよう動どうが大きくなっていたのだ。

　人間が初めてペットを迎むかえた時の心境と似ているのかもしれない。

　しかし、どうにも不安は拭ぬぐえない。

「まぁ、その辺の経験豊かそうな人に聞くから、ダイジョブダイジョブ～」

　ルヴィの言葉を受け、ようやくディオスは神獣たちを送り出したのだった。




　ポカポカとした日差しを受けながら、ディオスとレイナはエラを間に挟はさみ、座って待っていた。エラは物もの珍めずらしそうに周囲を見み渡わたしている。

　そこに、買い物帰りらしき主婦が通りかかった。

「あら。随ずい分ぶんと若いパパとママね」

「いっ──!?」

　瞬間、二人の顔が真っ赤に染まる。

「あっ、あの、私たちは、別に──」

「パパ。ママ」

　まるでタイミングを見計らったようにエラが言うと、二人は同時に視線を落とすのだった。

「まあ、初うい々ういしい反応だこと。子供が生まれてもまだまだ新しん婚こんさんってことね。羨ましいわー。私も昔を思い出しちゃう。子育て、大変だろうけど頑がん張ばってね」

「はぁ……」

　急いでいるのか、一方的に言い捨てて足早に去っていく主婦。

　おかげで二人の間には、微び妙みような空気が漂ただよい始めてしまった。

　まさか、自分たちが夫婦と間ま違ちがわれてしまうなんて──。

　ディオスはチラリと横目でレイナを見る。

　レイナは俯うつむいたまま、両拳こぶしを膝ひざに乗せて硬こう直ちよくしていた。当分、こちらを向いてくれそうにない。

（周囲の人には、私とディオスが夫婦に見えるんだ……。つまり、ディオスと『そういうこと』をした関係に見えてるってこと──!?　わ、私は神獣なのに、そんな……!?　でもディオスのエラに対する態度は凄すごく優やさしいし、きっと良いパパになるに違いないよね。相手の人が羨ましい……って私は何を考えているのよ!?）

　レイナがそのように考えているなど当然知る由よしもなく、ディオスはディオスで、空を仰あおいで上じよう昇しようした体温を冷まそうと必死だった。

　勘かん違ちがいをされて困こん惑わくした反面、嫌いやではないと思ってしまった。

　そういう感情を抱いだいてしまった自分に対して、何だか、とても心がくすぐったい。

　そんな様子がおかしい二人に気付くことなく、しばらくおとなしく座っていたエラ。

　やがて、よじよじとディオスの体に登り始めた。

「ん、どうした？　やっぱり抱っこがいいのか？」

「ルゥ」

　また、謎なぞの単語を呟つぶやくエラ。

「それは誰だれかの名前？」

「ルゥ。ルゥ、いく」

「いく……？」

　今までになかった反応に、ディオスとレイナは同時に眉まゆを寄せる。

　しかし、エラがそれ以上反応する気配はない。

「ただいま戻もどりました」

　突とつ然ぜん聞こえたエメロードの声に、二人は反射的に別方向に仰のけ反った。
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「どうよ、チョー速度で帰き還かんしたっしょ～……ってどしたの？　何かビミョーな空気が流れてる気がするんだけど？」

「い、いや、何でもないわよ」

「……怪あやしい……」

　ジト目で見つめるマリン。

「まさかご主人様……。私たちのいない間に、レイナさんに赤ちゃんプレイを要求したのですか？　ズルいです。私もやってみたいです」

「要求するわけないだろそんなこと!?」

「要求されてもしないわよそんなこと！　そ、それよりも今はエラでしょ！」

「あらあら、そうですね。忘れてました」

「いや、大事なことを忘れるなよ……。で、肝かん心じんの着替えは？」

　その瞬しゆん間かん、ルヴィがビシッとピースサインを作る。

「バッチリ！　その辺を歩いていたおばちゃんに聞いたら一発でお店を教えてくれたよ。替かえの服と、あと念のため、おしめは数枚ね」

「……はい、これ……。……今から……着替えさせよう……」

　マリンが抱かかえていた紙かみ袋ぶくろを軽く掲かかげる。

「よし、では早さつ速そく──」

「ちょっと待ったディオっち。それはルヴィたちがやるよ」

「え？　何で？」

　いきなりの待ったに、ディオスはキョトンとするばかり。

　しかしエメロードは納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「そうですね。ご主人様の娘むすめさんならともかく、エラさんは見知らぬ人のお子さんです。ご両親が見つかった時に、男のご主人様にエラさんのあんなところやこんなところを見られたと知ったら、どういう反応をされるかわかりません」

「そうか……。確かにそうだな……」

　自分にはやましい気持ちは全くない。が、世の中にはそうでない人間もいる。

　複雑な気分だが、神しん獣じゆうたちの言うことはもっともだと思った。

「……というわけで……今から私……水の結界を張る……」

「わかった。エラ、そういうことだから着替えをするけどいいか？」

　エラは眉をへにゃりと曲げて神獣たちを見ている。やはり、人間形態の神獣たちにはまだ慣れていないらしい。

「むー、相変わらず切ない反応。ここはレイにゃんにゃんに気を引いてもらおう」

「誰がレイにゃんにゃんよ!?」

　むきになるレイナだが、皆からの期待の眼まな差ざしを受け、仕方なく神獣形態に戻る。

　途と端たん、エラの顔が輝かがやいた。

「よし、狙ねらい通り。それじゃあレイにゃんにゃんが気を引いてくれている内に着替えさせちゃおう」

「だから私は──」

「にゃんにゃん！」

「うっ……。にゃ、にゃーにゃー……」

　瞬間、空気が凍こおる。

　プライドを捨てた、レイナ渾こん身しんの物まねだった。

　当然エラは喜んだのだが──。

「……レイナ……そこまで……捨て身になるなんて……」

「俺は今、猛もう烈れつに感動している。エラのためにレイナがそこまでやってくれるとは……」

「驚おどろきました……。これは次の共鳴術テグヴエルトは、猫擬ぎ態たいプレイもいけるのでは？」

「私のことはどうでもいいから、早く着替えさせなさいよ！」

　半ば涙なみだ目めになりながら、レイナは猫のようにシャーッと背中の毛を逆立てるのだった。




　無事、エラを着替えさせることができた。

　エラは心なしかスッキリした顔をしていた。

　そして着替えを終えてから、エラの人間形態の神獣たちに対する態度が目に見えて変わった。皆の脚あしにペタペタとまとわりつくようになったのだ。

「何だか懐かれちゃったみたい？」

「うふふ。大事な部分を見せ合った仲ですもんね」

「問題発言はやめなさいよ!?　そもそも見せ合ってなんかいないでしょ!?」

　幼女相手でもマイペースなエメロードに、皆が引き笑いをしたその時。

「遅おそくなってごめんねー。色々と買ってきたよ」

　ようやくファルルとコーシカが帰ってきた。

　アガートも今は人間形態になっている。

　三人の手には、食しよく糧りようが入っているであろう大きな紙袋が抱えられていた。

「お帰り。遅かったからちょっと心配したよ」

「ううっ、ご、ごめんなさい……。どれも美味おいしそうだったので、ついつまみ食いを……」

　申し訳なさそうに耳と尻尾しつぽを垂れるアガート。遅くなったのは彼女の食い意地のせいらしい。まあ、いつものことだ。

「あっ、あの……。た、食べます、か？」

　アガートはおずおずとエラに果物を差し出す。

　オレンジ色の柔やわらかい果肉のそれは、子供でも皮ごと食べられる、ベーチェル地方特産の果物だ。

　エラはアガートの顔をジッと見つめていたが、やがてそっと果物を受け取った。

「にゃんにゃん……？」

「そうよ。アガートの方が猫なの。私は虎とら」

　ここぞとばかりにレイナが説明をする。が、エラはレイナを見ると「にゃんにゃん」と微笑ほほえむ。

「なんでよ……」とがっくりするレイナを見て、皆は思わず笑うのだった。




　腹ごしらえを終えてから、再びエラの両親の捜そう索さくを再開する。

　神獣たちも人間形態になり、次々と街の人に聞き込みを行っていく。

　しかしエラの両親に関する手て掛がかりは何も得られないまま、夜になってしまった。




　昨日とは違う宿を取ったディオスたち。夕食を囲んだ皆みんなは、浮うかない顔をして座っていた。

　当然、エラも一いつ緒しよにいる。

「今日中に見つけたかったんだけどな……」

　一日中歩き回ったが、手掛かりはゼロ。

　小さな子供とはぐれたという夫婦の噂うわさすら聞けなかった。

「この街の人じゃないのかな……」

　もしも、観光で来たベーチェルではぐれたのだとしたら。

　他よ所その土地で子供が迷子になったら、親は血ち眼まなこになって捜すだろうことは容易に想像できる。

　だが、その痕こん跡せきが微み塵じんもないということは──。

「あまり考えたくはないが、わざと置いていかれた──という可能性も、そろそろ視野にいれないといけないかもしれない……」

　ディオスの言葉に皆が俯く。

「ひとまず、明日も捜してみましょう……」

　コーシカの言葉に黙だまって頷く面々。

　自分たちにできることは、今はそれしかない。

　重い雰ふん囲い気きのまま、皆は食事に手を付けるのだった。




　深夜──。

　常に吹ふき抜ぬける風が、窓をカタカタと揺ゆらしている。

　寝ね付つく時には気になっていたその音もすっかり耳に馴な染じみ、既すでに意識すらしなくなった。

　風の音に混じり、僅わずかにシーツが擦すれる音。

　うつらうつらとしていたディオスは瞼まぶたを開く。その音は、エラが寝返りを打ったものではないと感じたのだ。

　そして、それは当たっていた。

　どういうわけか、レイナを除く神獣たちが人間形態になっていたのだ。

「ご主人様、ご主人様」

　極限まで落とした声で、エメロードが呼びかける。

　彼女のイタズラっぽい表情とこれまでの経験から、ディオスは彼女のこの後の言葉を即そく座ざに予想できてしまった。

「まさか、共鳴術テグヴエルトをするのか!?」

「はい。だって、事前大会モナーフエスは数日後ですよ」

「もうちょい力を強化したら、そろそろ新しい技わざもできちゃいそうなんだよねー」

「……試合に……備える……。油断……大敵……」

「でも、この状じよう況きようで……」

　横目でチラリとエラを見る。

　今は眠ねむっているが、共鳴術テグヴエルトの最さ中なかに起きてしまったら最悪だ。

　仮に見られてもエラには意味がわからないだろうが、幼い子供に積極的に見せて良い光景ではないだろう……と考えた直後。

　──そうでもない。

（えっ……？）

　外からか、それとも内側からか。

　突とつ如じよ、声が聞こえた気がした。

　刹せつ那な、手足に強きよう烈れつな痺しびれを感じ、動かせなくなる。

（うわ、何だ!?）

　神獣が何かやったのだろうか。しかし、彼女たちに変化は見られない。

「────」

　異状を訴うつたえようとしたが、声も出なかった。

　そして少しずつ、少しずつ──。

　ディオスの中に何かが『入ってくる』。

　今まではぼんやりと、霞かすみのようにしか感じなかったそれを、ディオスは初めてハッキリと認にん識しきした。

（何なんだ一体──。いや、お前は誰だ？）

　まるでディオスを嘲あざ笑わらうかのように、体全体に痺れは広がり──。

　ディオスが自我を保っていたのは、この時までだった。




「みんな、さすがに今日はやめとこうよ……」

　半ば呆あきれながらレイナが止めるが、当然その程度で諦あきらめる神獣たちではなかった。

「……もう……ダメ……。私……上も下も……濡ぬれ濡れ……」

「最近、共鳴術テグヴエルトがご無ぶ沙さ汰たです。そろそろあの力の昂たかぶりが恋こいしいのです」

「え、えっと、だからルヴィは新しい力を習得するきっかけをね……？」

　いつものようにディオスに迫せまる神獣たち。

　それでも今日はエラがいるので、ディオスは断固拒きよ否ひの意思を示すのだとレイナは思っていたのだが──。

「そんなにやりたいのならいいだろう」

「えっ──!?」

　レイナだけでなく、神しん獣じゆうたち全員が目を見開いた。

「後こう悔かいするなよ」

　強気の口調で、不敵な笑えみを浮かべるディオス。

　呆あつ気けにとられる神獣たちを、ディオスは次々と狭せまいベッドに押し倒たおしていく。

「あぁ……強ごう引いんなご主人様も素す敵てきです」

　ディオスは小さく鼻を鳴らしてから、恍こう惚こつの顔を浮かべるエメロードの胸を鷲わし摑づかみにする。

「あんっ!?」

「誰にも触ふれさせてないだろうな？」

　何を当たり前のことを言っているのだろう──。

　ディオスの突然の発言に神獣たちは戸と惑まどう。

「と、当然です。私の体はご主人様だけの──」

「ならいい」

　エメロードの言葉を遮さえぎったディオスは、彼女の胸の谷間に顔を埋うずめる。そして胸の内側を強く吸い上げた。

「ひぁっ……!?」

「なっ──!?」

　その行こう為いに他ほかの神獣たちは驚おどろく。

（これは──）

　レイナは喉のどを鳴らす。

　久々に見るディオスの豹ひよう変へん。少し、怖こわいと感じてしまった。

　ディオスは彼女たちの反応には構わず、エメロードの胸から顔を離はなした。

　白い胸の谷間には、赤い跡あとがくっきりと付いている。

「あぁ、これは……。ご主人様に印を付けて貰もらえるなんて……嬉うれしいです」

　うっとりとするエメロード。

　ディオスは続けて、呆ほうけているルヴィの腰こしに顔を寄せる。

「ぅあっ──!?　あ、あの、ディオっち、その、ルヴィは──んんっ！」

　躊ちゆう躇ちよしていたルヴィに有う無むを言わせず、ディオスは彼女の臍へその下に唇くちびるを当てた。

「ひゃんっ、く、くすぐったい……！」

　擽くすぐったさに身を捩よじらせるルヴィの体を、ディオスの大きな手が押さえつける。

　ディオスは唇でルヴィの腹を静かになぞりながら、少しずつ下の方へと移動していく。

「そ、そんな所……！」

　指でホットパンツの上部を少しずらすと、さらに柔らかく白い下腹部が露あらわになる。

　ディオスは意地の悪い笑えみを浮かべると、エメロードと同じように下腹部を吸い上げた。

「あぁっ──!?」

　ルヴィは腰を捻ひねって刺し激げきから逃のがれようとするが、容よう赦しやなくディオスの手が押さえつける。

　数秒後ディオスが顔を離すと、やはり赤い印が浮かび上がっていた。ルヴィは上気した顔で、しばらくその印を見つめている。

「次は──」

　突然、ディオスの顔が沈しずむ。

　マリンの腕うでに搦からめ捕られ、薄うすくて控ひかえめな胸に顔を無理やり押し付けられたのだ。

「……お兄ちゃん……」

　ディオスを呼ぶ声はいつもより色っぽい。

　エメロードとルヴィの様子を見て、我が慢まんできなくなったらしい。

　満足げな笑みを浮かべ、ディオスはベッド脇わきに下りる。そしてマリンの両脚あしをガバリと開いた。

　当然この状態では、秘部を守っている白い三角地帯が丸見えになるわけで。

「…………っ!?」

　さすがにマリンもこの行動は予測していなかったらしく、珍めずらしく顔が真っ赤に染まった。

　ディオスはマリンの脚の間に体ごと割って入る。そのまま姿勢を低くし、柔やわらかな太ふと腿ももの内側に舌を這はわせていく。

「……あっ……」

　既にマリンの全身は水で濡れていたのだが、より下半身の水分量が増した。

　絶えず垂れてくるマリンの水を、ディオスは次々と舐なめ取っていく。

「……ふ……あっ……」

　初めての感覚にマリンは翻ほん弄ろうされている。ディオスはそこで、太腿の一番柔らかい部分を強く吸い上げた。

　いつもの無表情が噓うそのように、マリンは蕩とろけた顔でシーツをギュッと摑つかみ、静かになる。

　皆が次々と印を付けられていく様子を、ずっと凝ぎよう視ししていたレイナ。

　ディオスの目が自分に向いていることに気付いた瞬しゆん間かん、少しずつ後退していく。

　その間合いを、ディオスは一気に詰つめてきた。

「きゃっ!?」

　神獣形態では体格差は歴然。抱だき上げられたレイナは為なすすべもない。

「人間形態になれ」

　さわさわと尻尾しつぽの付け根を執しつ拗ように撫なでながら、ディオスはレイナの耳元で囁ささやく。

「あっ……んっ……」

　全身を駆かけ巡めぐる気持ち良い痺れに抗あらがえず、気付けばレイナは人間形態になっていた。

　ディオスの膝ひざに座り、後ろから抱かれた状態。

　親密な関係の男女しか許されない体勢に、レイナの鼓こ動どうは速度を増す。でも、言いようのない気き恥はずかしさはなかった。

　これまでとは違う。

　レイナは呼吸を乱しながらも、おそるおそる振ふり返った。

「…………誰？」

　これはディオスだけど、ディオスではない──。

　三人に対する行動で、レイナは半ば確信していた。

　それに対するディオスの返答は──笑みだけ。

　そのまま無言で首筋に吸い付きながら、レイナの尻尾を握にぎる。

「やっ……あっ……」

　上と下を同時に攻せめられ、腰から力が抜ぬける。それ以上、レイナは疑問をぶつけられない。尻尾を擦こすられる度たびに下腹部が疼うずき、体中に温かい力が巡る。

　レイナの全身から力が抜け、ディオスにくったりともたれかかるまでそれは続けられた。

　ディオスは小さな印を付けた神獣たちを一いち瞥べつした後──。

　まるで魂たましいが抜けたかのように、ドサッと床ゆかに倒れ込んだ。

「ご主人様？」

「ディオっち、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　神獣たちが慌あわてて抱き起こすが、ディオスからの反応はない。神獣たちは眉まゆを寄せながら顔を見合わせた。

「何かさっきのディオっち、超ちよう強気モードだったじゃん？」

「強引なのは嬉しいのですが……明らかにいつものご主人様ではありませんでしたね……」

「……前にも……あったけど……今日のお兄ちゃんは……ちょっとだけ……怖い……」

　ようやく息が整ったレイナも、ディオスを不安げに見つめる。

　ふと、先日ニ・ホティアで邂かい逅こうしたニエーナの言葉が頭の中に過よぎった。




『妾わらわに挑いどむというのか。自身の身を蝕むしばまれていることに気付いておらぬ小こ僧ぞうめが』




「ディオス……。あなたの身に何か起こってるの……？」

　レイナの発した小さな呟つぶやきが、静まり返った部屋に響ひびいた。







　翌朝のディオスは、神獣たちが拍ひよう子し抜けするほどいつも通りだった。昨晩の話題が、ディオスの口から出てくる気配は微み塵じんもない。

　まあ普ふ段だんの共鳴術テグヴエルトの時も気恥ずかしいのか、次の日にディオスから話題を振ることは今までなかったのだが。しかしその時のような照れくさい様子が、今のディオスには見られない。

　まるで、彼の中では何もなかったことになっているかのように。

「早いところ、エラの両親を見つけないとな」

　今、最優先させるべきはそれ以外にない。

　色々と心の中に抱かかえながらも、神獣たちは昨晩のことを切り出すことはなかった。







　事前大会モナーフエスは二日後に迫せまっていた。

　何とか今日中にエラの両親を見つけたい。

　全員が意気込んで望んだ捜そう索さくだったが──。

「ダメだったね……」

「うん……」

　肩かたを落としながら宿に戻もどる一行。

　昨日より範はん囲いを広げて聞き込みをして回ったが、結局、見つけることはできなかったのだ。

「ディオスさん。もしこのままエラさんのご両親を見つけることができなかったら、役所か教会で預かって貰うことを考えた方が良いかもしれません……。教会の中には、孤こ児じを集めて運営している場所もあります」

「そうだな……」

　ちなみにその二箇か所しよにも既すでに寄っていたのだが、情報は何一つ得られていなかった。

「パパ……？」

　エラは会話するコーシカとディオスを、不思議そうな顔で見つめる。現状を理解していないその様子が、皆みんなの胸にチクリとした痛みをもたらした。

　ひとまずコーシカの言った案は最終手段にしたいと、全員の意見は一いつ致ちしたのだった。







　また夜がやって来た。

　神しん獣じゆうたちの人間形態にもエラは慣れたらしく、皆に見守られながら眠ねむりについた。

　そしてディオスたちもそれぞれベッドに身を沈め──。




「あっ……！　やっ──、そ、そんな……！」

　寝ね付ついてからどれくらいの時間が経たったのかわからないが、エメロードの狼ろう狽ばいする声でディオスは目が覚めた。

「そ、それはダメです──あ、ああぁっ……！」

　寝言にしては何か様子がおかしい。眠い目を擦こすりながら、そちらに目をやると──。

「んなぁっ──!?」

　眼前の光景に思わず声を出してしまった。

　エラが、エメロードの胸をモミモミと揉もんでいたのだ。

　しかも、結構な力で。

　豊かな胸の中に、エラの手が見えたり見えなくなったりしている。

　エメロードは熱い吐と息いきを洩もらしながらディオスに振り返った。

　羞しゆう恥ちのせいか興奮のせいかはわからないが、その目は微かすかに潤うるんでいる。

「ご、ご主人様……。どうやらエラさん、寝ね惚ぼけているようで──んんっ！」

　ビクリと体が震ふるえ、エメロードの体が仰のけ反る。エラの手が、胸の先せん端たんを容赦なく撫でている。

　なかなかに刺激が強い光景に、ディオスは全く動くことができない。眠気も一気に吹ふき飛んだ。

「どうしたの……？」

　声につられ、他ほかの神獣たちも目を覚ます。

　なぜ、今日に限って皆人間形態で寝ているのだろうか。いつもは神獣形態でこぢんまりと寝ているのに。

　いや、今はそんなことよりも──。

[image: ]

「うわっ!?　エラ!?」

「こ、これは……」

　エメロードの置かれている状じよう況きようを見た神獣たちも、さすがに絶句。

　当のエメロードは皆に見られているという状況に興奮してしまったのか、背から蔦つたが伸のびている。

　いつもなら次々に皆の体を縛しばっていくその蔦も、今は不規則にウネウネと動くだけだ。よっぽど余よ裕ゆうがないのだろう。

「こ、こっちにおいで」

　ひとまず、これ以上はいけない。主にエメロードの暴走的な意味で。

　レイナはエラをエメロードからそっと引きはがす。

　エメロードは寝転がったままフーフーと荒あらい吐息を繰くり返すばかり。しばらくは復活しそうにない。

　エラは泣くこともなく、しばらくボーッとしていたのだが──。

　眠そうな目のまま、今度はレイナの胸をペタペタと触さわり始めた。そして器用にレイナの服をずらし、胸だけを露あらわにする。

「きゃぁッ!?　え、ちょっと待って、まさか──ぁん!?」

　またしても、エラは目の前の胸を揉み始めてしまった。

「んま……んま……」

「あっ……だめ、こ、こんな──！」

　エラを抱きかかえたまま、ポスリとベッドに倒たおれてしまったレイナ。

　体と尻尾が小刻みに震えている。

「ちょ、ちょい待ちエラ。それ、ママ違うからね!?」

　今度はルヴィが救出に向かう。

　しかしエラの力が思いのほか強く、なかなかレイナから離はなれない。

「んー。レイにゃん、ごめん……」

　ルヴィはひと言告げてから、先ほどよりも力を入れてエラを引きはがす。

　ふるりとレイナの胸が大きく揺ゆれ、ようやくエラの手がレイナから離れる。

「しっかし、エメ姉もレイにゃんも骨ほね抜ぬきにしちゃうとか、トんでもない子だよねー。人間のお母さんって毎回こんなんに耐たえてんの？」

「……それは……ないと思う……」

「まぁ、そうだよねー。やっぱりそこんトコロは神獣のルヴィたちにはわかんない感覚っていうかぁ──」

　ぷるん。

　喋しやべっているルヴィの胸が容よう赦しやなく晒さらされる。

　犯人は当然、ルヴィに抱だかれていたエラなわけで。

「え、マヂで……。ルヴィ、前回に続いて今回もこんな？　ていうかエラ、まだ寝惚けてんの？　そろそろ起きても──はぁんッ!?」

　ルヴィが話しかけてもエラは止まらなかった。ひたすら母乳を求めているのか、エラはとにかく揉み続ける。

　ルヴィは額にビッシリと汗あせをかいていた。エラを燃やさないよう、上じよう昇しようする体温を何とか調整しているのだろう。

　だが時間が経つにつれ、ルヴィの顔には苦く悶もんが広がっていく。

「あっ……もうルヴィ、ダメ……。これ以上我が慢まんできない……もうイっちゃう……。マリぴっぴ、パ、パス！」

「……えっ!?」

　突とつ然ぜんエラを押し付けられ、困こん惑わくするマリン。

　その瞬しゆん間かんルヴィは倒れ込み、体からパチパチと小さな炎ほのおが上がった。本当に限界ギリギリだったのだろう。

　マリンは腕うでの中のエラを見つめる。

「……私は……大だい丈じよう夫ぶだよね……。みんなと違ちがって……胸……小さいし……」

　やや落ち込みつつ呟いた直後。

　エラの舌が、マリンの胸の谷間をペロッとなぞった。

「……ひぅっ……!?　え……噓うそ……ぁっ!?」

　マリンまでもが、この無自覚な母乳ハンターの餌え食じきになってしまった。

　小さくても胸は胸と言いたげに、エラはマリンの胸をムニムニと押し続けている。

「……ど、どうしよう……んっ……」

　初めて経験する感覚に、マリンの全身が濡ぬれるまでそう時間はかからなかった。

「……私の胸も……みんなみたいに……押してくれてる……ちょっと……嬉うれしい……」

　マリンの体から滴したたり落ちる水すい滴てきが、どんどんベッドに染しみ込んでいく。

　それでもエラは止まらない。

「……も……だめ……」

　いつもの倍ほどの水滴を出したところで、マリンの方が先に果ててしまった。




　何だこれは──。

　あまりにも危険すぎる絵え面づらに、ディオスの羞しゆう恥ち心しんはとっくに限界突破。

　神獣たちを助けるために動く、という考えすら浮うかばなかった。

　明かりのない深夜ということだけが、不幸中の幸いだった。ハッキリ見えていたら、たぶんもっと色々大変だっただろう。

　見事なまでのエラの四人斬ぎりを目まの当たりにしたディオスは、知らずベッドから遠ざかっていた。

　言っては悪いが、まさかマリンまで犠ぎ牲せいになってしまうとは。

　あの様子では、次は自分がやられてしまう可能性も否定できない。

　さすがにそれはヤバい。

　血の繫つながりもない男の大胸筋をムニムニさせるわけにはいかない。

　もしエラが大きくなってからそのことを知ってしまったら、最悪自殺しかねない。

　エラのためにも、その未来だけは是ぜが非ひでも回かい避ひしなければ。

　ゴクリと喉のどを鳴らし、エラをどう扱あつかおうか考え始めた直後。

「すぴー……すぴー……」

　可愛かわいらしい寝息が、ベッドの方から聞こえてきた。

　神獣たちを散々振ふり回した小さな悪あく魔まは、何事もなかったかのように眠りについたのだった。

「た、助かった……」

　ディオスが大きく安あん堵どの息を吐ついたのは、言うまでもない。




　翌朝目覚めると、やけに肌はだがツヤツヤした神獣たちがいた。

　皆、ディオスから恥はずかしげに視線を逸そらす。共鳴術テグヴエルトの時とは違う羞恥心が、遅おくれて皆にもやってきたのだろう。

　ただ、それでもいつも通りなのが──。

「ご主人様……。次の共鳴術テグヴエルトは、昨晩エラさんがやった行こう為いを是ぜ非ひご主人様にもやっていただきたく──」

「や、やらないからな!?」

「えー……。そんなこと言わずに」

　胸を寄せて迫せまってくるエメロードに、しばし本気で逃にげ惑まどうディオスなのだった。








二章　子供連れの挑戦者ヴアンデラーになっちゃいましたよ？









　次の日も、朝からエラの親捜しは続いていた。

　ディオスたちは片かたっ端ぱしから人々に聞き込みをしていく。

　地じ道みちな作業だが、この街を離れることができない以上、今できることはこれしかない。

　そして、聞き込みを始めてから数時間が経たち──。

　何一つ情報を得られないまま時間は過ぎてしまい、雰ふん囲い気きは自然と重くなっていた。

「なかなか見つからないね……」

　肩かたを落とす一行。

　エラが親を求めて泣き喚わめいたりしないことが、せめてもの救いだった。

「私、もう一度教会に寄ってみます。もしかしたら何か情報が入っているかもしれませんし……」

「ボクも紹介所ミダンに行って、それっぽい捜し人の依い頼らいがないか聞いてみるよ」

　紹介所ミダンとは、挑戦者ヴアンデラー専用の仕事斡あつ旋せん所だ。

　地域の人からの依頼を受け付け、時間がある挑戦者ヴアンデラーたちがそれを解決していく。言わば何でも屋みたいなものである。

　コーシカとファルルの二人を見送ってから、ディオスは小さく溜ため息いきを吐いた。

「落ち込んでても仕方ないな。俺たちも行こうか」

　ディオスが言った直後。

　突然、エラが身を捩よじり始めた。

「んー！　んー！」

「ど、どうした？」

　エラはさらに動き続け、ディオスから離れてしまう。

　そしてあっという間に、トコトコと目の前の店に入って行ってしまった。

「あ、エラ待てって」

　慌あわててその後を追いかけるディオスたち。

　さすがにすぐに追いついたが、再びディオスに抱っこされたエラの表情は非常に不満そうだった。

「エラ、いきなりどうしたんだ？」

「もしかして、退たい屈くつだったんじゃないのかな……」

　レイナの呟つぶやきにディオスはハッとする。

　エラの様子を全く見ることなく　朝から親捜しに集中していたことに今気付いたのだ。

　確かにエラにしてみれば、ただ連れ回されているだけの状態だ。

　彼女のためにやっていることだが、まだ理解してくれるような年ねん齢れいではない。

「それじゃあさー、ちょっとここらで遊んであげようよ」

「そうですね。エラさんと遊びつつご両親も捜さがす。両立は不可能ではないはずです」

「……それに……もう少し……仲良くなりたいし……」

「わかった。早さつ速そくだけどみんなにお願いするよ」

　と言った直後。

「──って、エラ!?」

　またしても、エラは身を捩らせてディオスの体から強ごう引いんに下りる。

　そして先ほどと同じように、トコトコと一人で歩きだした。

「あ、待ってって」

　後を追いかけながら、ようやくディオスは店の中を見回す。

　広い店内に、服や雑貨などバラエティに富んだ物が置かれている。

　色やデザインから察するにどれも女性向けのようだ。それを裏付けるかのように、店内には女性客しかいない。

　周囲の女性客たちから奇き異いの目で見られ、ディオスは途と端たんに居い心ごこ地ちが悪くなってしまった。

　男の神獣使いサマナーとして珍めずらしいものを見るような目で見られることは慣れてきたが、知らない女性ばかりの空間に自分一人という状じよう況きようはやはりヒヤヒヤする。

「ご主人様。ここは私たちにお任せください」

「そうそう。ずっとエラを抱っこしてて疲つかれたっしょ。ちょっと休きゆう憩けいしてきなよ」

「……お兄ちゃん……事前大会モナーフエスもある……。無理は良くない……」

　ディオスの緊きん張ちようを感じ取ったのか、神獣たちはディオスを無理やり店の外へと押し出す。

「いや、でも──」

「まぁ、いざとなったら私が神獣形態になってご機き嫌げん取るから。それとも、私たちのことが信用できないの？」

　確かに、エラはもう人間形態の神獣たちにも懐なついた様子だった。ディオスがいなくても問題はないだろう。

「わかった。ここはみんなに甘えることにするよ」

　肩を竦すくめながらも、ディオスの口の端はしは上がっていた。

　いつもディオスにベッタリな神獣たちが、気を利きかせてあえて離はなれようとしてくれている。ここは彼女たちに従っておくのが正解だろう。

　神獣たちはディオスの返事に満足したのか、軽く手を振って店内に戻もどっていった。

「……とはいえ、俺一人で遊ぶのもなぁ」

　ひとまず、散策しつつエラの両親の情報の聞き込みでもしようと決める。

「そういえば、一人で行動するのは随ずい分ぶんと久しぶりだな……」

　いつもより軽い体を感じながら、ディオスはベーチェルの街中を歩き出すのだった。




　一方、神獣たちはすぐエラに追いついていた。

　エラは子供用の玩具おもちやコーナーの前で止まっていたのだ。

　積み木や可愛らしい木き彫ぼりの猫ねこなど、手当たり次し第だいに触ふれて回っている。

「うふふ。エラさん、目が真しん剣けんですね」

「……私も……ちょっと……興味ある……」

「マリンが興味持ってどうするのよ」

　そんなやり取りをした直後。

「ピヨピヨ！」

　突とつ然ぜん大きな声を上げるエラ。

「ん、ルヴィのこと呼んだ？」

　だが、そうではないことをすぐに知る。

　エラは、可愛らしいヒヨコのぬいぐるみを手にしていたのだ。

「ピヨピヨ！　ピヨピヨ！」

　エラはぬいぐるみとルヴィを交こう互ごに見比べ、満面の笑えみを浮かべている。

「あー……。確かにルヴィに似てるカモ？」

　指で頰ほおを搔かきながら、照れくさそうに視線を斜ななめ上に逸そらすルヴィ。

　神獣なのでルヴィの神獣形態は普ふ通つうのヒヨコとは少しばかり違ちがうのだが、ベースはほぼ同じなのでくすぐったくなったらしい。

「ピヨピヨ！　ちゅき！」

「えっ──」

　その瞬しゆん間かん、ルヴィが固まる。

「かわいい。ピヨピヨ、かわいい。ちゅき」

　エラはルヴィを見つめながら、ぬいぐるみをギュッと抱だきしめる。

　ルヴィは俯うつむいてふるふると震ふるえ始めてしまった。

「……ルヴィ……？」

　マリンが話しかけた直後。

「そう、かぁ。ルヴィのこと好きかぁ。そんでかわいいかぁ……そうかぁ……。えへ、えへ、えへへへへへ……」

　にへらと笑うルヴィ。

「よーしエラ！　それルヴィが買ってあげる！　そんでそんで、ついでにルヴィがエラをもっと可愛かわいくしてあげるかんね！　やっぱ未来のギャルはスイートな感じにデコ盛りっしょ！　ってわけで、あっちの洋服コーナーに突とつ撃げきー！」

「とつげき！　とつげき！」

　すっかりテンションが上がってしまったルヴィは、エラを抱いて走って行ってしまった。

「あらあら。ルヴィさん、すっかりエラさんのことを気に入ったみたいですね」

「まあ、あんなにストレートに言われたらねえ……」

「……子供だから……たぶん……噓うそじゃないし……」

　残された神獣たちは、笑みを浮うかべながらルヴィたちの後を追いかけるのだった。




　ルヴィを除く神獣たちは固まっていた。
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　エラは、まるでどこかの国のお姫ひめ様の如ごとく、フリル盛り盛りの服を着せられていたのだ。

「ねえ、ルヴィ……。この格好は……？」

「えっとぉ……色々着せてみたんだけど、どれもイケすぎてて止まらなくなったっていうか？　最終的にそれに落ち着いちゃいましたー、的な？」

　要するに、エラの服を着せ替かえて楽しんでいたらしい。

　三人は揃そろって肩を竦める。

　さすがにこの格好は普段着には向いていないだろう。

「返してきなさい」

「……はぁい」

　レイナに言われ、すごすごと試着室に向かうルヴィ。

　そのルヴィに抱かかえられたエラが、ヒヨコのぬいぐるみをまだ大事そうに抱えていることに気付いた。

「本当にあれ、凄すごく気に入ったみたいだね」

　エラの幸せそうな顔を見て、三人は苦く笑しようするのだった。




　その後、ディオスと合流した神獣たちは公園に移動。

　気分転てん換かんも兼かねて、エラを遊ばせるためだ。

　広い敷しき地ち内では、元気に走り回る子供の声が響ひびいている。

　街中にあった大人用の休憩所とは違い、ここはおもいっきり遊ぶための公園らしい。

　公園の中には小さな湖まであり、手て漕こぎボートにも乗れるようになっている。

「エラ、どうする？　ボール遊びでもするか？」

「それなら私にお任せください。すぐに蔦つたでよく跳はねるボールをお作りいたしますから」

「エメロード、ボールなんて作れるのか……器用だな……」

「うふふ、もっと褒ほめてください。それで、エラさんはどうされます？」

「うーん……」

　エラはしばし目をキョロキョロと動かしていたが、ある地点でピタリと止まる。

「だ！」

　短い指で力いっぱいある方向を指差す。

　彼女の指の先には手漕ぎボートがあった。

「あれに乗りたいのか？」

　ディオスが聞くと、エラはこくこくと頷うなずく。

「でも、湖だしなぁ。危なくないか？」

「……お兄ちゃん……。私の存在……忘れてない……？」

　マリンが不満げにぼそっと呟つぶやく。

「あ……」

　確かに水に関することなら、マリンに任せておけば間違いないだろう。

「んじゃ、ここはマリぴっぴにお願いだね。ルヴィは水はちょい勘かん弁べんって感じだし」

「そうね。マリンが一いつ緒しよなら何かあっても安全だろうし」

「うふふ。それではいってらっしゃいませ」

　皆に見送られ、早速ディオスとマリンは手漕ぎボートに向かうのだった。




　不安定なボートに乗り込む三人。

　エラはディオスの前に座り、そして二人と向かい合うようにしてマリンが座る。

「ええと、これを前後に動かせばいいのかな？」

　ややおっかなびっくりオールを摑つかむディオス。

　山育ちなので、ボートに乗るのは初めてなのだ。

「……お兄ちゃん……ここは私に……任せて……」

　マリンは片手を湖に浸つけると、ボートはゆっくりと進み出した。

「おおっ!?」

　水中で水の力を放出しているのだろう。

　やがてボートは少しずつスピードを上げ、岸から離れていく。

　時おり船体がゆらゆらと揺ゆれるが、それが楽しいのかエラは「キャー！」と歓かん声せいを上げた。

「凄いなマリン。エラも喜んでる」

「……もうちょっと……スピードアップ……」

「えっ!?　俺はこれくらいでちょうど良いと思うんだけど──」

「……たとえ落ちても……助けるから……大だい丈じよう夫ぶ……」

「いや、そんな縁えん起ぎでもないことを──ってうををををををッ!?」

　ディオスの抗こう議ぎも虚むなしく、マリンは宣言通りさらにボートのスピードを上げる。

　若じやつ干かん顔が青くなっているディオスとは対照的に、エラはさらにキャッキャッと喜んでいた。

「ツルツル、ちゅごい！　じょうず！」

「…………。……もっと……言って……」

「じょうずー！」

「…………」

　マリンの頰が紅潮して、ピクピクと震えだす。

　ニヤニヤするのを抑おさえているのだろう。

　初めて見るマリンの反応に、ディオスは必死で笑いを堪こらえるのだった。




　湖でのスリルある遊覧を終えた後、皆みんなは木こ陰かげで一息ついていた。

　たっぷりはしゃいで疲つかれたのか、エラはうつらうつらとしている。

「これはどこかで昼ひる寝ねさせた方が良さそうだな……」

「どうする？　一いつ旦たん宿に行く？」

　カクンカクンと頭を揺らすエラを見ると、やはりベッドで寝かせてあげたくなる。

「そうだな。ちょっと宿に行こう」

　静かに立ち上がると、一行は公園を後にした。




　宿に入ったディオスたちは、早さつ速そくエラをベッドに移す。

　エラはすっかり深い眠ねむりに入ったらしく、ピクリとも動かない。スースーという深い寝息が、静かな部屋に響くのみだ。

　ディオスはエラが起きないことを確かく認にんすると、神しん獣じゆうたちに振ふり返る。

「ここはみんなにお願いしてもいいかな。俺、今の内に両親を捜さがしてくるよ」

　思い返せば、今日はあまり捜そう索さくしていない。コーシカとファルルに任せきりだ。ここらで動いておかないと悪い気がしたのだ。

「それは構わないけど……」

「ご主人様のご命令とあらば。私たちにお任せください」

「ありがとう。それじゃあ、ちょっと行ってくるよ。夕方までには戻もどってくる」

　そう言い残すとディオスは部屋から出て行く。

　普ふ通つう神獣使いサマナーは、神獣と離はなれて行動することはほとんどない。だがディオスと神獣たちにはその『普通』が当てはまらないほど、特別な絆きずなが築かれていることの証左であった。

　部屋に残った神獣たちは、ベッド脇わきにズラリと並んでエラを見守る。

　が──。

「……これ、エラが目覚めたら驚おどろいて泣いちゃうんじゃない？」

　改めてこの状じよう況きようがちょっと異様だと感じたレイナ。

　確かにエラは、目覚めたと同時に四人からの視線をマジマジと浴びることになる。

「んでも、様子がおかしくなってもこれなら見み逃のがすことはないじゃん？」

「……それに……やることないし……」

「それもそうだけど……」

「ふみゃっ──！」

「────!?」

　突然声を上げたエラは、そのままもそもそと起き上がってペタンと座った。

「お、起きちゃった」

「……でも……目はまだ……開いてない……」

「あ、ホントだ。寝ね惚ぼけてるのかな？」

「あらあら。ではここは私が」

　エメロードはそう言うと、エラの体をそっと抱き上げる。

　その瞬しゆん間かん、部屋の中いっぱいにふわりと優やさしい花の香かおりが広がった。

「あれ、この匂においは何？」

「うふふ。エラさんがリラックスできるよう、ちょっと花の香りを出してみました。匂いというのは五感の中で軽視されがちですが、生きるために重要な役割を持っていますからね。不快な臭においには体が拒きよ否ひしますし、未知の食べ物を前にした時は、まず匂いを嗅かぐでしょう？」

「なるなる。つまりエメ姉の体たい臭しゆうで癒いやし空間を作ったと」

「そこは草の神獣の能力と言ってください、ルヴィさん」

　笑え顔がおで言うエメロードの背から、ウネウネと蔦が生えてくる。

　ルヴィは知っていた。あれは卑ひ猥わいなことをする前の動きだ。

「ご、ごめんってばエメ姉。だからもう剝むくのは勘弁して!?」

　一瞬で部屋の隅すみまで後あと退ずさったルヴィに、レイナもマリンも苦笑するのだった。

　神獣たちのやり取りの間も、エラは嫌いやがることなくエメロードの腕うでの中にいた。

　エラはエメロードの胸に頭を押し付け、スリスリと何度も左右に振る。

　別に下心があるわけではなく、幼児が眠い時にする行動の一つだ。

「あらあら」

　エラは目を閉じながら尚なおも頭を動かしていたが、やがてピタリと動きが止まった。

「スー……スー……」

「あ、また寝たね」

　これまではディオスが側そばにいないと寝なかった。

　エラの行動の変化に、エメロードは彼女の小さな頭を優しく撫なでるのだった。

「匂いもそうだけど、エメ姉の胸が気持ち良くて、ママを思い出したとかだったり？」

「うふふ。そうだったら嬉うれしいですね」

「うーん。しかしこの絵え面づら、エメ姉のママみが強い」

　感心するルヴィに、皆もウンウンと頷いて同調する。

「ということは、私はご主人様の妻ということに……？　あっ……。ご主人様との（夜の）夫婦生活を考えたら興奮してきちゃいました……」

　またしてもエメロードの背から蔦が伸のびてくる。

「な、何を考えてんのよ!?」

「お。エラの『第一のママ』が怒おこった」

「誰だれが第一のママよ!?」

「……静かに……エラが……起きちゃう……」

「ぐっ──」

「うふふ。それでは、私はこのままエラさんと添そい寝することにいたします」

　エラを抱だいたままベッドに寝転んだエメロードの顔は、いつにも増して穏おだやかだった。




　宣言通り、ディオスは夕方には宿に戻ってきた。

　途と中ちゆうで合流したコーシカとファルルも一緒だった。

「パパ！」

　エラはディオスが戻ってくるなり、ドーンと体当たりのような抱ほう擁ようをした。

「わ、凄すごい元気だな」

「ディオっちおかえりー」

　にこやかにディオスを出で迎むかえる神獣たち。

「エラさん、昨日より神獣さんたちに懐なついているように見えます」

「そうだね。ちょっと羨うらやましいよ」

　コーシカとファルルに言われ、神獣たちは顔を見合わせてはにかむ。

「えへへ」

「まぁ、頑がん張ばったもんね」

「パパ！　まんま！　まんま！」

「お腹なか減ったんだな。時間もちょうど良いし、これから夕食にしよう」

「賛成です！　先ほどから私の頭にまんぷくちゃんのお腹の音が響ひびいておりますし！」

　食い気味で答えるコーシカに、皆はクスクスと笑うのだった。




　ディオスたちは近場の食堂に移動していた。

「今日は教会やその周辺での聞き込みを重点的に行ったのですが、エラさんのご両親に関する有力な情報は得られなかったです……」

「ボクの方も手て掛がかりなし。人捜しの依い頼らいは何件かあったみたいだけど、エラちゃんと関係していそうなのは一件もなかったよ……」

　食事を摂とりながら、今日の捜索の成果を報告するコーシカとファルル。

　二人の報告を聞いたディオスは、静かに肩かたを落とした。

「そうか……。俺の方も通りで聞き込みを続けたけどサッパリだ」

　鹿しか肉にくのソテーをフォークに刺さすディオスの顔は暗い。

「はい、エラ。あーん」

　その横のレイナは、優しい笑え顔がおでエラに食事を与あたえていた。

「あー」

　エラはレイナの言葉に従い大きく口を開ける。そして幸せそうに咀そ嚼しやくするのだった。

「よし。上手に食べられたね」

「……こうして見ると、レイナさんは本当にエラさんのお母さんみたいですね」

「なっ、何を言ってんのよコーシカ!?」

　とはいえ、こうやって自分の手からご飯を食べてくれるのは、レイナとしても嬉しいのだが。

　人間形態の状態でもかなり慣れてくれたことは、神獣たちにとって喜ばしいことであった。

　エラはしばらく食べると満足したのか、椅い子すに座ったまま船をこぎ始めてしまった。

「あら……。食べながら寝ちゃった」

「寝る子は育つって言うらしいけど、よく寝るよねー」

「……ほっぺた……ぷにぷに……可愛かわいい……」

　マリンがエラの頰ほおをツンツンすると、他の神獣たちも真ま似ねしてつつき始めた。

「ほんと、ぷにぷにでもちもちだよねー」

「ピヨピヨ……ツルツル……にょろにょろ……ママ……ちゅき……」

　それは寝言か、それともうわごとか。

　どちらにせよ、嬉しいことに変わりはない。エラを囲む神獣たちは、互たがいに顔を見合わせて笑う。

　それを見ていたディオスも、釣つられて笑顔になるのだった。







　闘とう技ぎ場の入り口前で、ディオスたちは困こん惑わくしていた。

「やああああっ！　いやああああっ！」

　エラがディオスの脚あしにしがみつき、イヤイヤと頭を振っていたのだ。

「エラさん。ディオスさんはこれから試合があるのです。離れるのは少しの間だけですから」

「いやああああああ！」

　コーシカが優しく諭さとすように話しかけるが、エラの返答は変わらない。

　同じようなやり取りを、既すでに何回も繰くり返していた。それでも穏やかな口調を崩くずさないコーシカに、疲つかれ始めていた皆みんなは密ひそかに感心するのだった。

　この状態になってから、既に数十分は経過している。

　闘技場の外にいる挑戦者ヴアンデラーはもうほとんどいない。そろそろディオスたちも中に入った方が良いだろう。

「ほら、エラちゃん。こっちにおいで」

　痺しびれを切らしたファルルが、強ごう引いんにエラを抱だっこしようとした次の瞬間。

「びやああああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　まるでこの世の終わりを目にしたかのような、エラの絶ぜつ叫きよう。

　あまりの声量に、道行く人たちがこぞってディオスたちを凝ぎよう視しする。

　ディオスたちはエラを落ち着かせるため、一いつ旦たん闘技場から離れるのだった。




　あれからエラの両親を見つけることはできず、ついに事前大会モナーフエス本番になってしまっていた。

　このままだと事前大会モナーフエスに出られない。

　ディオスたちは闘技場に行く前に教会に寄り、エラを預かって貰もらおうとした。

　が、エラは先ほどと同じように大泣きし、ディオスから絶対に離はなれようとしなかったのだ。

　途と方ほうに暮れたディオスたちは「また後で来ます」と教会の人に言ってから、仕方なく闘技場まで一いつ緒しよに移動。

　ファルルと一緒に観客席に行こう、というところだったのだが──。

　結局、事態は好転せず今に至る。

「やはりエラさん、ディオスさんから離れてくれませんね……」

　エラはこれでもかというほど、ディオスの服をギュッと握にぎっていた。

　何が何でも、ディオスや神しん獣じゆうたちから離れたくないという意思を感じる。

「ちょっと仲良くなりすぎちゃったかなぁ……」

　レイナがポツリと呟つぶやく。

　良かれと思ってエラと交流してきたが、こんな形で弊へい害がいが出てしまうとは。

「ねえ、エラちゃん。ディー君たちが大好きなのはわかるけど、これからディー君たちは事前大会モナーフエスで戦わなくちゃいけないんだ。ボクと一緒に応おう援えんしよ？」

　ファルルが優やさしくエラに話しかける。

「うん、頼たのむよエラ。少しの間だけだからさ」

　だが、ディオスがファルルにエラを渡わたそうとすると──。

「いやああああああ！　パパあああああ！　ママああああ！　いやああああああ！」

　やはり大泣きしてしまう。

　泣きすぎて横おう隔かく膜まくを刺し激げきしてしまったのか、しゃっくりが出ている。それでも、エラは頑かたくなにディオスから離れようとしない。

「どうしよう……。このままじゃ試合が……」

「ご主人様。時間的にそろそろ移動した方がよろしいかと──」

「遅ち刻こくで不戦敗とか、ばりっちょダサいことになるのは避さけたいしネー……」

　神獣たちがそう言っても、ディオスの胸に顔を埋うずめ続けるエラ。

　しばらく彼女を見つめていたディオスは、彼女を抱いたまま肩を竦すくめた。

「仕方ない……。エラと一緒に事前大会モナーフエスに出よう……」

「えっ!?」

「何言ってんのディー君!?」

「ほ、本気ですか!?」

　ディオスは神しん妙みようにこくりと頷うなずく。

「エラは、誰かに置いていかれる恐きよう怖ふを強く感じているんじゃないかな……。両親が未いまだに見つからないのに、こんな小さな子にこれ以上つらい思いをさせてしまうのも……。それに、俺は神獣使いサマナーだ。今日は前に一いつ切さい出なかったら大だい丈じよう夫ぶ──というふうに考えたんだけど、やっぱりマズいかな……」

　しばしの沈ちん黙もくの後──。

「……ううん……お兄ちゃん……それで……いいと思う……」

「そうですね。ご主人様に指一本触ふれさせないよう、私たちが圧勝すれば良いだけの話です」

「そういうことならルヴィたちにおっまかせ！　でもでも、前の時みたいにいきなり前に出てこないでね、ディオっち」

　自信満々で言い切る神獣たちに、コーシカもファルルもそれ以上口を挟はさめない。

　他ほかの解決策を提示できない以上、仕方なく認めざるをえなかったのだ。

「わかった。俺はエラを守ることに専念するから、みんな頼む」

「というか、神獣使いサマナーなのに自らも戦っていた今までが異常なだけなんだよね……」

　レイナの言葉に、ディオスは思わず苦く笑しようしてしまう。

　これまで拳けん闘とう士しとして過ごしてきた経験を利用してやろう──とやってきたが、よくよく考えると別にそれは拘こだわらなくても良いことでもあった。

　ただやはり、幼い頃ころからそれ一筋でやってきたというプライドがあったわけで──。

　まぁ、さすがに今回は事情が事情だ。おとなしくしておこう。

「ファルル、何かごめんな……」

「ううん。ボクが特別嫌きらわれているんじゃなくて、それ以上にディー君が好きなんだってことは理解してるからさ。ボクはまた一人で応援するよ」

　仕方ないよと、ファルルは小さく息を吐つく。

　言いたいことをすぐに理解してくれる幼おさな馴な染じみに、ディオスは心から感謝するのだった。

「ご主人様、時間も迫せまっております。そろそろ参りましょう」

「ああ」

　エメロードに促うながされ、ディオスたちは闘技場の中へと入って行く。

　エラも状じよう況きようを理解したのだろうか。先ほどとは打って変わって、すっかりおとなしくなっていたのだった。




　受付の人に事情を説明すると、最初こそ難しい顔をされたが、今回は特例だと無事に許可を貰うことができた。

　ただし何かあった場合、大会は責任を一切負わないとキツく言われてしまったが。

　神獣使いサマナー以外の職業では間ま違ちがいなく断られていただろうから、今だけは男の神獣使いサマナーになったことに感謝したのだった。

　エラは控ひかえ室しつでもおとなしくしていた。

　他の選手たちから好こう奇きの視線を浴び続けていたが、全く意に介かいさない様子だった。案外、肝きもが据すわっているのかもしれない。

　そしていよいよ、ディオスの名が呼ばれ──。




　ディオスたちが闘技場の舞ぶ台たいに現れた瞬しゆん間かん、会場は驚おどろきと困惑の入り交じった声で埋め尽つくされた。

　幼女を背負った男が現れたら、当然こういう反応になるだろう。

　エラはエメロード特製の抱っこ紐ひもで、ディオスの背中に固定されている。

「男の神獣使いサマナーという、今回の事前大会モナーフエスの中ではトップクラスの珍めずらしさのディオス選手ですが、さらに何と子供連れであります！　どこまで規格外なんでしょうかこの人は!?　というか、この若さで既に子持ちだったことに驚きです！」

　進行役の男性に声高らかに言われ、ディオスは思わず苦笑いをしてしまった。

　まあ確かに、赤の他人の子供をこんな場所に連れて来るなんて、普ふ通つうは思わないだろう。

　ここに至るまでの精神的疲つかれからか、子持ち情報を訂てい正せいする気力はディオスには残っていなかった。

　それにしても毎回目立ちたくないと思っているのだが、どうにもその願いは叶かなえて貰えないらしい。

　しかし、今は気にしている場合ではない。

　今回、自分はエラの身に危険が及およばないよう、細心の注意を払はらわないといけないのだ。

「さあ、舞台の反対側からサーグラー選手の入場です！　魔ま法ほう使つかいの彼女は、一体どんな魔法で神獣使いサマナーと対戦するのでしょうか！　注目です！」

　ディオスは舞台に現れた対戦相手を見み据すえる。
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　腰こしまである髪かみを三つ編みにした若い女性は、キッと睨にらむようにディオスたちを見つめている。

「よりによって魔法使いか……」

　思わず小さく呟く。

　絶対に魔法の余波を受けないようにしなければ。

「そんなに緊きん張ちようした顔をしなくても大丈夫ですよ、ご主人様」

「そうそう。ルヴィたちがちゃちゃっと終わらせるから」

「……お兄ちゃんとエラには……絶対に怪け我がをさせない……」

「ディオス。今回は舞台からちゃんと離れていなさいよ」

　神獣たちに次々と言われたディオスは、無言のまま頷く。

　そうだ。彼女たちは召しよう喚かんした時から元々強い。レイナも、初めの頃とは比べようがないほど自信に満ち溢あふれている。

　今さら自分が心配するまでもないのだ、ということにディオスは気付いた。

　それまでおとなしくディオスに背負われていたエラが、何かを感じ取ったのかモゾモゾと動いた。

「大丈夫だ、エラ。すぐ終わるからな」

　肩越ごしにディオスがエラに声をかけた、その時。

「それでは、始め！」

　審しん判ぱんが試合開始を告げた。

　そして神獣たちは、一いつ斉せいに対戦相手の方へ飛び出していくのだった。




　範はん囲い魔法の使える魔法使いということもあり、ある程度の苦戦は覚かく悟ごしていたディオスであったが──。

　蓋ふたを開けてみれば、圧勝。

　エメロードの蔦つた攻こう撃げき（卑ひ猥わいな動き付き）だけですっかり魔法使いは怯ひるんでしまい、アッサリと勝負は決してしまったのだ。

　しかも運が良いのか悪いのか、事前大会モナーフエス特有の『地形効果』が発動したばかりであった。

　完全にランダムなタイミングで、闘とう技ぎ場の舞台上で発動するそれ。

　ディオスたちが当たったのは、トルバ・マディナ以来である。

　そして風の街とあって、当然の如ごとく地形効果も風。

　立っていることもままならない強力な風が、闘技場に吹ふき下ろす。それは魔法使いの長いローブを、見事に捲まくり上げるほどであった。

「な、何よこれええええッ!?　信じらんなああああいッ！」

　乙女おとめの秘境を見せぬよう、必死でローブを押さえる魔法使い。しかし、前だけ押さえているので後ろは白い布が丸見えだった。

　そしてレイナとマリンもその風の影えい響きようを受け、短いスカートの裾すそを恥はずかしそうに押さえていた。エメロードも押さえていたが、どこか楽しそうだ。

　当然、ディオスはその光景をエラに見せないようにしていた。

　エメロードの蔦といい、教育に良いとは言えない。

　ほどなくして風は止やんだが、観客の声がいつも以上に大きく聞こえたのは、間違いなく気のせいではなかった。

「馬ば鹿かぁッ！　変態ぃッ！　最低ー！」

　あらん限りの声で罵ば倒とうしながら、舞台袖そでに引いていく魔法使い。

　しかし、エメロードにはむしろご褒ほう美びだった模様。

「いやあ、驚くほど呆あつ気けなかったですね。良いものも見せてもらいましたし、次の試合も頑がん張ばれそうです。あ、思い出したら涎よだれが……」

　とニコニコするエメロードを見て、彼女は敵に回してはいけないなと改めて神しん獣じゆうたちは思うのであった。




　その後も神獣たちの活かつ躍やくで、試合に勝ち進んだディオスたち。

　そしてコーシカとアガート組も、確実に勝ち星を得ていた。

　このまま全すべてが順調に終わるかと思っていた矢先──。

『彼ら』は現れた。




「ハーハッハッハッハー！　闘技場のある所、必ず俺たちは現れる！　たとえ魚の小骨が喉のどに刺ささった時でも、クローゼットに足の小指を強きよう烈れつにぶつけた時でも、太陽が西から昇のぼった時でさえも！　というわけで、久しいな諸君！」

「────!?」

　突とつ如じよ、闘技場に響ひびき渡わたる陽気な男の声。

　観客たちは該がい当とう人物を探そうと、キョロキョロと周囲を見み渡わたしている。

　だがその声に聞き覚えのあったディオスたちの顔は、瞬時に強こわ張ばるのだった。

　声の出所はすぐにわかった。

　闘技場の壁へき上じように、いつの間にかズラリと並んだ人の影かげ。

　彼らの黒い衣い装しようが、風を受けて大きくはためいている。

　どの顔も見覚えがあるものばかりだった。

「メルアにレアンロア……。それにウェスベルまで──！」

　ディオスは思わずギリ、と奥歯を嚙かむ。

　名を呼ばれた彼らの反応は一いつ切さいない。小さく鼻を鳴らすことすらしなかった。

　反応したのはただ一人。

　相手をすると面めん倒どうなので、あえて名を呼ばなかったあの男だ。

「いやいやいや、まさかお前らがベビーシッターになっているなんて、こちらとしても完全に予想外！　家族の幸せを壊こわすのは俺の趣しゆ味みではないが、これも仕方のないこと。だって俺たち、テロ組織だもん！　そして我らがテロ組織は、相手がすっかり油断しきっているところを突つく！　それが鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバのやり方よぉ（※毎度同じではございません）！」

　確かにクラートルの言う通り、今回はエラのことで手て一いつ杯ぱいで、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバのことまで全く頭が回っていなかった。認めるのは非常に癪しやくではあるのだが。

「いやぁ、近ちか頃ごろの若い者は古いしきたりを木こっ端ぱ微み塵じんにしてくれますねえ！　事前大会モナーフエスに子連れで参加するとか、これは後のちに戯ぎ曲きよくとして語り継つがれていくレベル！　なるほど、これがイクメンってやつだな！　ちなみに俺をイクメンにしてくれる可愛かわいい彼女兼けん未来のお嫁よめさん、超ちよう超超超～～～大募ぼ集しゆう中ちゆう！　だよ！！！！」

　テロ組織らしからぬクラートルのテンションに、ただ困こん惑わくする観客たち。

　ディオスにも彼らの気持ちが痛いほどわかった。もう何だか、いたたまれない。

「ふん」

　相変わらず口うるさいクラートルの横で、ウェスベルが観客席の上空に向けて手をかざす。

　その瞬間、ボンッと空で何かが爆ばく発はつ。

　爆風が闘技場全体を襲おそった。

「な、これは──！」

「風の魔法を使ったみたいですね！」

　腕うでで顔を庇かばいながら、コーシカとアガートが合流。

　騒さわぎを聞きつけ、控え室から飛び出てきたのだ。

　常に風が吹き抜ぬける街、ベーチェル。

　その風と合わさったせいか、ウェスベルの魔法は、以前より威い力りよくを増しているように見えた。

　この魔法の一撃で、途と端たんにパニックになる観客たち。我先にと出口へと殺さつ到とうする。

「ああっ、まるで人が蟻ありのように大移動を!?　俺がまだ喋しやべってる途と中ちゆうだったのに!?　うぉい、せっかちな男は嫌きらわれるぞウェスベル君！　というか、あんたが役者時代にメロメロにさせた女の子たちを俺にも少し分けてくれてもいいんでない!?」

「あんたの前では、色物好きな女たちも裸足はだしで逃にげ出すだろうよ」

　迷めい惑わくそうに眉まゆを寄せるウェスベル。

「んん……？　俺の個性に付いてこれるってだけの条件、かなり緩ゆるいと思うんだが？」

　クラートルが首を捻ひねった直後。

　アガートが無言で放った闇やみの刃やいばが、四人に向かって真っ直すぐに飛んだ。

「おわっとぉッ!?」

　瞬時に体を仰のけ反らせ、あるいは横に跳とび、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは闇の刃を躱かわす。

　しかしアガートの放った刃はブーメランのように弧こを描えがき、再び四人に襲いかかろうとしていた。

「レアンロア」

　メルアが呼ぶと、控ひかえていた月の神獣が大たい剣けんを振ふり下ろす。

　剣から放たれた黄色い光が、闇の刃を粉ふん砕さいした。

「だめでしたか……」

　小さく呟つぶやくアガート。たが、牽けん制せいの役割は十分果たしたようだ。

「おいこら！　いきなり何をするんだロリ巨きよ乳にゆう神獣！　こっちが雑談している最さ中なかに攻撃を仕し掛かけてくるなんて、マナー違い反はんもいいところじゃん!?　そこはもっと『ご配はい慮りよください』の精神を発揮するところだろうが！」

「だから私のまんぷくちゃんをそんなえっちぃ名めい称しようで呼ばないでください！　それに、私たちはあなたたちのコントを観みに来たわけではありません！」

　クラートルをビシリと指さし、コーシカがいきり立つ。

「コントに関してはこっちも巻き込まれているだけだ……。セットにしないでほしい」

「あ……それは……ええと、すみません……」

　肩かたを竦すくめるメルアに、コーシカも彼女の心情を察したのだろう。ばつが悪そうに言葉を濁にごすのだった。

「ちょっとそこ、俺をダシに何わかり合っちゃってんの!?　そもそも俺の存在はコントではない！　いつだって青春ど真ん中なスポーツ野や郎ろう並みに大おお真ま面じ目めだっつーの！」

「しばらくあんたは黙だまっててくれ。話が進まん。それよりも、今回の俺たちの目的はその子供だ。渡せ」

「なっ──!?」

　ウェスベルの要求に、ディオスたちは絶句する。

「どうして、エラを……？」

「話す必要はない」

　再びレアンロアが大剣を振るう。

　衝しよう撃げき波が観客席を削けずりながら進む。それは闘技場の舞ぶ台たいにまで達した。

　益ます々ます悲鳴を上げる観客たち。だが、今は彼らに逃げてもらう方が都合が良い。

「もちろん、闘技場の破は壊かいも目的の一つだ」

　硬かたい声でメルアが告げる。

　理由はわからない。だが、エラの身が危険だ。

　瞬時に察した神獣たちは、ディオスとエラを囲むように陣じんを組む。

　すかさず、マリンが水の防ぼう御ぎよ膜まくを張った。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは、観客席の壁から次々に舞台へと飛び下りてくる。

　ディオスたちと向かい合うようにして並ぶ彼らからは、これまでとは違ちがう圧力を感じた。

「こっちとしても、その子供には極力乱暴なことはしたくない。おとなしく渡せ」

「そんな要求、吞のめるわけがないだろ」

「ふん。まぁこうなるか。ならば実力行使しかないな」

　魔ま法ほうを発動させる所作を取るウェスベル。

　神獣たちの緊きん張ちようがさらに高まる。

「よっしゃあ！　今日は俺も本気モード出させてもらいますかね。いや、今までが手て抜ぬきだったとかそういう意味ではなくてだね？　いつだって俺は全力全ぜん霊れい。でも今日の俺は朝の優ゆう雅がなコーヒータイムを経てきた、ちょっとだけ違いのわかっている男ってことですよ。つまり、格好好いい俺の姿を存分に目に焼き付けるなら今しかない！　シャッターチャンスを逃のがしたらダメダメ！」

　相変わらずテンションが高く、意味不明な言葉を羅ら列れつするクラートル。

　そんな彼の前に、巨きよ大だいな魔法陣が出現。

　魔法陣の中からは、漆しつ黒こくの三つ目の巨人が現れた。

　背から蝙こう蝠もりのような羽が生えた巨人は、離はなれていても鳥とり肌はだが立つほど禍まが々まがしい気配を放っている。

　間違いなく、最強クラスの魔物だろう。

　そしてメルアとレアンロアも、既すでに攻撃体勢になっていた。

「ここに来て全面戦争というわけですね」

「いいジャン。やってやろージャン？」

「…………倒たおす……」

　神獣たちも鋭するどい眼光を鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに飛ばす。

「メルア……。お前はまだテロ組織に居続けるのか……？」

　ディオスはメルアを見み据すえる。

　しかしメルアは動じない。

「兄さん……もうすぐ、全て終わるから。説明はその時にする。だから──」

　メルアは腰こしを低く落とし、そして──。

「その子供を私たちに渡して！」

　勢い良く、地を蹴けるのだった。




　メルアは迷いなくディオスに向かう。

　最初に仕掛けたのはルヴィだった。

「いっけええええええええ！」

　彼女の掌てのひらから放たれた炎ほのおは、一度上空に移動。

　そして炎は雨となってメルアに降りかかる。見たことのない攻撃だった。

　だが──。

　ザアアッ！

　いきなり突風が吹ふき、炎の雨を消し飛ばす。

　当然、タイミング良く吹いた自然の風ではない。

　今のはウェスベルの魔法だ。

「もうっ！　せっかくの新しい技わざだったのにー！」

　ルヴィは頰ほおを膨ふくらませる。

　メルアの進路を拓ひらいたウェスベルは、新たな魔法を発動させようとして──。

　大きく身を捻った後、横に跳んだ。

　ウェスベルが今いた場所を、黒い短たん剣けん状のエネルギー派が通過する。

　アガートが放った闇の力だった。

「ディオスさん。ウェスベルの相手は私たちがします。なのでメルアさんたちをお願いします！」

　言うや否いなや、コーシカとアガートはウェスベルに向く。

「まんぷくちゃん、小刻みでお願いします！」

「わかりました！」

　闇の力で作った短剣を、次々とウェスベルに向けて飛ばすアガート。

　ウェスベルはそれらを風の魔法で迎げい撃げきしていくが──。

「ちっ──！」

　ウェスベルは忌いま々いましげに舌打ちを洩もらす。

　アガートの攻こう撃げきが常に一定の間かん隔かくで放たれるので、ウェスベルはそれを潰つぶすことに専念せざるをえないのだ。

　強力な風の魔法を扱あつかうウェスベル。

　以前コーシカはウェスベルと直接対たい峙じしたわけではないが、間接的に彼の魔法を受けていた。だから、彼に大きな魔法を撃うたせないよう仕掛けたのだ。

　アガートとウェスベルが対峙している間も、メルアは進み続けていた。

　ディオスとの距きよ離りを縮めた所で、ヒュッと小さく息を吐はき、跳ちよう躍やく。

　固く握にぎった拳こぶしを、降下と同時に地面に向けて振り下ろす。

　ゴガガガガッ！

　闘とう技ぎ場の床ゆかが抉えぐれ、瓦が礫れきと砂すな埃ぼこりが高く舞まい上がる。

「これは──！」

　ディオスたちの視界は、一いつ瞬しゆんにして茶色に染められてしまった。

　その砂埃の中から、突とつ如じよ現れたのは異形の魔物。

「────っ!?」

　三ツ目の魔物は大きな腕をディオスへと伸のばす。

　ディオスは咄とつ嗟さに上半身を仰け反らせるが、鋭い爪つめがディオスの服を切り裂さいた。

「ご主人様に何てことをするのですか！」

　エメロードが蔦つたで魔物の腕うでを切断。

　大きな腕がゴトリと地面に落ちる光景はなかなかにホラーだ。ディオスは背中のエラに見せないよう、体の向きをすぐに変える。

「……まずは……視界確保……！」

　マリンが小さな手を上にかざす。

　水の塊かたまりが彼女の頭上で弾はじけ、散る。

　ディオスたちの周辺を覆おおっていた砂埃が、マリンの水に押し潰され、たちまちその姿を消した。

　視界が良好になった瞬間、音もなく現れたのはメルアとレアンロアの姿。

「────！」

　彼女たちはディオスを挟はさみ込むように、両側からそれぞれ接近していた。

　メルアの拳とレアンロアの剣が、ディオスに届く寸前──。

　見えない壁かべが、彼女たちの攻撃を遮さえぎった。

　マリンが張った水の防御膜だ。

　一瞬だけ止まった二人の脚あしに、エメロードの蔦が絡からみ付く。

　そのまま二人の体を持ち上げようとしたところで、大きな翼つばさが蔦を切断した。

「あらあら。さっきのお返しをされてしまいました」

　メルアたちを助けたのは、先ほどエメロードが腕を切断した魔物。

　腕を切断されたというのに、三ツ目の魔物の動きは全く鈍にぶっていない。

　その理由はすぐにわかった。

　切断された箇か所しよから、みるみるうちに腕が再生されていくのだ。

「うぇ!?　こういう再生って間近で見ると割とグロいし!?」

　魔物に向けて火球を放ちながら、ルヴィが悲鳴に近い声を上げる。

　火球は魔物の翼に穴を空けるが、その翼もすぐに再生を始めた。

「凄すごい速度で再生するなんて──。こんな魔物初めて見た」

　エラの側そばで能力を使う隙すきを窺うかがっていたレイナが、思わずポツリと声を洩らす。

「さっき言っただろうが！　俺も今回は本気でいくってな！　俺のグレートデーモンちゃんの身体能力、なかなか凄いだろう!?　しかも頭も良いからメルアちゃんたちの補助までできちゃう！　どこに嫁よめに出しても恥はずかしくない、俺の自じ慢まんの魔物ってわけよ！　あ、もしかしたら雄おすかもしれないけど」

　腕を組み、少しふんぞり返って自慢をするクラートル。

　その彼の髪かみの先を、背後から飛んできた闇やみの刃やいばがサクッと切った。

　アガートがウェスベルに向けて放った力が、たまたま流れてきたのだ。

「何てことッ!?　俺の大事なキューティクルが!?　おいこらロリ巨きよ乳にゆう神しん獣じゆう！　能力を使う時は場外に危険が及およばないように指差し確かく認にんしやがれ！」

「相変わらずめちゃくちゃ言ってくれますね……」

　若じやつ干かん疲つかれた顔をしながら、アガートは尚なおもウェスベルに向けて能力を放ち続ける。

　メルアたちも体勢を整え、またディオスに向けて攻撃を仕し掛かける。

　メルアの拳とレアンロアの剣けん。

　右から左から、鋭い攻撃が次々と繰くり出される。

　容よう赦しやのない、ディオスの狙ねらい撃ち。

　今のところ神獣たちが攻撃を防いでくれているが、このままではエラが奪うばわれてしまうのも時間の問題だ。

　一瞬でも油断したら、たちまち彼らの連れん携けいの餌え食じきになってしまうだろう。

　何より、ディオスはメルアを『倒す』ことができない。

　ディオスの目的は、彼女と共に故郷に帰ることなのだから。

　対するメルアたちの狙いはエラ。そのためにはディオスを傷付けることも厭いとわない気き魄はくを感じるし、実際そうなのだろう。

（どうすれば──）

　ディオスの額に汗あせが滲にじんだ、その時。

　レイナの体から、光の柱が上がった。

　同時に、ディオスの中に流れ込んでくる温かい力。

　左腕には光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアが出現していた。

「くっ──」

　悔くやしげに声を洩らしたのは、メルアかレアンロアか定さだかではない。二人は一いつ旦たんディオスから距離を取る。

　ディオスはこれまでに何度も助けられた爪をひと撫なでした後、レイナを見る。

　彼女は無言で小さく頷うなずいた。エラのために早く終わらせることを、レイナは心から願ったのだろう。

「エラ。ちょっとだけ揺ゆれるぞ」

「……あい」

　本当に理解しているのか定かではないが、エラは小さく返事をする。

　そして、ディオスは左腕を振ふり抜ぬいた。

　狙いはグレートデーモン。

　光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアから放たれた光は爪の形の軌き跡せきを残し、超ちよう速度でグレートデーモンの胸を直撃。

「グガッ!?」

　これまで無言だった魔物が、初めて声を発した。

　大きく抉られた胸は、驚きよう異い的な再生力で元通りになる──はずだった。

　しかし皆みんなの予想に反し、グレートデーモンは苦しげに呻うめきながら光の粒りゆう子しへと姿を変え、消しよう滅めつしてしまったのだ。

「なっ──!?」

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは目を見開く。

　アガートの能力をずっと撃ち落としていたウェスベルでさえも、視界の端はしでその光景を見たのか驚きよう愕がくしていた。

「マジか……。光の神獣との相あい性しようがサイアクだったってわけか？」

　クラートルが静かに呟つぶやく。

　戦力が一つ削そがれたことで、メルアとレアンロアの顔には明らかに戸と惑まどいの色が見て取れた。

　神獣の力を身に宿したディオスと相対する意味を、身をもって体験していたからだろう。

　一方ディオスたちの間には、『このままいける』という雰ふん囲い気きが流れ始めていた。

　神獣たちの力とディオスの力が合わされば、何も恐おそれることはない──。

　ディオスが再度腕を振るおうとした、その時だった。

「そこまでだ！」

　闘技場に響ひびき渡わたる女の声。

　ディオスたちは、反射的に声の方向に振り返っていた。

「あれは──！」

　新たに観客席に現れた人物は二人。

　そのどちらにも見覚えがあった。

　ビオレッタと、彼女の神獣シェイゾだったのだ。

　それ以上にディオスたちが動どう揺ようしたのは、シェイゾの腕の中でぐったりとしている、ファルルの姿だった。

「ファルル！」

「おっと動くなよ？　少しでも変な動きをすれば、この女の首からたちまち勢いよく血が噴ふき出すぜ。もちろん、毒というサービスも付けてな」

　不敵な笑えみを浮うかべるビオレッタ。

　その横では、シェイゾがファルルの喉のど元もとに、長いサソリの尾おの先せん端たんを突つき付けていた。

「くそっ──！」

　これでは動けない。

「何でビオレッタたちがこんな所に……。トルバ・マディナで捕つかまったはずじゃ？」

　思い出したくない記き憶おくを刺し激げきされたのか、レイナは思わず声を洩もらす。

「確かに彼らの実力をもってすれば、牢ろうから仲間を助け出すことくらい容易にできそうですが……」

　エメロードが苦々しげに言葉を吐き出す。

　その隣となりでマリンが何かの水の力を使おうとしているのに気付いたが、ディオスはつま先で彼女のかかとに僅わずかに触ふれ、止めさせる。

　ビオレッタの神獣シェイゾの属性は、毒。

　ジワジワと体を蝕むしばむその性質と人ひと質じちとの組み合わせは、ある意味最高に相性が良いとも言えるだろう。

　下手な奇き襲しゆうは悪あく手しゆになりかねない。

　ディオスの胸の内を読んだのか、ビオレッタの口角が僅かに上がった。

「賢けん明めいだな。お前もその爪つめを消せ」

　少し躊躇ためらってから、ディオスは光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアを消滅させる。

「ふん、素す直なおじゃねえか。聞き分けが良いと長生きするぜ？　私の望み通りにそのガキを渡せば、この女は解放すると約束してやるよ」

　その約束が守られる保証は全くない。

　彼女の非情な性格を知っているだけに、楽観視は危険だ。

「おーおー！　良いタイミングで現れたねビオレッタちゃん！　よっ！　世界一！」

　テンション高めのクラートルに、ビオレッタは露ろ骨こつに顔をしかめてみせた。

「馬ば鹿かにされてるようにしか聞こえん……。というか黙だまれ」

「えー、そんなこと言わないでよビオレッタちゃん。初うい陣じんでヘマをやらかして囚とらわれのお姫ひめ様状態になってた君を、格好好よく助けてあげたのは誰だれだったか覚えてる？　そう、この俺。オレ。ＯＲＥ！　才さい色しよく兼けん備び溢あふれるこの俺なわけよ！　つまり、ビオレッタちゃんのフラグは既すでにビンビンに俺に立っている。そうですよね？」

「助けてもらったことには感謝している。だがそのフラグとやらは、既にへし折ってドブに捨ててきた後だ」

「ん～～～冷たぁぁい。どうしてこう、うちの女性陣は常に氷魔法を纏まとっているかのように冷たいんですかねえ!?　もうちょっと温かみが欲ほしい！　俺の懐ふところも心も寒い！　春よ来い！」

　空に向けて両手を伸のばすクラートル。

「で、どうすんだ？　この戦士の女と、お前が背負っている子供を交こう換かんするってだけの話なんだが」

　クラートルは無視することにしたらしい。ビオレッタは腕うでを組み、ディオスたちを見み据すえる。

　ディオスは拳こぶしを強く握にぎることしかできなかった。

　エラか、ファルルか──。

　どちらかを諦あきらめるのか。

　そんなことは絶対にできない。

　だが、状じよう況きようは絶望的だ。

　ビオレッタだけでなく、メルアたちまでいるこの状況では──。

「──や！　いや！」

　突とつ然ぜん、エラが大きな声を上げた。

　ディオスの背中で激しく身を捩よじらせる。

「エラ、頼たのむ。今はおとなしくしてくれ」

　ディオスの制止の声も届かない。エラはさらにジタバタと暴れて──。

「いやああああああああああああああっ！」

　瞬しゆん間かん、ディオスたちの前に巨大な光の柱が出現した。

「なっ──!?」

　レイナの光とは違ちがう。

　眩まぶしいのに、目が離はなせない。

　天まで届きそうなほど、大きな光の柱。

　いや、それは厳密には柱ではなかった。

　白い体の神獣たちが、夥おびただしいほど折り重なった柱だったのだ。

「……何……これ……」

　掠かすれた声を洩らすマリン。

　血の巡めぐりがまるで感じられない、陶とう器きよりも白い神獣たち。

　白い神獣たちには意思があるようには見えず、まるで亡ぼう霊れいを無理やりくっつけたかのようである。

　次の瞬間。

　その光の柱が、いきなり弾はじけ飛んだ。

　白い神しん獣じゆうたちが光を纏まとい、次々に鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちに襲おそいかかったのだ。

「なっ──!?」

　そのスピードは、文字通り光速。

　優すぐれた動体視力を持つディオスですら、目で追うことができなかった。

「ぐっ──!?」

「かはっ──!?」

　光は鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちに接せつ触しよくした直後、小爆ばく発はつ。

　衝しよう撃げきで、たちまち彼らは吹ふっ飛ばされてしまう。

　それまでほぼ無傷だった鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちの体から、たちまち血が流れ出る。

　その中で、クラートルだけは無傷だった。

　あのスピードを見切り、彼は避よけていたのだ。

「これは──」

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバナンバー２の実力を持つ男は、真しん剣けんな面おも持もちでエラを見据える。

　エラはグスグスと洟はなを啜すすりながら、相変わらずディオスに背負われたままだ。

　その姿はどう見てもただの幼女だが、クラートルが彼女を見る眼まな差ざしは、強大な魔物を前にしたかのように歪ゆがんでいた。

「うっ──大だい丈じよう夫ぶレアンロア？」

　メルアは苦痛に顔を歪めながら起き上がる。

「多少痛いが問題ない。それよりも──」

　レアンロアが視線を送った先には、観客席で俯うつぶせに倒たおれているシェイゾの姿。

　その側そばではファルルも倒れている。

「くそっ、あのガキ──！　こっちにも容よう赦しやなく攻こう撃げきするとかふざけてんな！」

　口元の血を拭ぬぐいながらビオレッタが立ち上がる。

　彼女はシェイゾの姿を確認すると、小さく舌打ちをした。

「起きろシェイゾ」

　彼女のひと言で、倒れていたシェイゾの指先がピクリと動く。ほどなくして、シェイゾはヨロヨロとしながらもゆっくりと立ち上がった。

「……失礼しました。すぐに人質を──」

「いや、撤てつ収しゆうだ」

　声はビオレッタのものではない。

　彼女は目を見開いてある人物を見ていた。

「それは……どういう意味だ、クラートル」

　ようやく起き上がったウェスベルが、言葉に棘とげを含ふくませて問う。

「いやあ、今言った通り？　ちょっとこの状況は想定外だったというか、さすがに分ぶが悪いというか？」

「本気か？　ここまで来て──」

「全員死ぬぞ？」

　これまでの雰囲気とは一変。

　真剣な声で言うクラートルに、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは息を吞のむ。

「エルダードラゴン」

　クラートルが短く呼ぶと、彼の前に魔ま法ほう陣じんが出現。

　中から天に向かって飛び出してきたのは、これまでに何度か見た漆しつ黒こくのドラゴンだった。

「…………」

　メルアを始め、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは次々とドラゴンの背に飛び乗っていく。

　誰もが複雑な表情をしていたが、クラートルの撤収の意思に異を唱える者はいない。

「というわけで！　ちぃと態勢を立て直して出直してくらぁ！　そしてお前らにはクラートル先生から宿題を提出する！　次に会う時までに今の俺のカッコイイ勇姿を尾ビレ背ビレついでに胸ビレも付けて最低三人には話すように！　クラートル先生との約束だぞ！」

　ディオスたちにウインクを残してから、クラートルもドラゴンの背に飛び乗る。

　そして鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちを乗せた漆黒のドラゴンは、大きく羽ばたいてあっという間に空の彼方かなたへと消えゆくのだった。

　エラが謎なぞの力を発してから、一歩も動くことができなかった神獣たち。

　闘とう技ぎ場が静かになってから、ようやく肩かたから力が抜ぬけたらしい。ふうっと息を吐つく音が重なった。

　当のエラは、いつの間にか眠ねむりについていた。

「そうだ、ファルル！」

　ディオスは慌あわてて観客席に向かう。

　壁かべを飛び越こえてファルルに走り寄り、地面に投げ出された体を静かに起こす。

「ファルル、大丈夫か!?」

「──んっ……」

　反応が返ってきたことに心から安あん堵どする。

　幸いにも、大きな怪け我がは見られない。爆風で煽あおられた際にできたのであろう、打ち身があるくらいだ。

　神獣たちも遅おくれてやって来て、無事な様子に胸を撫なで下ろした。

「しかし、あの力は何だったのでしょうか……」

　コーシカの視線の先には、穏おだやかな寝ね息いきを立てるエラ。

　その寝顔は、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちを簡単に退けるほどの力を出した者には到とう底てい見えない。

「わからない……」

「そもそもどうして、あいつらはエラを狙ねらって……？」

　レイナがポツリと発した言葉は、風に溶とけて消えていく。

　エラがただの迷子の少女ではないということだけは、もう確定的だった。







　後日、事前大会モナーフエスは仕切り直して続きが行われた。

　厳げん戒かい体制で行われた事前大会モナーフエスであったが、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちが再びやって来ることはなかった。

　神獣たちの活かつ躍やくで、ディオスは難なく推すい薦せん状を獲かく得とく。

　これで、四枚の推薦状が揃そろったことになる。

　ニ・ホティアの花のフロル・フエ祭典ステイバルで変則的に手に入れた推薦状のおかげで、延期になっていたバハル・シエロの闘技場まで戻もどる必要はなくなった。

　ついにディオスは、スリアンヴォスに出場できるところまで来たのだ。




　数日間世話になった宿を出た一行。

「あーあ。バハル・シエロにもう一度行きたかったなあ」

　ファルルは心底残念そうに呟つぶやく。

「そうですね。私も皆みなさんの水着をまた見たかったです」

　はぅ、と溜ため息いきを吐くエメロード。以前の色々な体験を思い出したのか、他ほかの神獣たちは少しだけ苦く笑しようする。

「ここからバハル・シエロまではかなり離れていますからね。仕方がないです」

　コーシカも残念そうに肩を竦すくめた。

　そんな中、ディオスは四枚の推薦状を眺ながめていた。

　各領主の証印が押された紙──。

　これのために、今まで自分は頑がん張ばってきた。

「俺は、メルアの行方を知るためにスリアンヴォスを目指していた。でも、バハル・シエロであんな形で再会して──俺の目標は、そこで一度途と切ぎれたんだ」

　訥とつ々とつと言葉を発し始めたディオスに、皆は静かに注目する。

「それから俺、ずっと悩なやんでたんだ。もう、スリアンヴォスの優勝に拘こだわる理由はないんじゃないかなって。メルアが鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに居続ける理由も、もちろん気になる。でも、神獣使いサマナーになってまざまざと思い知らされたんだ。俺は、本当に神獣たちについて知らないってことに。人間の生活を、セントエスピリを支えている大切な存在なのにさ……」

「ご主人様……」

「俺には知りたいことができた。ガルフネーデ様と神獣たちの関係や、この世界のこと。全すべてをガルフネーデ様本人に訊きく。それが俺の『願い』だ」

「私が優勝した暁あかつきにも、同じ願いにしようと思っていました」

「コーシカ……」

「だから、ディオスさんたちと対戦するかもですね。その時は全力でいきますから」

「あ、あぅ……。ディオスさんたち相手だと非常にやりにくいですが、それでもコーシカが望むのなら……が、がんばります……」

「……望む……ところ……」

　アガートとマリンが静かに火花を散らす。

「しっかし、コーちゃんとこんなに長い間一いつ緒しよに行動することになるなんて、最初に会った時は思ってもなかったよネー」

　しみじみと呟くルヴィ。

　コーシカはたちまち顔を真っ赤にした。

「へ、変なことを思い出させないでください！」

「ん？　ディー君たちの出会いって変だったの？」

「そ、それについてはノーコメントで……」

「んーーーー？」

　怪あやしい、と半目でディオスを見上げてくるファルル。

　話題を変えようと、コーシカがわざとらしく咳せき払ばらいをする。

「ここまで時間がかかりましたが、私が教会から命じられたのは鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの調査です。不明なことだらけだったテロ組織ですが、ディオスさんたちと共に行動できたおかげで色々とわかりました。ですが、教会に報告をしに戻っている時間などありません。このまま彼らの活動を完全に止めてから戻ります」

　事あるごとに鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの者たちは言っていた。

「神を殺す」と──。

　スリアンヴォスで優勝した者のみが接見を許される神、ガルフネーデ。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの行動がさらに激化するであろうことは、想像に難かたくない。

　皆の表情も自然と引き締しまる。

「行きましょう。スリアンヴォスの舞ぶ台たいがある国『レグリオム』へ」

　コーシカの言葉に、全員が頷うなずいたのだった。








三章　まさかの神様登場ですよ？









　丸三日、船に揺ゆられて着いた先はレグリオム国。

　世界の中心に位置する国で、陸から海から、様々な国の人々が集まる場所だ。

　そして、スリアンヴォスが開かい催さいされる地として名を馳はせる国でもある。

　港にはディオスたちの乗ってきた定期船だけでなく、商船や貨物船など様々な船が出入りしていた。

　港の光景だけでもディオスたちは驚おどろいたのだが、さらに驚きよう愕がくしたのはレグリオムの街に入ってからだった。

　これまで事前大会モナーフエスで訪おとずれた街も広かったが、レグリオムの広さは桁けた違ちがいだったのだ。

　当然、人の多さもこれまでの比ではなかった。仮にはぐれてしまったら、再び会えるまでかなり時間がかかってしまうだろう。

　いつもなら観光モードになっている神しん獣じゆうたちは、今は神獣形態のまま沈しずんだ顔をしている。

　迫せまるスリアンヴォスに緊きん張ちようしていたから──ではない。

　船ふな酔よいをしてしまったのである。

　三日間の船旅の間も、マリンを除く神獣たちとファルルは常にグロッキーであった。

　そして船を下りてからもぐったりとしていたのだ。

「うぇぇぇぇ……。ぎぼぢわるい……」

「揺れてる……まだ地面が揺れてる……」

「うふふ……景色がずっとふわふわしてますね……。これはこれで興奮した時と似ているような…………いえ、やっぱり違いますね……うっ……」

　ディオスの体に乗ったまま、青い顔で呟く神獣たち。

「頼たのむから、俺の上で吐はかないでくれよ……」

　エラを抱だいたままディオスが懇こん願がんする。

「ううっ……。ディー君も船に乗ったのは初めてなんだよね？　何で平気なの……？」

「いや、俺もよくわかんないんだけど。拳けん闘とう士しの修しゆ業ぎようでバランス感覚も鍛きたえられたからかな？」

「何にせよ羨うらやましい……」

　力なく言ったきり、ファルルは静かになる。

　ディオスは小さく苦笑してから、腕うでに抱いたエラに視線を移す。

　エラは、マリンの触しよく手しゆでキャッキャッと遊んでいた。

　マリンは触手を猫ねこじゃらしのように揺らしたり、エラの手をかい潜くぐって脇わきをくすぐったりして相手をしている。

　表情筋がないのでずっとつぶらな瞳ひとみのままだが、心なしか彼女も楽しそうだ。

「マリンの子こ守もりスキルが、この数日間で随ずい分ぶんと上じよう昇しようしたよなー」

　他の神獣たちがずっとこの調子だったので、必然的にマリンがエラの相手をしていたのだ。

　ニヤニヤしながらディオスが言うと、マリンはエラの相手をしながらポツリと。

「……うん……。これでお兄ちゃんとの子供ができても……大だい丈じよう夫ぶ……任せて……」

　ぶふぉっ！

　隣となりで水を飲んでいたコーシカが勢いよく噴ふき出した。

「ディオスさん……」

　そしてジト目でプレッシャーを与あたえてくる。

「いや、今のはマリン流の冗じよう談だんだから！」

「……私は……本気なのに……」

「だからそういう誤解されるようなことを言うなって!?」

　コーシカの目がさらに細くなる。

「と、とにかく！　めちゃくちゃ広い所だよな。端はしから端まで真っ直すぐ歩くだけで一日潰つぶれてしまうんじゃないか？」

　微び妙みような雰ふん囲い気きを壊こわすため、ディオスは強ごう引いんに話題を転てん換かん。

　マリンもそれ以上は口を挟はさまなかった。

「確かに、これまで訪れたどの街よりも広いですね。まんぷくちゃんが満足する食べ物もたくさんありそうで楽しみです」

「……にゅ」

「ご飯もいいけど、まずは宿の手配からだな」

　目を輝かがやかせるコーシカとアガートを諫いさめてから、ディオスは歩き出すのだった。




　あれから、何とか宿を取ることに成功。

　大きすぎる街にはそこかしこに宿があり、規模も金額も実にバラエティに富んでいた。

　しばらく、ふらふらと彷徨さまよい続けて──。

　何軒けんか回る内に、比ひ較かく的てき良心的な値段で広さもそこそこある所を見つけ、ディオスたちのレグリオムでの拠きよ点てんが決まったのだった。

　その後、スリアンヴォスの出場手続きを済ませ、街をうろつきながら数日が経過。

　そしていよいよ、スリアンヴォスの開催が目前に迫った日の夜──。




　宿の共用浴場を利用した後。

　部屋に戻もどるなり、ディオスは石像のように硬こう直ちよくしていた。

　原因は、目の前に広がる光景。

　湯上がりで赤かった顔が、さらに濃こさを増す。

　数秒の硬直を経て──。

「…………何で？」

　かろうじて出た一声は、喉のどがひっくり返ったような変な声だった。

「何でって。いよいよスリアンヴォスですよ、ご主人様？」

「い、いや、それは、よくわかっている……けど……」

「……共鳴術テグヴエルトで……もっと……強くならなきゃ……」

「うん、そうだよな……でも……」

「ディオっち……。ルヴィも超ちよう頑がん張ばってるんだから、目ソラさないで……？」

「いや、無理だよ！」

　いよいよディオスは叫さけんでしまった。

　神獣たちは、一糸纏まとわぬ姿の人間形態でベッドに座っていたのだ。

　いつもなら断固拒きよ否ひするであろうレイナでさえも、手と尻尾しつぽで恥はずかしそうに隠かくしつつも、皆みんなと同じように柔やわ肌はだを晒さらしている状態だ。

「確かに、スリアンヴォスのために共鳴術テグヴエルトをするのはわかる……。わかるけど、いきなり裸はだかになる必要はないんじゃ……」

「……スリアンヴォスのための……スペシャルな共鳴術テグヴエルトを……する……」

「ようするにクライマックスが近いし、特別編、的な？」

　なるほど、すぺしゃるで特別。だから皆いきなり裸なのか──。

　とはいえ、そこはもう少し情じよう緒ちよみたいなものが欲ほしいかもしれない……とは口が裂さけても言えなかった。

　そこでディオスはハッとする。

「ていうか、エラはどうしたんだ？」

　風ふ呂ろに行く前は、神獣たちとテンション高めに遊んでいたはず。

「……寝ねたから……隔かく離りしてる……」

　マリンの指す方を見ると、部屋の隅すみの方に水の結界が張られている。

　その中で、エラは気持ちよさそうにスヤスヤと寝ていた。

　さすがに夜も遅おそいし、限界だったらしい。

「ん、こんな物あったっけ……？」

　よく見ると、エラはハンモックのような物に乗っていた。

「それはエメ姉特製、蔦つたのハンモックだよ。出来がパないよね。気持ちよさそうだし」

「うふふ。よろしければ今度お作りいたします」

「……私の水の結界があるから……エラには何も聞こえないはず……」

「ついでに良く眠ねむれるように、快かい眠みんできるハーブの香かおりで満たしております。ご主人様が憂うれうことは起きないはずです」

「…………」

　ディオスは思わず黙だまり込んでしまった。

　共鳴術テグヴエルトをするための準備がいつもより抜ぬかりない。

　神獣たちのヤル気が今までの比ではないことを、ひしひしと感じる。

「さあご主人様。私、もう待ちきれません。共鳴術テグヴエルトを始めましょう……！」

　エメロードの蔦に絡からまれたら、抵抗など無意味だ。

　蔦に搦め捕られたディオスは、ぽすんっとベッドの上に落とされてしまった。

　もう、逃げられない。

　ディオスは覚かく悟ごを決めた。

　──はずなのだが、やはり神獣たちの姿を堂々と見る勇気までは湧わいてこないわけで。

「……お兄ちゃん……そろそろ慣れて……」

　マリンがギュッと腕に抱きついてくる。

　腕にダイレクトに伝わってくる、薄うすい胸の感かん触しよく。

　ディオスはひうっ、と口の中で小さな悲鳴を上げた。

　確かに、共鳴術テグヴエルトはもう結構な回数をこなしてきた。一いつ緒しよに風呂に入ったことも一度や二度では済まない。

　それでも、こればかりは慣れることはできないでいたのだ。

「そうですよ。私たちの体は、ご主人様のものですから」

「んでもまぁ、エロ親父おやじみたいに触さわられまくるのもどうかと思うし、ディオっちはこれでいいんじゃないかな……。その、ルヴィはディオっちの恥ずかしそうにしてる顔、嫌きらいじゃないよ……？」

　頰ほおを染め、上うわ目め遣づかいで見つめてくるルヴィ。いつもより可愛かわいく見えるのは、たぶん気のせいではない。

「あ、あの、ディオス──」

　それまで無言だったレイナも、意を決したようにジリジリとディオスに近寄ってくる。

「レイナ？」

「えっと……その……。弱い私と今までずっと一緒にいてくれて、あ、ありがとう……。どこまで役に立てるかわからないけど、わ、私も精せい一いつ杯ぱい頑張るから……」

「────!?」

「だ、だから、もう少し、強くして……？」

　全身を真っ赤に染めたレイナは、今までに見たことがないほどしおらしく、素す直なおだった。

　直球で共鳴術テグヴエルトをねだる彼女の姿には、さすがにディオスの心も大きく動いてしまった。

　それまで早はや鐘がねを打っていた心臓が、さらに加速する。

「あっ、レイナさん……その態度は反則です……。私まで興奮してきちゃいました……」

「……私も……今のは……キュンとした……」

「なるほど……。今のがツンデレの『デレ』の部分かぁ……。コレは破は壊かい力りよく大きいわ」

「なっ、何言ってんのよみんな!?」

「ではご主人様。今日はレイナさんからやっちゃってください」

　エメロードはそこでディオスの手を取り、強ごう引いんにレイナの胸を摑つかませる。

「なっ──!?」

　柔やわらかい胸から、半ば強制的にディオスの中に流れてくる、レイナの力。

　レイナはというと、恥ずかしそうにギュッと目を瞑つぶりながらも、その手を退ける素そ振ぶりはない。

「えっと……じゃあ、始めるから……」

「う、うん……」

　ディオスは小さく喉を鳴らしてから、ゆっくりと手を動かし始めるのだった。







　レグリオムから少し離はなれた地にて。

　凪ないでいるのに、湿し気けた空気が全身に纏まとわり付いてくる夜。

　断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきの上で、メルアは空を見上げていた。

　彼女の視線の先には、今にも降ってきそうな一面の星空が広がっている。

　ここに来てから何度も見てきた夜空。今さらどうにも思わないはずなのに、なぜか今日は感傷的になってしまう。

　しかしその原因も、メルアにはわかっていた。

（いよいよ、スリアンヴォスが始まる──）

　ふと、人の気配を察知して振ふり返る。

　そこには神秘的な雰囲気を纏った少女──ニエーナが佇たたずんでいた。

「頭領……」

　メルアが小さく呟つぶやくと、かの少女は静かに瞼まぶたを閉じた。

　十年前から変わらぬ姿を維い持じしている少女を前にすると、メルアは無意識の内に緊きん張ちようしてしまう。

　ただ無言のまま、ニエーナの言葉を待つ。

　風が吹ふく。

　ニエーナの黒くろ髪かみが夜空に靡なびいてしばらくした後、彼女は瞼を開いた。

　濁にごりを帯びた目が、確実にメルアを射い貫ぬく。

「メルア。お主は選ばれなかったのじゃな？」

　いきなりの問いに、メルアは瞳どう孔こうを開いてしまった。

　彼女のその些さ細さいな変化だけで、ニエーナはメルアの答えが是ぜだと確信してしまったらしい。フッと小さく笑えみを浮うかべた。

「……やはりそうか」

　ひと言だけ呟くと、ニエーナは崖がけから飛び下りてアジトに戻る。

　メルアはしばしの間その場に突つっ立っていたが、やがて静かに両りよう膝ひざを突いた。

　心臓が倍の速度で脈打ち出し、急激に口の中が渇かわいていく。

　──ついに悟さとられてしまった。いや、いつからかわからないが、今よりも前に悟られていたのだ。

　この十年、ずっとディオスのためを思って動いてきた。

　なのに、その想おもいが届かないかもしれないなんて。

　──いや、まだ終わりではない。

「ガルフネーデを殺せば、兄さんは助かるんだ……」

　メルアは震ふるえる拳こぶしを強く握にぎる。

　再び星空を見上げた顔には、神に対する明確な殺意が滲にじみ出ていた。







　時刻は昼前。天気は快晴。

　スリアンヴォスの舞ぶ台たいとなる闘とう技ぎ場には、夥おびただしい人間が詰つめかけていた。

　世界中から集まった挑戦者ヴアンデラーたちの闘たたかいを観みるために、世界中から集まった観客たち。

　現在闘技場の舞台には、全すべての挑戦者ヴアンデラーたちが集められていた。

　ここにいるのは、四枚の推すい薦せん状を集めきった者たちだけ。

　誰だれ一人ひとりとして、佇まいに隙すきがある者はいない。

　全ては、己おのれの願望を叶かなえるために──。

　その中で四体の神しん獣じゆうを体に乗せたディオスの姿は、やはりとても浮いていた。

　だが、ここまで来ていちいち気にしていられない。

　ディオスはチラリと観客席に視線を送る。

　人の数が多すぎて、さすがにファルルの姿を見つけることはできなかった。

　ちなみにエラは今、ファルルと一緒に観客席にいる。

　ヴェーチェルから生活を共にしてきたので、さすがにエラも彼女に慣れてくれたらしい。

　今回はディオスから離れる時も涙なみだを見せなかったエラに、少しだけ寂さびしさを感じてしまったことは皆には内ない緒しよにしている。

　突とつ如じよ、盛せい大だいなファンファーレがレグリオムの空に鳴り響ひびいた。

　そして人々の大だい歓かん声せいに迎むかえられながら、観客席よりもさらに高い位置に設けられた特等席に、一人の初老の男性が現れた。

　彼こそがレグリオムを統治する王、その人であった。

　スリアンヴォスの開かい催さい地として、レグリオムを守ってきた一族。

　結けつ晶しよう具ぐである拡声器を手にした王は、数秒経たったのち静かに口を開いた。

「まずはこのスリアンヴォスの開催地に立った諸君らに、惜おしみない敬意と賛辞を贈おくらせていただこう」

　ざわついていた会場が一気に静かになる。

　ディオスも神獣たちも、緊張した面おも持もちで王を見つめていた。

「十年──。私のような年寄りには、あっという間に感じられる期間となってしまった。だが、今ここに集まっている者たちはそうでないだろう。この十年、決して短い時間ではなかったはずだ」

　メルアがいなくなった時のこと。

　拳けん闘とう士しの修しゆ業ぎようにずっと耐たえてきたこと。でも強くなれなかったこと。

　それでもスリアンヴォスのために村を出た時のこと。

　なぜか神獣使いサマナーの適正があって、神獣を召しよう喚かんできてしまったこと。

　そして、メルアと再会した時のこと──。

　王の言葉で、ディオスの頭の中にこれまでのことが次々と過よぎっていく。

「スリアンヴォスに出場する者たちよ、どうか知って欲しい。かつてガルフネーデ様が人間界に姿を現した時、この地は大干ばつであった。生き物が次々と死し滅めつしていくほどの地であったそうだ。そのような地に現れたガルフネーデ様を、たまたま目もく撃げきした人間の男がいた。その男はガルフネーデ様のただならぬ気配に、すぐに人間ではないことに気付いた。そしてこう懇こん願がんしたという。『どうか雨を降らせてくれ』と。ガルフネーデ様はすぐにその願いを叶えてくださった。だが、人々は次なる願いを叶えて貰もらおうと、ガルフネーデ様の許もとに殺さつ到とうした。当然、それらの願いを全て聞き入れるわけにはいかない。だからガルフネーデ様は人々に闘技場を造らせ、そこで優勝した者のみ願いを叶えるようにした。それがこのスリアンヴォスの始まりである」

　静かに語るレグリオム王。闘技場は静せい寂じやくが続いている。

　初めて聞くスリアンヴォスの成り立ちに、ディオスは他ほかの参加者たちよりも関心を寄せ、聞き入っていた。

「残念ながら、いつからスリアンヴォスが始まったのか、明確なことはわかっていない。このスリアンヴォスも何回目の開催か、正確な数字がわからないほどだ。しかし、それでも明確なことが一つだけある。優勝者は、ガルフネーデ様にどんな望みも叶えて頂けるということだ」

　そこで挑戦者ヴアンデラーたちから次々と歓かん声せいが上がる。

　皆みんな、そのために今日ここに集まっているのだ。

「年寄りの長話で待たせてしまったな。これ以上諸君らの闘志をお預けするのはよそう。スリアンヴォスの開催をここに宣言する！」

　王が声を張ると、闘技場からは地割れのような大歓声が上がった。

「凄すごい熱気ね……」

　肩かたに乗ったレイナが呟く。

　ディオスもこの雰ふん囲い気きに圧あつ倒とうされていた。

　王は護衛たちに囲まれながら姿を消す。そして間もなく、司会進行役と思われる青年が現れた。

「それでは、挑戦者ヴアンデラーの皆さんは一度控ひかえ室しつへお戻もどりください」

　言葉に従い、移動を始める挑戦者ヴアンデラーたち。

　その時だった。

　薄うす紫むらさき色いろの煙けむりが、いきなり闘技場を覆おおったのは。

　そして次々と倒たおれていく挑戦者ヴアンデラーや観客たち。

「なっ──!?」

　神獣たちは次々と人間形態へ。

　すかさずマリンは水の力を使い、小さな結界を展開。煙からディオスを守る。

　挑戦者ヴアンデラーの魔ま法ほう使つかいたちが、風の魔法で懸命に煙を吹き飛ばしていく。

　この煙には見覚えがあった。

　トルバ・マディナの時と同じ。

　つまり──。

「……やっぱり姿を現したか」

　観客席の後ろ、高い壁かべ。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちが立っていた。

　まるでディオスを囲むかのように、それぞれが離れた場所にいる。

　ニエーナの姿もその中にあることが、ベーチェルの時とは違ちがう点だ。

　彼女の隣となりには白い馬がいる。おそらくエクスの神獣形態だろう。

　ビオレッタの横に佇むシェイゾの周辺には、一段と濃こい煙が漂ただよっている。

　やはりこの煙は、彼女の毒が元げん凶きようなのだろう。

「さてさて。ちと地味めな登場になっちゃいましたが、この後どうしますかい、頭領？」

「そうじゃな……。ここらで一度、次の世界を担になう力を披ひ露ろうしておかねばなるまい」

「なるほどなるほどなるほどなー。確かに生活水準まるっきり入れ替かわっちゃう感じですもんねえ。『いつも通り』が大好きな人間が多いこの世の中、反はん撥ぱつを最小限にするためにも周知はとても大事。で、どんな感じでいきます？」

「おもいっきり派手に、じゃ」

「アイアイサー！　さぁて皆の者！　全力全開のお許しが出ましたぞ！　今こそ己の力をＭＡＸ解放！　ついでに主要人物以外は排はい除じよしちゃおう！　展開的にラクだから！」

　クラートルが嬉き々きとして吼ほえると、彼の前に魔ま法ほう陣じんが現れた。

　その中から、次々と魔物が飛び出してくる。

「なっ──!?」

「魔物を召喚しただと!?」

　ありえない光景に、驚きよう愕がくする挑戦者ヴアンデラーたち。

「今日の俺は出血大サービス！　どんどん出すよ！　いやあ、本当は俺も片かた腕うでを十本くらい生やして無む双そうしたいところなんですけど。それって魔物使いっていうか、もう魔物そのものじゃん？　仮にそんな俺の姿を見せちゃったら、世界中の俺ファンたちがもう大絶ぜつ叫きようで阿あ鼻び叫きよう喚かんすること待ったなし！　てわけでここは魔物使いらしくいくぜ！」

「……ふん」

　気合い十分なクラートルとは対照的に、ウェスベルは面めん倒どう臭くさそうに息を吐ついてから、天に向けて腕をかざす。

　たちまち闘技場の上を厚い雲が覆い、強力な風が吹き荒あれた。

「くっ──!?」

「何て威い力りよくだ！　こんな魔法が存在するのか!?」

　絶叫する挑戦者ヴアンデラーたち。

　それでもウェスベルに向けて、果か敢かんに魔法を放つ者がいた。

　しかし、まるで届かない。

　さらにメルアもクラートルと同様、魔法陣を展開。

　同じように、大量の魔物が飛び出した。

　魔物たちは、手当たり次し第だいに挑戦者ヴアンデラーたちを襲おそっていく。

「な、何だよこいつら……」

　魔物を召喚する力。

　ディオスたちは以前から何度か見てきたが、他の者たちはそうではない。

　常識の範はん囲い外がいの出来事に加え、動きが制限される暴風。

　為なすすべもなく、倒れていく観客や挑戦者ヴアンデラーが続出した。

　それでも、魔物相手に果敢に立ち回る挑戦者ヴアンデラーもいた。

　しかし──。

「ぐはっ!?」

　大量の魔物の隙すき間まから放たれた鋭するどい一撃に、あえなく沈しずむ。

　魔物に紛まぎれた今の攻こう撃げきは、シェイゾのもの。

「いいぜシェイゾ。どんどん仕留めていけ」

　ビオレッタが笑いながらシェイゾに告げる。

　シェイゾは持ち前の機き敏びんさと長い尾おを利用し、まるで暗殺者の如ごとく、立っている挑戦者ヴアンデラーたちを狙ねらっていく。

　さらに、メルアとレアンロアも魔物の中に紛れ、それぞれ攻撃を開始。

　拳闘士として十分な実力があるメルアと、月の力を利用したレアンロアの大たい剣けんは、まさに戦車チヤリオツトの如き勢いで挑戦者ヴアンデラーたちをなぎ倒していく。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの猛もう攻こうは続いた。

　ここにいる挑戦者ヴアンデラーたちは、スリアンヴォスに出場する権利を勝ち取って来た者たちだ。当然、彼らの力も並程度のものではない。

　それなのに鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちの前では、まるっきり歯が立たない。

　ディオスたちも懸命に戦う。

　だが目の前の魔物を処理するのに手て一いつ杯ぱいで、他の者を助けて回るほどの余よ裕ゆうはない。

　数分も経たぬ内に、闘とう技ぎ場内に立っている者は数えるほどにまで減っていた。

「ううっ……」

「くそっ──」

　それでも、ほとんどの者は意識まで手放していなかった。

　地を這はった状態で、悔くやしそうな、あるいは畏おそれを帯びた目で鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちを見み据すえていた。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは、挑戦者ヴアンデラーたちをあえてこのような状態で無力化していたのだ。

「ふむ、そろそろ頃ころ合あいか。ウェスベル、話をする。少し止めろ」

　ニエーナがウェスベルに言うと、彼は小さく鼻を鳴らしてから手を握にぎる。

　噓うそのように、あれだけ吹ふき荒れていた風が止やんだ。

　今度は何をしようとしているのか。

　皆はただ待つことしかできない。

　ニエーナは闘技場を一度見み渡わたしてから、大きく息を吸った。

「お主らが今目まの当たりにした力。神しん獣じゆうに勝まさるとも劣おとらぬ力。不可能を可能にする力。これこそが、我ら鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバが生み出した力である！」

　まるで演説するかのように、ニエーナは手を広げる。

「我らは神を殺し！　この新しい力、『大地の再生マー・レゲロ』を世界に広げる！」

　そして、力強く言い切った。

　全員が息を吞のんだ。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちのこれまでの活動を知らぬ者はいない。

　それでも尚なお、驚きよう嘆たんしたのだ。

　彼らの持つ、徹てつ底てい的に相手をねじ伏ふせる力を目の当たりにして。

「この世界をお創つくりになられた、そして神獣たちを作ったガルフネーデ様を消してしまえば、セント・エスピリはたちまち大混乱となってしまいます！」

　コーシカが叫さけぶ。それは、この場にいる誰だれもが思っていたことだ。

　既すでに人間たちの生活に深く根付いている、神獣の力。

　神獣のいない生活など、今の人間は考えたことがない。

　人間たちが今日まで文明を築いてこられたのも、神獣の力を利用した結けつ晶しよう具ぐがあったからに他ならない。

　ガルフネーデが消えることによって、当然神獣たちも消えてしまうだろう。

　神獣が消えることによって、人間たちは今の文明を維い持じできなくなってしまうのだ。

　それだけではない。

「神獣が消えると、彼女たちが生み出した精せい霊れいも消えてしまいます！　精霊が消えると、魔法使いの魔法が使えなくなるとか、その程度では済みません！　今の自然界を守っているのは精霊なのですよ！」

　コーシカの必死の訴うつたえに皆みんなも息を吞む。

「精霊がいなくなってしまうと、水が濁にごり、風は淀よどみ、大地が瘦やせこけることになるはずです！　大げさではなく、セント・エスピリは一度死を迎むかえることになるのです！　あなたたちは本当に正気ですか!?」

「正気じゃ」

「そんなこと──！」

「心配せずとも良い。妾わらわが生み出した力『大地の再生マー・レゲロ』は、すぐに世界に広まる。全すべての生き物がその力になる。神獣のように、特定の生き物を頼たよりにする必要がないからじゃ」

「なぜ、そこまで言い切れるのですか。あなたが生み出した新たな力の源は、一体何なのですか!?」

「死体、じゃ」

「…………え？」

　思ってもいなかった返答に、コーシカは目を見開いた。

　彼女だけでなく、全員が息を吞んだ。

　それは、神獣の存在とあまりにもかけ離はなれた単語であったから。

「生きとし生けるもの、皆同様に朽くちていく。その屍しかばねに残った生命の残ざん滓しを利用したもの──それが妾が作り出した、『大地の再生マー・レゲロ』じゃ」

「そんな──」

「命を冒ぼう瀆とくしとると言いたいのか？　勘かん違ちがいするでない。あくまで使うのは、生命活動を停止した体のみである。その死体をバラすこともしない。お主のように教会に属する者たちの考える倫りん理りから、著いちじるしく外れていることもないはずじゃ」

「確かに、そうかもしれません……。でも、それは──」

「では、お主に問おう。お主の体が寿じゆ命みようを迎え、その生を終える時──。その体に残っている力を、今生きている者に使えると言われたら。お主は断るか？　断固として拒きよ否ひするのか？」

「あ…………」

　コーシカはそこで、完全に言葉を失ってしまった。

『人々のために』という意識を強く持っているコーシカにとって、ニエーナの言ったことは確かにその通りであった。

　間違いなく、自分なら差し出すだろう。

　躊躇ためらいもなく。

　それが、人のためになるのなら。

「一日の間に、世界ではたくさんの命が生まれている。同時に死んでもいる。人間だけではない。魔物、動物、植物──全ての生命が日々入れ替かわっておるのじゃ。その終わった命を、我らが少し借りるだけ。神獣に頼らなくとも、この世界に生きている者全てが力になる。妾が生み出した『大地の再生マー・レゲロ』は、そういうものなのじゃ」

　言葉の端はしに慈じ愛あいさえ含ふくみながら、ニエーナは言った。

　もはや、誰も何も言えなかった。

　むしろ彼女の考えこそが、あるべき世界の姿なのではと思う者さえいた。

　それは、ディオスも例外ではなく──。

　かといって、これまで世界を支えてくれていた神獣たちの存在を否定したいわけでは決してない。

「『大地の再生マー・レゲロ』があれば、今までの常識も覆くつがえることが起こせる。妾はこの力をいち早く鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバの同どう胞ほうに与あたえ、そして実験した。その結果が、今お主らが見ているこの光景じゃ。申し分ないほど、実験は成功したと言って良いじゃろう」

「────っ!?」

　その言葉を聞いて、ディオスはメルアに振ふり返る。

　メルアは何も言わず、静かに目を逸そらした。

「……お前は、メルアの体を実験台にしたということか」

　ディオスはいつもより低い声でニエーナを睨にらむ。

　冷静に考えれば、そうだ。

　魔物を召しよう喚かんする力など、元々彼女にはなかった。

　瞬しゆん間かん、ディオスの背に炎ほのおの羽が生えた。

　激しく燃え盛さかる背の炎の次に、光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアも現れる。

「違ちがう、兄さん！　この力は私が望んで──」

　メルアの声は、最後までディオスに届かなかった。

　地を蹴けったディオスは、猛もうスピードでニエーナに向かって飛ぶ。

　光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアから淡あわい光が広がり、ディオスの左ひだり腕うでを包み込む。

　間を置かず、ディオスはその腕を振るった。

　爪つめの形に沿って飛ぶ光。

「『入れ物』の小こ僧ぞうが粋いきがるな」

　しかしニエーナは全く動どう揺ようする素そ振ぶりを見せない。

　彼女を守るべく、ディオスの前にエクスが立ち塞ふさがった。

　瞬きする間もなく、彼女は神獣形態から人間形態へ。

　そして。

　ぶわっ──。

　エクスの体から霧きり状じようの光が広がる。

　光縲アクテイニ虎爪・ヴオリアの光はその霧きりに当たった瞬間、音もなく消しよう滅めつしてしまった。

「な──!?　消えた!?」

「私は『聖』の神獣。全ての力を受け止めます。ガルフネーデ様を通しているとはいえ、所しよ詮せんはそれも神獣の力。私の前では無力です」

　一いつ切さい顔色を変えず、穏おだやかに言うエクス。

　ルヴィとマリンが、エクスに炎と水流を放つ。

　しかし彼女たちの力も、霧に吞まれた瞬間散っていった。

「さすがにそれは反則級じゃん!?」

　思わず声を上げるルヴィ。

　神獣の力が、彼女には通じないということだ。

「エクス、次の段階へ移る。隔かく離りせよ」

　ニエーナがエクスに命令すると、突とつ如じよ、闘技場内に激しい風が吹いた。

　ウェスベルの魔ま法ほうとはまた別のものだ。風には、仄ほのかな光が混ざっている。

　光を孕はらんだ風はまるで選別するかのように、まだ立っている者、倒たおれている者の体を等しく撫なでていき──。

「メタスターシス」

　エクスが不思議な単語を呟つぶやいた直後。

　闘技場を覆おおっていた風が一いつ斉せいに弾はじけ、さらなる風と光を生み出した。

「なっ──!?」

　ディオスたちは目を見張る。

　風に驚おどろいたから、ではない。

　ディオスたち以外の挑戦者ヴアンデラー、観客たちが、一斉に消えてしまったのだ。それこそ、手品のように。

　この場に残っているのはディオスと神獣たち、コーシカとアガート、そしてファルルとエラだけになってしまった。

「え、え？　何これ？　みんなは？」

　エラをギュッと抱だきしめたまま、ファルルがキョロキョロと周囲を見渡す。

「な……？　一体何を……？」

「安心してください。彼らの存在を消したわけではないですから。ただの転移魔法です。彼らにはレグリオムの外に移動してもらいました。同時に、邪じや魔まが入らないようこの闘とう技ぎ場にも結界を」

　平然と話すエクスに、ディオスは拳こぶしを強く握にぎる。

「あれだけの人数を一気に外に運んでしまうなんて……」

「……うん……普ふ通つうの神しん獣じゆう……じゃない……」

　エメロードとマリンが呆ぼう然ぜんと呟く。

　一見穏やかに見えるが、やはり彼女も鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバに従っている神獣だ。

　おそらくエクスも、ニエーナの力の恩おん恵けいを受けているのだろう。

「お前たち、今度は何を……？」

「神を殺す。新しい世界のために」

　躊躇なく答えるニエーナ。

　そして彼女は、懐ふところからある物を取り出した。

「あー！　アレ！　この間奪うばわれたやつジャン!?」

　くすんだ金色の盃さかずき。

『花のフロル・フエ祭典ステイバル』の優勝者に与えられるはずだった物だ。

「これは召喚装置じゃ」

「召喚装置……？」

「あなたは神獣使いサマナーなのでは……？」

　神獣使いサマナーにはそのような物は必要ないはずだ。

　コーシカが眉み間けんに皺しわを寄せながら聞く。

「左様。今から召喚するのは妾の神獣ではない。だからこれが必要なのじゃ」

　ニエーナはそこで息を継つぐ。

　緊きん張ちよう感かんを纏まといながら。

「……ガルフネーデを召喚する」

「なっ──!?」

「ガルフネーデ様を!?」

「そんなことが──」

「できる。既すでにこの神器は力が無くなっており使い物にならぬが、ほんの微かすかに力が残っておった。それこそ、蟻ありの気ほどのな。そのガルフネーデの力の残滓と、妾の生み出した新しい力を合わせて作ったのがこの召喚装置じゃ。ガルフネーデの力を使わなければならぬのが口くち惜おしいところであったが、全すべては奴やつを目の前に呼ぶため」

「なぜ、そんなことを……？」

「小僧。お主はどのような時にガルフネーデが姿を現すか知っておるか？」

　いきなり問われ、ディオスは咄とつ嗟さに考える。

「スリアンヴォスの優勝者が、願いを叶かなえて貰もらう時……？」

「正解じゃ。逆に言うと、その時しか姿を現さない」

　ディオスも神獣たちもハッとする。

　つまり、彼女は──。

「確実に、奴を殺すために召喚するのじゃ」

「…………」

「妾わらわがスリアンヴォスで優勝してその機会を作ればと思ったのじゃろう？　阿あ呆ほうめ、そんな手間のかかることはしたくないわ。何より、確実に神の奴を仕留めるにはその方法では無理じゃしの。神獣界側から接せつ触しよくも試みたが、奴は頑かたくなに繫つながる道を閉とざしていた」

「確かに……。ルヴィたちもガルフネーデ様の姿を見たことないかも……」

「存在は常に感じておりましたけれどね……」

　神獣たちの言葉に、ディオスは言葉を詰つまらせる。

「その姿を、お主らにも見せてやろう」

　ニエーナは盃を高く掲かかげた。

「ガルフネーデ！　妾の生み出した力で、今ここに引き摺ずり出してくれるわ！」

　瞬間、盃から激しい光が溢あふれだした。

　それは、おぞましい黒と清きよらかな白だった。

　二つの光は、溶とけ合いながら渦うずを巻く。

　そして闘技場を覆うほど大きく広がっていき──。

　唐とう突とつに、大きく弾けた。

　レイナの光よりも眩まぶしい光に、皆みんなは反射的に目を閉じる。

　全員の鼓こ膜まくを打つのは、ただ静せい寂じやくのみ──。

　数秒間、この世から音がなくなったのではと思うほど静かだった。

　ディオスはおそるおそる目を開く。

　そこには、一人の人間が立っていた。

　オレンジがかった短い金きん髪ぱつを二つに縛しばった、人間の女の子が。

「────!?」

　皆が思わず目を見張る。

　どう見ても五、六歳の女の子だった。

「これが……ガルフネーデ様……？」

　あまりにも予想外の姿に、ディオスたちは目を見開くことしかできない。

　金髪の女の子はゆっくりと首を回し、しばし周囲を見み渡わたしていたが──。

　ニエーナを見ると、動きが止まった。

「なるほど。あなたが私を無理やり喚よんだのね」

「今日ここで、お前の存在を亡なき者にしてくれる」

　殺意を隠かくすことなく話すニエーナ。

「よくわからないけど……。私の計画を狂くるわせた罪、その身をもって払はらってもらうわ」

　年相応の愛らしい声に威い圧あつ感かんを含ふくみながら、ガルフネーデは眉間に皺を寄せた。

　ニエーナとガルフネーデのやり取りを、ディオスたちは呆然と見ていた。

　まだ、信じられなかったのだ。

　こんな小さな女の子が、世界を、神獣たちを作った神だということが。

「本当に、ガルフネーデ様……なのか……？」

　ポツリと洩もらした言葉に反応したのは、本人ではなくニエーナだった。

「姿に惑まどわされるな小僧。あれは前に乗っ取った人間が、たまたま幼い女子であっただけじゃ」

　しかし、ディオスにとってそれは、眉間に皺を寄せる要因にしかならなかった。

「体を乗っ取った……？」

　ニエーナは頷うなずいてから続ける。

「ガルフネーデの奴は、人間の肉体を乗っ取りながら今日まで生きながらえてきたのじゃ」

「────!?」

　ディオスは息を吞のむ。

　神獣たちも初めて知ったらしく、全員呆然としている。

　この事を知られないために、ガルフネーデはあえて神獣たちの前にも姿を現さなかったのだろうか。

　ガルフネーデはスッと目を細め、ニエーナを見つめる。

「どうしてそれを？　あなた、もしかして普通の人間じゃないの？」

「…………」

　ニエーナは答えない。いや、答えられない、と言った方が正しい。

　彼女の顔は苦く悶もんに歪ゆがんでいた。

　苦しそうに胸を押さえるニエーナの体を、エクスがそっと支える。

　その瞬しゆん間かん、少しニエーナの表情が和やわらいだ。

「妾の中には……今までお前に体を乗っ取られてきた者たちの魂たましいが、多数生き続けておるのじゃ……」

「なっ───!?」

　さすがにこれには神獣たちも声を出してしまっていた。

「あ、そう……。だからか。あなたから少し、懐なつかしい感じがしたのは」

　納なつ得とくしたように呟くガルフネーデ。

　ニエーナの告白を聞いても、彼女の感情は平へい坦たんだった。

　その様子が、ディオスの目にはただ異質に映った。

　どう見ても子供の姿だ。

　なのに、子供どころか人間らしい感情が今のところ見られない。

「ぐっ──ガルフネーデを前にして、妾の中の者たちが暴れておる……。メルア……」

「何でしょうか、頭領」

「お主がどういう意図で黙だまっていたのかは……知らん。だが、もう神を前に黙っていても意味はない。小こ僧ぞうに……話せ……。その方が、活路が見み出いだせるやもしれぬ……」

　苦しそうにメルアに告げたニエーナは、エクスに支えられながら膝ひざを折った。

「……わかりました」

「どういう意味だ、メルア……？」

　メルアは瞼まぶたを閉じる。

　短い静寂の後──。

　一呼吸してから、再び彼女の瞼は静かに開いた。

「兄さんは、選ばれたの。ガルフネーデの、次の体に」

「────っ!?」

　その言葉を聞いた瞬間、ディオスの全身に悪お寒かんが走り抜ぬけた。

　どうして、自分に神獣使いサマナーの適正があったのか。

　どうして、神獣を四体も召しよう喚かんできてしまったのか。

　どうして、神獣たちの特とく殊しゆな力を引き出せていたのか。

　どうして、異様に打たれ強かったのか。

　そして、時々自分の中に入ってきていた『何か』は何だったのか。

　それらの疑問の全てが、今の言葉に集約されていた気がした。

　神の、ガルフネーデの力がそうさせていた──。

　とても簡単で、でも、説得力はあって。

　そして、あまりにも信じられない事実だった。

　ディオスはおそるおそる、ガルフネーデに振ふり返る。

　まるで彼女はディオスの心を読んだかのように、口の端はしを小さく上げた。

「そう。そっちの子とあなた、私はどちらも選べる状態だった。正直に言うと、双ふた子ごだったのは私も想定外だったのだけど。そして、私はあなたの方を選んだ。でもね、初めてだったの、男の体。だから時々感かん触しよくを確かめに行っていた。バレてた？」

　ガルフネーデは軽く笑う。

　それは、小さな悪戯いたずらを仕し掛かけた後の子供にしか見えなかった。

「神しん獣じゆうたちと直接触ふれ合うのは、とても楽しかった。私の可愛かわいい神獣たちは、色々な表情を見せてくれた。とても可愛かった。愛いとしかった。やっぱり私の神獣たちは素す晴ばらしい。私は、命を生み出す役割は女だと思っている。とても、美しいと思っている。だから神獣たちも全部雌めすにしたの。私と、一いつ緒しよ。そう考えると、今でもゾクゾクするの……」

　ガルフネーデは自分の体をかき抱いだく。

　この上もなく幸せそうな顔で。

　その姿を見た神獣たちは、ただ硬こう直ちよくしていた。

　自分たちを生み出した存在との初はつ邂かい逅こうがこれでは、無理もないだろう。

「いやあ……。世界や神獣を創つくった神様がコレとか。なかなかにぶっ飛んだ性格してるよなぁ」

「ふん。お前も似たようなもんだろ」

「ビオレッタちゃん、さすがにそれは酷ひどくない？」

　クラートルとビオレッタの会話も、今のガルフネーデには聞こえていないらしい。

　恍こう惚こつの表情を浮うかべながら、この場にいる神獣たち一頭一頭に視線を注いでいる。

「ガルフネーデ様……」

　レイナがポツリと呼ぶ。

　神獣たちが今どういう感情でいるのか、ディオスにはわからない。

　だが、困こん惑わくしていることだけは確かだ。

　ガルフネーデはファルルを見ると、そのまま視線を固定する。

　正確には、ファルルに抱だかれたエラを見つめていた。

「トリューニエラ」

　ガルフネーデが呟つぶやくと、エラの肩かたがビクリと跳はねた。

「エラちゃん……？」

　ファルルが呼びかけると、エラはファルルの腕うでをギュッと摑つかんだ。

　エラは明らかに怯おびえていた。

　その様子を見て、全員が瞬時に悟さとる。

　エラは、ガルフネーデと関かかわりがある子供であったのだ、と。

　さらにガルフネーデはエラに呼びかける。

「時は満ちた。融ゆう合ごうの準備を」

「────っ!?」

　その言葉を聞いた瞬間、メルアが息を吞む。

「……ルゥ」

　エラは今まで何度か口にしていた謎なぞの単語を呟くと、首を横に振った。

　しばし幼い二人は見つめ合う。

　やがてガルフネーデは「ふむ」と顎あごに手を置いた。

「エラちゃん……。もしかして『ルゥ』って、ガルフネーデ様のことだったの……？」

　ファルルが問うと、エラは無言のまま頷いた。

　皆が驚きよう愕がくに息を吞んだ、その時だった。

「死ね！」

　メルアが咆ほう哮こうし、ガルフネーデに向けて地を蹴けったのは。

「メルア！」

「おいおい、メルアちゃん!?」

「──っ！　馬ば鹿か者ものが！　あやつめ、ガルフネーデの言葉を聞いて頭に血が昇のぼりおった！」

　レアンロアが叫さけび、クラートルが驚おどろき、ニエーナが吐はき捨てる。

　彼らにしてみても、メルアの行動は意図せぬものであったのだ。

　ガルフネーデは、小さな手をメルアに向ける。

　酷く、冷れい淡たんな目だった。

　害をなす者を容よう赦しやなく排はい除じよする目。

　──殺される。

　瞬またたきにも満たない、ほんの僅わずかな一瞬。

　ガルフネーデの目を見ただけで、メルアは察してしまった。

　完全に、自分は『いらない方の入れ物』としか見られていない。

　胸が痛くなった。

　自分の方を選んで欲しかった。それなのに。

　ガルフネーデとの距きよ離りは縮まっていく。

　死を覚かく悟ごしても尚なお、メルアは止まらなかった。

　拳こぶしを強く握にぎり、ありったけの力をガルフネーデに向けて放とうとして──。

「メルア！」

「────！」

　まるで、そうすることが当然のように。

　メルアを庇かばうように前に現れたのは、ディオスだった。

　──どうして。

　思いは声にならない。

　──どうして、兄さん。

　涙なみだがメルアの頰ほおを伝う。

　ガルフネーデの手から放たれた光が、辺り一面を覆おおう。

　それは、全すべてを浄じよう化かするかの如ごとき、白。

　景色も音も、何もかもがその白に包まれる。

　不意にメルアの頭の中に浮かぶのは、稽けい古こが嫌いやで逃にげ出したディオスを追って、森の中に入った幼き日。

　メルアが『攫さらわれた』あの日のことだった。








四章　目指すはハッピーエンドですよ？









　　　　※　※　※




　あの日、ディオスを捜さがすメルアの前に現れたのは、今と同じ姿のニエーナだった。

　村では見たことがない少女だったので、他ほかの街から来たのだろう。迷ってしまってこんな場所にいるのだとメルアは思った。

　幼いながらもしっかりした性格だったメルアは、自分より年上の彼女に躊ちゆう躇ちよなく話しかけた。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですか？　村の方向はあっちですよ」

　しかし、少女は何も話さない。

「────？」

　聞こえなかったのだろうか。

　再度口を開きかけた時、少女は笑った。

「妾わらわは……ずっとお主を捜しておった」

「え──？」

　いきなりすぎて脳の処理が追いつかなかった。

　私？　どうして私を？

　見たこともない。完全に知らない人なのに。人ひと違ちがい？

　いや、もしかして父さんの知り合いなのだろうか？

　一瞬にしてメルアの頭の中に様々な考えが浮かぶ。

　しかしそれらの疑問を口にする前に、少女が静かに腕を前に翳かざす。

　メルアの意識は、そこで一いつ旦たん途と切ぎれた。




　意識が覚かく醒せいした時、メルアが最初に感じたのは体の冷えだった。

　目を開けると、着ていたはずの服がきれいさっぱりなくなっていた。

「えっ────!?」

　驚きのあまり声を出す。だが、体が思うように動かない。

　誰だれかにしっかりと横抱きにされていたのだ。

「目覚めてしまいましたか。少し辛しん抱ぼうしてくださいね」

　顔を上げると、白い衣服の女性が優やさしく微笑ほほえんでいた。

　彼女がニエーナの神獣エクスだということをメルアが知るのは、もう少し後になってからだ。

　その白い衣服の女性の背には、メルアが森で出会った黒くろ髪かみの少女がいた。

　自分のことを「捜していた」と言った、神秘的なあの少女。

　しかし、黒髪の少女は何かを考え込んでいるのか、メルアの方を見る気配がない。

　少女のことも気になるが、それ以上に気になることがあった。

「ふ、服は!?　な、何で裸はだか!?」

「全てあの場に置いてきました。この先、あなたを捜す者を極力減らしたかったもので。酷こくとはわかっておりましたが、ああすることで村の人たちも諦あきらめがつくでしょう」

　何を言っているのかわからなかった。それでも、彼女の言うことは普ふ通つうではない、受け入れたらまずいものだということはわかった。

「と、とにかく下ろして！　下ろしてよ！」

「ダメです。死んでしまいますよ？」

「え──？」

　ここで初めて、メルアは周りに目を向ける。

　目に映る景色は、どこまでも続く一面の星空。そして、地面がない。

　空を飛んでいたのだ。

　遥か下方にポツポツと見える民家の明かりは、随ずい分ぶんと小さい。

　暗くて下がはっきりと見えないことは、不幸中の幸いだった。仮に今が昼間だったら、その高さに悲鳴を上げていただろう。

「あ────」

　理解し難がたい状じよう況きように、メルアは言葉を失う。

　白い女性はメルアがおとなしくなったことに満足したのか、そのまま静かに飛ひ翔しようを続けた。

　風を切る音が、やけに耳に残る。

　どうしてこんな状況になっているのか。

　攫われてしまった。でも、すぐに殺されてしまうわけではないらしい。

　何のために？　お金？　売られてしまう？　それとも、もっと酷ひどいこと？

　何が何だかわからない。

　わからないが、もう村には戻もどれないのだなと、メルアはぼんやりと思っていた。




　メルアが連れて来られたのはとある崖がけ。

　その中を部屋のようにくり貫ぬいた一室だった。

　黒髪の少女は細い背もたれの椅い子すに座ると、ようやくメルアを見み据すえた。

「お主がここに来る日を、ずっと待っておったぞ」

　少女の歓かん迎げいの言葉に、メルアは何と返事をしていいかわからない。

　メルアが困こん惑わくしていると、少女は小さく微笑んでから胸に手を当てた。

「妾の名はニエーナじゃ。お主の名を問うても？」

　ここで沈ちん黙もくしても利はない。

　瞬しゆん時じにそう判断したメルアは、躊躇ためらいながらも静かに口を開く。

「…………メルア・ソマ」

「ふむ。ではメルア。早さつ速そくじゃが、お主に大切な話がある」

　拒きよ否ひすることは許されない雰ふん囲い気きだった。

　メルアはエクスに抱だきかかえられたまま、ニエーナの目を見つめる。

「お主は神……ガルフネーデの『次の器うつわ』に選ばれたのじゃ」

「え…………？」

　ガルフネーデの名前は当然知っていた。セント・エスピリに暮らす者なら、全員が知っている名前だ。

　この世界を創つくった神──。

　その神の名が、なぜここで出てくるのか。

　いや、そもそも『次の器』とは？

　呆ほうけることしかできないメルアに構わず、ニエーナは真しん剣けんな顔で言葉を重ねていく。

「いきなりこのようなことを言われても、信じられない気持ちはわかる。だが、妾の言葉は真実であると理解せよ。お主にもわかるように言うと、ガルフネーデは人間の体を乗っ取り、転生を繰くり返しているということじゃ。そして次の神の体に、メルア、お主が選ばれた」

「な………………」

　それらは、あまりにも現実味のない言葉の羅ら列れつだった。

　──選ばれた？　ガルフネーデ様の次の体に？　私が？

　自分が子供だから、からかわれているのだろうか。

　しかしその考えは、ニエーナの真剣な目を見て霧む散さんした。

　この人は噓うそを言っていない。

　だが、そこで湧わき上がるのは新たな疑問。

「でも、どうしてそれが私だと……？」

　ニエーナは何かに躊躇ったのか、視線が少し下に向く。しかしすぐに顔を上げた。

「ガルフネーデの転生には時間がかかる。だから予あらかじめ、魂たましいの半分を人間の胎たい児じに移しておくのじゃ。妾はそのガルフネーデの微かすかな気配を頼たよりに、次の体の候補となった人間を捜しておった。そしてついに、お主を見つけたのじゃ」

「どうやって？」

「……実は妾の中には、ガルフネーデに体を乗っ取られてきた者たちの魂が巣くっておる。彼女たちの激しい憎ぞう悪おが、ガルフネーデの魂に反応するのじゃ。だから妾は次の体に選ばれたのがお主ということがわかった」

　少し寂さみしげに呟つぶやくニエーナ。

　メルアは知らず自分の胸に手を当てていた。

　ガルフネーデの魂の半分が、自分の中にある──。

　何も感じない。でも、彼女が言うのならおそらくあるのだろう。

「それで……私はこれからどうなるの？」

「妾と共に暮らす。ガルフネーデを殺すために」

「──っ!?　神様を殺すの!?」

「ああ、そうじゃ」

「何で!?　わ、私も殺されるの!?」

「それは違う。妾たちが狙ねらうのは、あくまでガルフネーデだけじゃ」

「…………？」

　どういう意味だろう。いや、どうするのだろう。

　ひとまず、自分はすぐに殺されるわけではないことは理解した。

　それでも、『神を殺す』という言葉の強きよう烈れつさと恐きよう怖ふは残っていたけれど。

「おそらく、奴やつが転生をするのは次のスリアンヴォスの時。妾はその時までに、神を殺すための準備を整える。神がいなくなっても、妾が長い年月をかけて生み出した新たな力が世界を支える。何も恐おそれることはない」

　ニエーナはそう言うと、手首を下から上に軽く振ふる。

　瞬間、ニエーナの前に光り輝かがやく魔ま法ほう陣じんが出現した。

　間まを置かず魔法陣から出てきたのは、頭が二つある狼おおかみの魔物だった。

「魔物を……召しよう喚かんした……？」

　幼いメルアでも知っていた。

　召喚とは、神獣使いサマナーが神しん獣じゆうをこちらの世界に呼び出すためのものだと。

　だから、魔物を召喚するなどありえないことなのだと。

　だが、そのありえないことが目の前で起きてしまった。

　未知なる力に目を見開くメルア。

「これは『新たな力』のほんの一部じゃ。どうじゃ、凄すごいであろう？」

　得意げに胸を反らすニエーナ。

　だがいつまで経たってもメルアが無反応なので、やがてニエーナは小さく嘆たん息そくした。

「お主は平気か？　このまま神に体を乗っ取られ、今までの記き憶おくが上書きされ、ただの入れ物となることが」

　ニエーナに言われ、初めて全身がぞわりとなった。

　それは、自分が自分でなくなってしまうということ。

　よくわからないけれど、とても怖こわいと思ってしまった。

　そして、メルアは聡そう明めいだった。

　だから察知したのだ。

　ニエーナは、メルアが双子だということに気付いていない。

　仮に気付いていたら、ディオスも同時に連れてきていたはずだ。

　ガルフネーデが魂の半分を胎児に移すというのなら、ディオスにもその神の魂が宿っているかもしれないのに。

　拳けん闘とう士しの修しゆ業ぎようから逃にげてばかりの双子の兄だが、彼のことを嫌いやだと思ったことなどない。

　穏おだやかで優しいだけなのだ。

　そんな兄が、メルアは大好きだった。

　もし、ディオスにも神様の魂が半分宿っていたとしたら？

　ディオスも、神様に乗っ取られてしまう可能性がある。

　あの優しい兄が、いなくなってしまう──。

　そのような考えに至ったメルアは、すぐにある決断を下す。

　ならば、私が強くなろう。

　ここでこの人たちと一いつ緒しよに暮らして、神を殺せるだけの力をつけて、私も兄さんも助かろう。

　二人とも、人間としての生を全まつとうしよう──。

　この日メルアは決意した。

　全すべては自分と、何よりディオスをガルフネーデから守るためだった。




　その後ニエーナは各地で同志を集め、『鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバ』と名付けられた組織の人数は少しずつ増えていった。

　メルアはニエーナが生み出した『大地の再生マー・レゲロ』を体内に取り込み、魔物を召喚する力も身に付けた。

　それでも、ディオスのことはニエーナにはずっと黙だまったままにしていた。

　仮にディオスの存在が知られたら、自分と同じようにここに連れて来られるかもしれないと考えたからだ。

　神の魂が半分宿っている可能性があることを、ディオスにも事前に通告した方が良かったのかもしれない。

　でも、メルアはディオスの平へい穏おんな生活を壊こわしたくなかった。

　だから村に帰ることはしなかった。自分は既すでに、存在しない者になっていたであろうことも察していたから。

　組織の者たちにディオスのことが知られてしまったのは、完全にメルアの油断からだった。

　トルバ・マディナの事前大会モナーフエスでディオスを見かけた時、驚おどろきのあまりメルアはつい小さく零こぼしてしまったのだ。

「兄さん」と──。

　それを同行していたウェスベルに聞かれてしまい、いつの間にかニエーナにまで知られてしまっていたのは、痛つう恨こんのミスとしか言いようがなかった。

　いや、もしかしたら、ニエーナはこれより以前に気付いていたのかもしれないけれど。

　さらに、そのディオスは神獣使いサマナーになっていた。

　メルアの中にあった不安が、確信に変わった瞬間だった。

　即すなわち、『ディオスの中にも神の魂がある』ということ──。

　神獣使いサマナーの適性は自分にもあった。レアンロアを召喚したのは、純じゆん粋すいにメルア自身の力だ。ニエーナの『大地の再生マー・レゲロ』は関かん与よしていない。

　今まで女性しか選ばれなかった神獣使いサマナーに、ディオスがなってしまった理由。

　それは、神獣を作った神の魂が影えい響きようしていたからに他ほかならないだろう。

　神獣使いサマナーになっていたディオスを見て、メルアの中に新たな不安が芽生えた。

　ガルフネーデは、自分とディオスと、どちらの体を選ぶのか？　と──。

　しかしニエーナが言うには、今まで選ばれてきたのは全て女性だという。

　だから、メルアはその言葉を聞いて安心した。

　自分が選ばれることが確定したと思っていた。

　もし仮に神を殺すことに失敗しても、自分もろとも神を殺して欲しい──そうニエーナにも伝えていた。

　しかし、現実は予想より最悪の方に傾かたむいてしまった。

　ディオスが神獣たちの秘ひめたる力を解放し、使いこなす様を見て、メルアは確信してしまったのだ。




　ガルフネーデは、次の体にディオスを選んでしまった──。




　　　　※　※　※




　皮ひ膚ふが焼かれる痛みか。

　それとも体を切り刻まれる痛みか。

　あるいは腕うでを切り落とされる激痛か。

　どんな痛みが体に走るのか、ディオスは覚かく悟ごしていた。

　なのに、いつまで経っても何も感じない。

　ディオスは閉じていた目をおそるおそる開く。

　そして眼前の光景に絶句した。

　エラが、ガルフネーデとディオスの間に立っていたのだ。

　全身に光を纏まとわせて。

　エラの前にはガルフネーデが放った力が、白い渦うずを巻きながら滞たい留りゆうしている。

「ルゥ。だめ」

　エラは言う。

　幼女とは思えない力強さを湛たたえた目で。

「わかってる。大切な次の体に当てるわけない」

　そう言うとガルフネーデは、パチンと指を鳴らす。

　エラの前にあった力は、その瞬しゆん間かん霧む散さんした。

「助かった、のか──。メルア、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ディオスは振り返り、手を差し出す。

　しかしメルアはその手を取ることなく、後ろに跳ちよう躍やくした。

　もう彼女の目に涙なみだはなかった。

「メルア……」

「全てが終わるまで、私はその手を取るわけにはいかない」

　自分に言い聞かすようにメルアは呟くと、ディオスから顔を逸そらしニエーナの許もとへ向かう。

　ニエーナは呆あきれたように息を吐つくが、強く非難することはなかった。

「お前の兄がここにいる限り、ガルフネーデの奴が向こうの世界に戻もどることはないであろう。奴も妾わらわたちの狙いを既に知っておるゆえにな」

　いざとなれば、ニエーナたちはディオスを手に掛かける──。

　既にガルフネーデも、その可能性は視野に入れているはずだ。

　ディオスと自分たちがこの場にいることで、それは十分な脅おどしになっているのだ。

「機会を窺うかがい、次こそ伐うつぞ」

「はい。申し訳ございませんでした、頭領……」

「んー。珍めずらしいねえ、メルアちゃんの反省姿。まさに取れたての野菜のように新しん鮮せんッ。なかなかに可愛かわいいじゃないの」

　クラートルの視界から遮さえぎるように、レアンロアがメルアの側そばに立つ。

　そのクラートルもふざけた言動をする一方で、魔物を召喚する体勢に入っていた。

　彼だけではない。

　ビオレッタはシェイゾと共に、ニエーナの命令にすぐ動けるよう神経を尖とがらせている。

　ウェスベルも、いつでも魔法を撃うてる体勢を維い持じしている。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちの包ほう囲い網もうに、ガルフネーデが気付いていないはずがない。

　それでも彼女は、彼らなど存在していないかのように平静だった。

「トリューニエラ。あなたが前に立たなくても、私が彼を傷付けることはない。安心して」

　再度エラに話しかけるガルフネーデ。

　エラは動かない。

　まるで守護像のように、小さな足でしっかりと地を踏ふみしめている。

　そこでようやく、神しん獣じゆうたちは我に返る。そしてすぐにディオスの許に駆かけ寄った。

　コーシカとファルルは、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちに目を向けている。

　だが、彼女たちも激しく迷っていた。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちはガルフネーデを殺そうとしている。

　しかしそのガルフネーデは、ディオスの体を乗っ取ろうとしている──。

　どうすればいいのか、どう動くことが正解なのか、わからないでいたのだ。

　そして、当のディオスも。

　ディオスとガルフネーデは、しばし視線を交かわす。

　この小さな少女が、自分の体を狙ねらっている。

　それをわかったうえで彼女を見ても、まだどこか信じられない思いがあった。

　これは、現実ではないかもしれない。長い夢の延長ではないのか。

　しかし、彼に寄り添そう神獣たちの息いき遣づかいは、間ま違ちがいなく現実だった。

　飽あきたのか、ガルフネーデはディオスから目を逸らす。

　彼女が次に視線を送るのは、神獣たち。

　ガルフネーデの表情が変わる。

　慈じ愛あいに満ちたものへと。

「この世界に下りた時、私は一人だった」

　そして、ポツリと呟つぶやく。

「本当に、何もなかったの。最初は、何とも思わなかった。何もない世界には感情を動かすものがなかったから。だけど、退たい屈くつだとは思っていた。ある日、私はあくびをした。少しだけ涙が出た。その涙を拭ぬぐった指で地面に触ふれた時、小さな川ができた。私が初めて世界を創つくった瞬間だった」

　幼い少女の口から紡つむがれる言葉は、まさに神話だった。

　お伽とぎ話ばなしと呼ばれる類たぐいのものより、ずっと信しん憑ぴよう性せいのある話。

　誰だれもが口を開くことができなかった。

「私はそこで始めて、自分には何かを創る力があることに気付いた。もう少し涙を足したら海になり、髪かみを一本抜ぬいて落とせば次々と木々が生え、森ができた。こうして、私が創った世界はどんどん広がっていった。本当に、果てしなく広く」

「この世界、セント・エスピリの創生期──」

　コーシカが小さく呟く。

　その声は震ふるえていた。

　畏おそれもあったが、それだけではなかった。

　どのような姿であれ、ガルフネーデは彼女がこれまで信しん仰こうしてきた『神』だ。

　その神の言葉に感動し、打ち震えていたのだ。

「でもね、そうして世界はできたけど、そこには相変わらず私しかいなかった。しばらくは海の匂においを嗅かぎ、森の澄すんだ空気を全身で感じる日々を過ごしていたけれど──少しずつ『寂さびしく』なっている自分に気付いた。ある日、とうとう耐たえられなくなって──。私は、命を……神獣を、作ろうと思ったの」

　ガルフネーデの目から一筋の涙が溢あふれ出す。

　頰ほおを伝って落ちた涙は、静かに地に染しみ込んだ。

　そこからは川も海も、生まれる気配は微み塵じんもない。

「でも神獣、なかなか上手うまくできなかった。本当に、いっぱい失敗した。命を創ることが、こんなに難しいとは思わなかった。それでも、失敗した子でも、形にならなくても、それらは私の大切な神獣だった。私はみんなを、余すことなく手元に残しておきたかった。だって、私が作ったから」

　ディオスたちは目を見開く。

　失敗した存在も、余すことなく手元に残しておきたかった──。

　ガルフネーデの言葉で思い出すのは、ある場所のこと。

「まさか、そのための場所が──」

「始まりの神しん殿でん……？」

　あれは、墓などではなかった。

　ガルフネーデは文字通り、ただ置いていたのだ。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの心も無視して。

　自分の思いのままに。

　それは歪んだ愛情であり、妄もう執しゆうであった。

「そしてようやく、私は神獣が上手く作れるようになった。神獣たちは何もなかった世界に、次々と彩いろどりを添えていってくれた。精せい霊れいなんてものまで生み出した。その精霊の力が作用して、世界には新しい命がたくさん生まれだした。私は、とても誇ほこらしかった」

　涙に濡ぬれた目でガルフネーデは笑う。

　その時の感情を思い出したのか、本当に、嬉うれしそうに。

「神獣たちが増えて精霊がこの世界に溢れた時を見計らい、私は新たな世界を創った。私のための楽園。そこに、神獣たちを引き連れて移住したの」

　それが、後に神獣界と呼ばれる場所になる。

「それなら何な故ぜ、ガルフネーデ様は今まで私たち神獣の前に姿をお見せくださらなかったのですか……？」

　おそるおそるエメロードが問う。

　ガルフネーデはどこまでも優やさしく微笑ほほえんでいた。

「本当に、神獣あなたたちが大切だったから。大切に想おもいすぎて──触れることが、少し怖こわくなったの。もしかしたら、壊こわしてしまうかもしれないって。だから、見守ることに徹てつしていた。それでも私は、神獣あなたたちに対する愛情が薄うすらいだ時なんて、ない」

　ガルフネーデは両手を広げる。

　全すべての神獣たちを包み込むかの如ごとく。

「私は、そんな誇らしく美しい神獣たちと、これからも、ずっと一いつ緒しよにいたい」

　ざわり──。

　ガルフネーデの体から、得体の知れない黒が広がっていく。

　空気が一変した。

「ずっと、一緒に。みんな、私の大切な神獣。永遠に、一緒にいたい」

「ルヴィ知ってるよ……。こういうの、ヤンデレって言うんだよネ？」

　強こわ張ばった顔で呟くルヴィ。

　強すぎる愛情は毒になる。

　病やんでいるといったら、確かにそうなのかもしれない。

「でも、私には寿じゆ命みようがあった。この世界を創った神なのに、私には、永遠なんてものはなかった。それを知った時、自分の体が動かなくなりそうになった時──私は本当に絶望した」

　既すでに闘とう技ぎ場は黒い影かげに覆おおわれていた。

　彼女の心を映したかのような景色は、立っているだけで目め眩まいがする。

「だから、人間の体を借りることにしたの」

　何てことはないと、簡単に。

　大したことではないと、軽く。
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　ガルフネーデはサラリと言い切った。

　笑えみさえ浮うかべて。

　ニエーナの顔が歪む。

　エクスがニエーナの苦しみを『受け止め』きれなくなったのだ。先ほどから力を出し続けているせいか、エクスの顔にも疲ひ労ろうが滲にじみ出ている。

「私は今まで、スリアンヴォスで優勝した者の願いを叶かなえる時に、次の体に『移住』していた。それはどうしてかわかる？」

「願いを叶える時、大量の神獣の命が犠ぎ牲せいになっていることはこっちも調べ済みなんですがね。それが関係してそうですけど？」

　ガルフネーデに対しても、クラートルはいつもの調子で答える。

　だがその額には、うっすらと冷ひや汗あせが滲んでいた。

「そう。人間一人とはいえ、その願いを叶える時には多量の力が必要になる。だから私は神獣たちの命を借りていた。……その時の命の散り様がね、とても美しいの。多くの神獣たちの命の灯ともし火びが、一いつ斉せいに消えていく。私の創った命が、別の力となるために消えていく。生と死を同時に感じることができる、素す晴ばらしい瞬間なの。それを感じながら、私も新たな体に移る──。だから、とても、とても、興奮するの」

　神獣たちは、さらにディオスに寄り添う。

　少しでも隙すき間まがあれば、即そく座ざに彼女の手がディオスに伸のびるような錯さつ覚かくに襲おそわれたのだ。

「私は寿命が近付く前に、私とシンクロしやすい人間の胎たい児じに、半分だけ魂たましいを移した。その人間が成長して私の魂と馴な染じんだ頃ころ、スリアンヴォスの終しゆう了りようと共に、私はその体に完全に『移行』してきた」

「ぐっ──」

　ニエーナがさらに苦しげな声を出す。

　彼女の中に『在る』者たちが、ガルフネーデの言葉に怒いかりを示しているのだろう。

　神に人生を乗っ取られてきた者たちが。

「ずっと私はそうしてきた。でも、今回は今までになかった事態が発生した」

　ガルフネーデはディオスを見つめる。

「魂を移した人間が、双ふた子ごだった」

　そして、メルアを見る。

「私の魂は、二つに分ぶん裂れつしてしまったの」

　ガルフネーデが「どちらも選べる状態だった」というのは、そういう意味だったのか。

　納なつ得とくしたところで、事態は何も変わらない。

　ディオスは迷っていた。

　自分は、これからどう行動すればいいのか。

「でもさっきも言った通り、私はあなたに決めた。初めての男の体で不安もあったけど、神獣も問題なく召しよう喚かんできたからきっと大だい丈じよう夫ぶ」

「ルゥ。だめ」

　エラは首を横に振ふり、ガルフネーデを見み据すえる。

「エラ……？」

「だめ。パパ、いない、いや」

「…………」

　ガルフネーデは僅わずかに目を細めた。

「随ずい分ぶんと懐なついちゃったみたいね、トリューニエラ。ここまで自我が発達するなんて完全に予想外だった」

「エラは……この子は、何なんだ？」

「エラ？　あぁ、トリューニエラのことね。この子は私の一部。私の魂が新たな体にすぐ馴染むための『潤じゆん滑かつ油ゆ』。そのためだけの存在」

「────っ!?」

　ガルフネーデの返答に、ディオスたちは息を吞のんだ。

　エラは、ガルフネーデが新たな体に移るための道具でしかなかった。

　俄にわかには信じられなかった。

　だがこれまでにエラが見せた謎なぞの力は、ガルフネーデのものだったと考えると納得がいく。

　ベーチェルからここまで過ごしてきた日々が、ディオスの脳のう裏りに過よぎる。

　エラが見せてくれたあの笑顔は、確かに本物だった。

　そうだったはずだ。そう思いたかった。

　でも──。

「この子の親を捜さがすために随分としてくれたみたいだけど、残念ね。この子には親はいない。だって私の一部なのだから」

　さらに言葉を重ねるガルフネーデ。

　ディオスたちは完全に言葉を失ってしまった。

　ニエーナたちがエラを狙ねらったのは、彼女の役割を知っていたから。

　ガルフネーデの『移行』を、邪じや魔まするため。

　先ほどから明らかになる事実が、何もかも衝しよう撃げき的すぎた。

　これは夢なのかと思いながら、瞼まぶたを一度閉じてから開く。

　でも、やはり現実だった。

　泣きたくなるほど嫌いやだが、これは現実なのだ。

　エラは鋭するどい目でガルフネーデを見つめたままだ。

　ガルフネーデが、エラを幼い子供の姿にした理由。

　それは、自分の名前さえハッキリと言えない子供にすることで、ガルフネーデの目的を喋しやべらせないためであった。

「さあ、トリューニエラ。その男の神獣使いサマナーの中に入って。そして溶とけて。私を導いて」

　ガルフネーデは両手を広げる。

　嬉しそうに。優しい笑顔で。

　しかし、エラは首を横に振る。

「いや」

「あなたはその子と一緒にいられない。芽生えたその気持ちも偽いつわりのもの。私の一部が錯覚させているだけ」

「いや」

　エラは首を横に振り続ける。

「どうして拒きよ否ひするの？　私は、私の生み出した神しん獣じゆうたちとずっと一緒にいたい。ずっとずっと、永遠に。それだけが願いなのに。それは、トリューニエラもよくわかっているでしょう？」

「……パパ、いない、いや」

　それでも尚なお、エラの答えは変わらない。

「……どうして？」

　頑かたくななエラの態度に、ガルフネーデは初めて焦あせりを見せた。

「頭領」

　クラートルが静かに呼ぶと、ニエーナは頷うなずいた。

「今じゃ！　全ての力をもって、ガルフネーデを仕留めよ！」

　ニエーナの号令で、待機していた鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちが一斉に動いた。

　ウェスベルが風の魔法を放つ。

　それは以前、ディオスたちが苦戦を強しいられた風の刃やいばの魔法。

　無数の風の刃は、ガルフネーデの小さな体にいくつもの傷を付けた。

「レアンロア！」

「シェイゾ！」

　メルアとビオレッタの命令を受け、二人の神獣はガルフネーデに素す早ばやく接近。

　のち、剣けんと尾おを振るう。

　レアンロアの剣がガルフネーデの脇わき腹ばらを薙なぎ、毒を含ふくんだシェイゾの尾が、ガルフネーデの背中に突つき刺ささる。

　メルアは狼おおかみ型の魔物を三体召喚。そして彼らと共にガルフネーデに向かう。

　先にガルフネーデに飛びかかったのは、魔物たち。

　鋭い牙きばで両りよう脚あしと腕うでに嚙かみつく。

　時間差でメルアが接近。

　得意の掌しよう底てい突づきで腹を打つ。

「ガルフネーデは人間の体を利用している。それこそが弱点じゃ。奴やつの魂が移動する前に叩たたき潰つぶしてくれるわ！」

　確かに、彼らの攻こう撃げきは悉ことごとく、普ふ通つうの人間であれば致ち命めい傷しようで済むものではなかった。

　しかしガルフネーデは小さく舌打ちをしてから身を捻ひねると、彼らの包ほう囲い網もうをいとも容易たやすく振りほどいた。

　体から血は流れているが、その顔には余よ裕ゆうすら浮かんでいる。

「さっすが神様。こんだけの攻撃でも倒たおれないとか、普通の人間とは頑がん丈じようさの桁けたが違ちがうねえ！　でもそれはこっちとしても予測済みなわけよ！　そのための俺！」

　クラートルも、巨きよ大だいな魔ま法ほう陣じんを展開。

「深しん淵えんより来たれ、ファーヴニル」

　いつもより低い声での呼びかけ。

　現れたのは、まるで山のような巨大な黒いドラゴンだった。

「な──!?」

　ディオスたちは目を見開く。

　このドラゴンが最強クラスの魔物ということは、さすがに見ただけでわかる。

　いや、そもそも魔物と言って良いものか。

　ファーヴニルは姿を現すと同時に、ガルフネーデに向けて灼しやく熱ねつのブレスを吐はいた。

　余波を防ぐため、鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは一いつ旦たんガルフネーデから離り脱だつ。それぞれに防ぼう御ぎよ行動を取る。

　だが一いつ瞬しゆん判断が遅おくれたディオスは、為なすすべもなく炎ほのおに巻き込まれ──。

「……お兄ちゃんっ……！」

　間かん一いつ髪ぱつ。

　水色の光がディオスを包み、彼の腕にはあの水の盾たてが顕けん現げんした。

　水の盾は以前より大きく展開。

　神獣たちは元より、彼の前にいるエラをも包みこむような大きさだった。

　ごおぅっっっっ！

　直後、ファーヴニルが吐いた炎が地を舐なめるように通過。

　盾に守られていない横側からはヒリヒリとした熱を感じるが、影えい響きようはそれだけであった。

　すぐに水の盾は音を立てて消しよう滅めつ。

　ホッとしたのも束つかの間、ディオスたちは続く光景に目を疑った。

　炎が通過した場所は、溶よう岩がんに触ふれたかの如ごとく溶けていたのだ。

　普通の人間であれば、骨まで溶けていてもおかしくはない。

　しかし、それでも。

　尚ガルフネーデは立っていた。

　特に彼女の周りの地面は激しく溶け、一段低くなっている。ガルフネーデの体も、一部は炭化していた。

　でも彼女は、悠ゆう々ゆうと、そして堂々と立っていたのだ。

「……マジか」

　さすがのクラートルも言葉少なに立ち尽つくす。

　人間の体ゆえに、確実にダメージはある。

　手て応ごたえはある。

　でも、倒れない。

　これが、神の力なのか──。

　ガルフネーデから発せられる威い圧あつ感かんに、誰だれもが戦せん慄りつしていた。

　クラートルが我に返るのと、ガルフネーデの手から光が放たれたのはほぼ同時だった。

「ちっ──!?　戻もどれ！」

　慌あわててファーヴニルに帰き還かん命令をするクラートル。

　直後、ガルフネーデが放った光が、ファーヴニルを直撃した。

　ゴトリ、と重い音を立てて落ちたのは、ファーヴニルの大きな片腕。

「あっぶねぇ……ギリ間に合った……。腕は間に合わなかったけど。あのクラスの魔物を一瞬で消し炭にされちゃあ、俺としても立つ瀬せがねえわ……」

　クラートルは額に汗あせを浮うかべながら苦く笑しようする。

　不意にディオスはあることを思い出し、慌てて周囲を見み渡わたす。

　──いた。

　コーシカとアガートも、今の攻撃を無事にやり過ごせたらしい。

　アガートの服の裾すそは一部焼け落ちていたが、体に傷はない。

　そしてファルルは、観客席のさらに上の方に避ひ難なんしていた。

　炎の軌き道どうとは逆方向ということもあり、彼女は怪け我がもなく無事そうだ。

　三人の無事を確かく認にんして安あん堵どした時。

　ガルフネーデに接近する影かげがあった。

　疾しつ風ぷうの如き速さで神に近付くのは、ニエーナ。

　彼女の手には曲刀が握にぎられている。

「妾わらわ自ら、首を直接切り落としてくれるわ！」

　ニエーナの体からは、白い帯状の光が漏もれている。それは少し離はなれた場所にいるエクスと繫つながっていた。

　ニエーナの内部の苦痛を和やわらげつつ、彼女の身体能力を上げているのだ。

　この場で彼女の動きを視認できていたのは、おそらくディオスだけ。

　それほどの速さだった。

　ニエーナは勢いのまま、ガルフネーデに接近し──。

　刹せつ那な、ガルフネーデの体から、円状の光が走った。

　本当に、一瞬だった。

　何が起きたのかわからぬまま、その場にいた全員が大きく吹ふっ飛んだ。

「ぐっ──!?」

「あうっ……！」

　ある者は壁かべに叩き付けられ、ある者は地面でバウンドした。

　ニエーナも一度倒れるが、すぐに起き上がる。

　そして皆みんなが倒れる中、再びガルフネーデに走り寄る。

　まさに、獣けものの如き俊しゆん敏びんさだった。

　ニエーナの濁にごりを帯びた目は、ゾッとするほど鋭するどさを増していた。

　彼女の内に溜たまった数百年に及およぶ憎にくしみが、溢あふれ出していたのだ。

　その気き魄はくに気け圧おされたのか。

　ほんの一瞬、ガルフネーデは目を見開く。

　その一瞬の間に、ニエーナは再びガルフネーデに肉にく薄はくしていた。

　そして曲刀が、ガルフネーデの首をまさにかっ切ろうかという、直前。

　横から伸のびた手が、曲刀の先せん端たんを摑つかみ、軌道を逸そらした。

「──っ!?　なぜじゃ!?」

　ニエーナが叫さけぶ。

「なぜ邪じや魔まをする、小こ僧ぞう!?」

　ディオスの手は、即そく座ざに血で真っ赤に染まる。

　勢いのある刃は物ものを横から摑んだ傷は、到とう底てい浅いものではなかった。

　深い場所の傷は、骨にまで達している。

「ご主人様！」

　地に手を着けたまま、エメロードが叫ぶ。

　激痛に顔を歪ゆがめるディオスの足元に、ぶわりと花畑が広がった。

　優やさしい緑の光がディオスを包む。

　ディオスの手から流れていた血はたちまち止まり、傷口すらも完治する。

　それは、ディオスだけではなかった。

　傷つき倒れていた鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちも、花畑に触れた瞬間目を覚ましたのだ。

「……凄すごい……エメロードの力……」

　風に舞まう花に触れながら、マリンが呟つぶやく。

　その場にいる者全すべてを治ち癒ゆする力は、確実に以前より強いものだ。

「少しだけ、ヒヤリとした」

　ガルフネーデはこの隙すきに空に浮かび、ニエーナから距きよ離りを取っていた。

　ニエーナは鋭くディオスを睨にらみ付ける。

「小僧……貴様……」

「すまないニエーナ……。でも俺には、ガルフネーデ様を殺す理由が見つからないんだ」

「馬ば鹿かか!?　お主の体はあやつに乗っ取られようとしているのじゃぞ！」

「わかってる。もう十分わかってるよ！　だって俺の中に『感じる』から！　それでも、それでもさ！　殺して終わり、で本当にいいのか!?　それで全て解決するのか!?　だって彼女は、この世界や神しん獣じゆうたちを創つくった神様なんだぞ!?」

「だから言ったであろう！　妾が神獣に代わる新しい力を生み出したと！　神がいなくなっても何ら心配することはない！」

「神獣たちはどうなるんだよ!?」

「ガルフネーデが生み出したのなら、奴と共に消えゆくことが運命であろう！」

「そんなこと、納なつ得とくできるか！」

　レイナが、ルヴィが、マリンが、エメロードが、アガートが、そして今まで出会った神獣たちが──。

　皆、消えてしまうなんて。

　ディオスには、到底納得できるものではなかった。

「小僧は、自分が犠ぎ牲せいになればそれで全て丸く収まるとでも思っておるのか!?」

「それは──」

「妾の中には！　ガルフネーデに体を奪うばわれた者たちの魂たましいがあるのじゃ！　なぜ妾がこのような体になっているのか考えたことはあるか!?　誰が、妾がこのような体になることを望んだのか！」

「────!?」

　横よこ薙なぎの鋭い一いち撃げきがディオスを襲おそう。

　ディオスは上半身を反らし、ギリギリでそれを躱かわす。

「親族じゃ！　ガルフネーデに体を乗っ取られた者の親族が望んだのじゃ！　行き場を失った憐あわれな魂を慰なぐさめるために！　大切な者を取られた哀かなしみを癒いやすために！　お主が犠牲になることで、お主の家族もまた同じように哀しみ、そして望むであろう！　その過去から続いてきた負の連れん鎖さを、今ここで断たち切るのじゃ！　妾が全て終わらせるのじゃ！　それをどうして止めようとする!?」

　ニエーナの悲痛な叫び。

　痛いほど、その訴うつたえはディオスにも届いていた。

　このまま自分がガルフネーデを受け入れたとしたら──。

　メルアにファルルにコーシカ、そして父親や村の人たち、たくさんの人を悲しませてしまうことになるだろう。

　もしかしたら、ニエーナと同じ行動を取らせてしまうことになるかもしれない。

　でも。

　それでも。

　やはり、このまま神を、神獣たちの存在を消すことが正しいことだとは、ディオスにはどうしても思えなかったのだ。

「何か、方法があるはずだ。何か──。だから──」

「今、そのようなことをぬかすな！　あったらとっくにやっておるわ、わからずやめ！　お主がそこまで阿あ呆ほうだとは思わなんだぞ！」

　ニエーナは叫びながらディオスに曲刀を振ふるう。

　しかしそれは、酷ひどく雑な軌き跡せきだった。

　彼女の顔は、今にも泣き出しそうであった。

　避よけながら、それでもディオスは考える。

　どうすればいい？

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちは、ガルフネーデの命を狙ねらっている。

　ガルフネーデはディオスの体を狙っている。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバからガルフネーデを守りつつ、自分はガルフネーデから身を守る。

　遺い恨こんを残さず、全員が助かる方法は──。

　──不可能だ。

　ディオスは歯を食い縛しばる。

　そんな都合の良い方法はない。

　ディオスも頭ではわかっていた。

　それでも、心がどうしても納得しないのだ。

　がうんっ！

　突とつ如じよ響ひびき渡わたった音に、ディオスは顔を上げる。

　復活したレアンロアが、ガルフネーデに向けて力を放っていた。

　大たい剣けんから放たれた黄色い光は、真っ直すぐにガルフネーデのいる空に向かう。

　その光に追つい随ずいするような形で、ある人物がレアンロアの肩かたを足場にして跳ちよう躍やくしていた。

「メルアッ!?」

　彼女もまだ、ガルフネーデを殺すことを諦あきらめていなかった。

　全ては、ディオスを守るために。

　ガルフネーデよりも高く舞い上がったメルアは、脇わきを締しめ、腕うでを引き、全ての力を拳こぶしに集中させる。

　狙うは一点。

　ガルフネーデの心臓──。

　重力も味方につけ、メルアはガルフネーデに拳を繰くり出す。

　だが──。

　ガルフネーデはメルアの拳を受け止めた。

　元が人間とは思えない、無機質な顔だった。

　メルアの心を、絶望の尾おが掠かすめる。

　もう、無理なのか。

　神を倒たおすことはできないのか──。

「てりゃああああああああああッ！」

　突如、気合いの入った声が割り込んだ。

　そこには、思いも寄らぬ人物がいた。

　ファルルがガルフネーデに向けて、斧おのを振りかざしていたのだ。

　ガルフネーデの視線が、メルアからファルルに移る。

　ファルルはそこで斧から手を離した。

　勢いを付け、ガルフネーデに飛ぶ斧。

　重力に従い、メルアは落下する。その僅わずかな時間。

　メルアとファルルの目が合った。

　その瞬間、ファルルは小さく笑ってみせた。

　彼女は自分を助けに飛び込んできてくれたのだと理解した。

　二人が着地した時、上空で斧が割れる音が響ひびく。

　ガルフネーデにとっては、当然今の攻こう撃げきは脅きよう威いなどではない。

　でも、ファルルにとってはこれで良かったのだ。

　ファルルは、メルアをギュッと抱だきしめる。

「ようやくちゃんと会えた。久しぶりだね、メルアちゃん。大きくなったなぁ」

「ファルル……」

　ディオスにとってファルルは幼おさな馴な染じみであると同時に、メルアにとってもファルルは幼馴染みという存在だ。

　しかし聖ジェフス学院以降、二人は互たがいの存在を認にん知ちしつつも、ちゃんとした会話を交かわすことはなかった。

　メルアが、意図的に避さけてきたのだ。

　ファルルは直情型だ。

　だから、情に訴えられるのが怖こわかった。

　己おのれの目的を見失ってしまう可能性があったから。

　だからメルアが行方不明になってから、二人がまともに話をするのは今が初めてだったのだ。

「さっきから見てたけど、無茶しすぎだよ。相手は神様だよ？」

「──っ！　だって、このままじゃ！　このままじゃ兄さんが乗っ取られる！」

　悲痛な声で叫ぶメルアの頭を、ファルルはポンポンと撫なでる。

　いつもの、脳天気な笑え顔がおで。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。根こん拠きよはないけどさ。ディー君はもう、昔みたいに泣き虫で弱いディー君じゃないんだ」

　それは、知っている。

　知っているけれども──。

「ボクたちの前からいなくなってる間も、メルアちゃんはずっとディー君のために動いていたんだね？」

　メルアは目を見開く。

　ずるい、と思った。

　何も、よりによって今、そんなことを言わないで、と。

　理解してくれて、優やさしい言葉をかけてもらえると。

　ずっと堪こらえてきたものが、溢あふれそうになってしまう。

「……一人で背負いすぎだよ。そんなにボクたちは頼たよりなかった？」

　メルアの目から涙なみだがこぼれ落ちた。

　一いつ緒しよに遊んでいた、子供の頃ころの光景が脳内に過よぎる。

　ついに、メルアはその場にへたり込んでしまった。

「ファルルッ……。私、やっぱり、いやだよ……。優しい兄さんがいなくなるなんて、そんなの……」

「……うん」

　ファルルはメルアの背を優しく撫でさする。

　レアンロアが不安げにメルアに近寄るが、二人に割り込む様子はない。

　彼女はガルフネーデから二人を守るべく、上空に注意を向けていた。

「メルア……ファルル……」

　二人の様子を見ていたディオスは、胸が痛くなった。

　自分は、これからどう行動するべきなのか。

「…………」

　そして、ある決意をする。

　皆みんなの思いを裏切ってしまうかもしれない。

　でも、今の時点で最良の方法は──やはりこれしかないのではと、そう思ったのだ。

「どうして、みんな、私の邪じや魔まをするの？」

　ガルフネーデは、無表情のままポツリと呟つぶやく。

「私の、邪魔をしないで。私は、神しん獣じゆうたちとずっと一緒にいるの……」

　空気が、より重くなった。

　全員に緊きん張ちよう感かんが走る。

　ディオスはエラに近付き、小さな体を抱きしめる。

「パパ……？」

　キョトンとディオスを見つめる目は、どこまでも澄すんでいた。

　一いつ瞬しゆんだけ躊躇ためらうが、ディオスはエラの肩を摑つかみ、真っ直ぐにその顔を見み据すえた。

「エラ──いや、ガルフネーデ。俺の体はお前にやる」

「ディオス!?」

「ご主人様!?　何を!?」

　神獣たちの悲鳴に構わず、ディオスは続ける。

「でも、いわゆるこれは猶ゆう予よ期間だ。世界からいきなり神獣たちが消えてしまったら、大変な混乱が起きてしまうから──。約束してほしい。人間の体を使って生きながらえるのは、これで最後にすると」

　ガルフネーデが次の体を選ぶ前に、ニエーナが言っている『大地の再生マー・レゲロ』と交代させる期間を作って欲しい。

　ディオスはこう言っているのだ。

「ガルフネーデ。命に期限があるからこそ、人間は精せい一いつ杯ぱい生きていける。幸せを、感じることができるんだ」

　エラを通して、ガルフネーデに訴うつたえ続ける。

　ガルフネーデの一部がエラということは、彼女にもこのような純じゆん粋すいな部分があるはずだ。

　だから、わかって欲しかった。

　永遠などなくても、幸福なのだと。

　かけがえのない時を感じることこそが、幸せだと。

　理解して欲しかった。

　永遠に囚とらわれた『歪んだ心臓ドリーヴイー』たちの、悲痛な思いを。

「神獣は、私が生み出したのよ。人間如ごときが口出しをするな！　トリューニエラ！　融ゆう合ごうを！　その人間と融合しなさい！」

　ガルフネーデの周囲に、激しい風が舞まう。

　それでもエラは、首を横に振った。

「いや！　いや！　いや！」

「──っ！　もういい！　潤じゆん滑かつ油ゆなどなくても、私は──ッ！」

　そして彼女の体から、紫むらさき色いろの光が出てきた。

『歪んだ心臓ドリーヴイー』を彷ほう彿ふつさせる光こそが、ガルフネーデの魂たましいだった。

　ついにガルフネーデは、強ごう引いんにディオスの中に入ろうと決意したのだ。

　その時だった。

　レイナを始め、神獣たちがディオスの前に立ったのだ。

　彼女たちは悲痛な顔で、ガルフネーデを見据えている。

「ガルフネーデ様……」

「あなたたち……？」

　激げき昂こうしていたガルフネーデは、神獣たちの姿を見て急激におとなしくなる。

「もう、やめてください」

「私たち神獣は、生み出してくださったガルフネーデ様に、恩と愛を忘れたことはありません」

　ガルフネーデは、ただ驚おどろいた。

　それは彼女にとって、あまりにも唐とう突とつな出来事だった。

「そこまで神獣のことを大切に思っていてくれたトカ、正直知らなかったけど──」

「……嬉うれしい……です……」

「嬉……しい……？」

　ガルフネーデは口の中で、その言葉を復唱する。

「嬉しい……？」

　確かめるように、大事に。

「だから、たとえガルフネーデ様がどんな姿になっても」

「……この世界から……消えることになろうとも……」

「私たちは、常にガルフネーデ様と共に在ります。だからもう──」

　やめてください。

　神獣と共に在るために命に縋すがることを、やめてください──。

「あ…………」

　ガルフネーデは目を見開いたまま、地に下り立つ。

「私は……」

　ガルフネーデの小さな体は震ふるえていた。

「私は……」




　命を、神獣を、作ってきた。

　何もない、白い世界で。

　新しい神獣を、ただ作り続けていた。

　とても可愛かわいらしい、大事な神獣たち。

　この世界に産うぶ声ごえを上げる度たび、愛いとしい気持ちはさらに膨ふくれていった。

　その気持ちは、まさに天てん井じよう知しらずだった。

　何日も何日も。

　作って作って作って。

　その度に、愛しい気持ちを抱いだいて──。

　だけどある日、ふと考えてしまった。

　彼女たちは、自分のことをどう思っているのか──と。

　それでも、考えただけで特に何もしなかった。

　一方通行でもいい。自分が彼女たちを愛していられさえすればいい。

　その考えを抱いたり、忘れたりしながら、また神獣を作った。

　やはり神獣たちは、何も返してこなかった。

　時々、無む性しように寂さびしくなった。

　心に穴が空くような感覚。

　それでも、何もしなかった。

　神獣たちも、何も返してこなかった。

　もしかしたら、彼女たちは人形なのかもしれない──。

　いつからか、そのような考えで頭がいっぱいになっていた。

　それでも、大事な命であることは変わりなかった。

　とても愛しい存在であることに変わりなかった。

　ずっと一緒にいたいと思っていた。




　ガルフネーデは、今ようやく気付いた。

　神獣たちが、何も返してこなかったのは。

　自分が、何もしなかったから。

　なにも、語りかけなかったから。

　語りかける勇気がなかったから。

「聞くのが、怖こわかった……。私は、怖かったんだ……。私が勝手に作った命だったから」

　消え入りそうな声で呟く。

「神獣たちは、私のために作った命だったから」

　晴れていく。

「寂しさを、紛まぎらわせるために」

　闘とう技ぎ場を覆おおっていた黒い霧きりが、少しずつ消えていく。

「そんな自分勝手な理由で生み出した私を──本当は恨うらんでいるんじゃないかって。だから、何も聞けなかった。神獣の前に姿を見せることもできなかった……」

　弱々しく呟くその様子は、世界を創つくった神ではなく、ただの子供だった。

　鳥篭の解放者クリエ・アスヴアバたちも、今は完全に腕うでを下ろしていた。

「恨むだなんて。どうして、そのようなことを仰おつしやるのですか……」

「そうだよ……。ルヴィ、逆に超ちようガルフネーデ様に感謝してるジャン？」

「……お兄ちゃんや……色々な人と……会えた……」

「ここにいる、私たちだけじゃないです……。きっと全すべての神獣が、ガルフネーデ様に感謝していると、思います……」

　それぞれの言葉で、真しん摯しに訴える神獣たち。

「あぁっ…………！」

　神獣から感謝の言葉を伝えられ、ついにガルフネーデは泣き出した。

　それは、ガルフネーデがずっと聞きたかった、知りたかった神獣の気持ち。

　ガルフネーデは膝ひざを折り、子供のように泣きじゃくった。

　誰だれも、言葉を発しなかった。

　ただ、見つめていた。そして、見守っていた。

　この世界を創り出した神の感情が、全て外に出終わるまで。

　ずっと。




　どれくらいの時間が経たっただろうか。

　ガルフネーデの慟どう哭こくが、静かな漣さざなみに変わるほどの時間は経過していた。

「……ガルフネーデ様」

　不意に、レイナが静かに前に出る。

　彼女の体からは、淡あわい光が発せられていた。

　レイナはガルフネーデの許もとまで歩み寄ると、彼女の小さな体を優やさしく抱だきしめた。

　どうしてそのような行動に出たのか、レイナ自身もよくわかっていなかった。

　ただ、感じたのだ。

　愛しい。

　全ての命が、神しん獣じゆうが、そして神をも愛しいと思えた。

　衝しよう動どう的に、体が動いていたのだ。

　ガルフネーデは目を見開く。

　そして何かを悟さとったように微笑ほほえんだ。

「光の神獣……やはり覚かく醒せい寸前であったか」

　ニエーナが呟つぶやく。

　その言葉の真意をディオスが問う前に、ガルフネーデはレイナから離はなれた。

「トリューニエラ」

　ガルフネーデに呼ばれたエラは、小さく頷うなずく。

　そしてディオスに近付くと、頰ほおに軽くキスをした。

「パパ、ありがと」

「エラ……？」

　そしてエラはガルフネーデの許に駆かけていく。

　ガルフネーデは、もう諦あきらめている。

　いや、満足したのだ。

　そして、神獣たちも。

　寿じゆ命みようを──この世界から消えることを、受け入れた。

「ディオスさん……」

　コーシカが泣きそうな顔で呼ぶ。

　彼女も、これから何が起ころうとしているのか、既すでにわかっている。

　ディオスは歯がゆくて仕方がなかった。

　本当に、このままでいいのだろうか。

　このままガルフネーデの、神獣たちの選せん択たくを受け入れても──。

「──っ！　ガルフネーデ！」

　あらぬ限りの声でディオスは叫さけび、立ち上がる。
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　突然のディオスの行動に、全員が目を丸くしていた。

「ディオス……」

「ご主人様、何を……？」

　ディオスは大きく息を吸ってから続ける。

「スリアンヴォスの優勝者は、何でも願いを叶かなえて貰もらえるんだろ!?　今、ここに立っているのは俺だけだ！　だから今回は俺が優勝なはずだろ!?　優勝者はどんな願いでも叶えてもらえるんだろ!?」

　もはや屁へ理り屈くつだった。

　それでも、今はこれしか方法がないのだ。

　このように言わないと、おそらく彼女は聞き入れてくれない。

　全員が、ポカンとした顔でディオスを見ていた。

　メルアもニエーナも、ガルフネーデさえも。

　ディオスは拳こぶしを握にぎる。

　感覚としては長く、時間にしてはおそらく数秒の沈ちん黙もくの後──。

　堰せきを切ったかのように、ガルフネーデは笑いだした。

　少女のように、大きな口を開けて。

　本当に、楽しそうに。

「くくっ、あははっ！　確かに、今回の大会はあなたが優勝だとも言えるわ。既に闘技場の体ていを成していない場所だけど。そうよ、だって立っている挑戦者ヴアンデラーは他ほかに誰もいない。ええ、ええ、わかったわ。どうせ最後だもの。願いを叶えてあげる」

　神獣たちは不安げに眉まゆを寄せる。

　ガルフネーデが願いを叶える時、神獣の命が使われるという。

　──でも、大だい丈じよう夫ぶだ。

　ディオスはレイナを見つめ、口の端はしを上げる。

　レイナは困こん惑わくした。ディオスの笑え顔がおの意図がわからなかったのだ。

「さあ、言いなさい。何でも叶えてあげるわ。あなたの願いは何？」

　全員が、ディオスに注目している。

　ディオスは深呼吸をしてから、ガルフネーデを見み据すえた。

　朗ほがらかな笑顔で。

「俺の願いは──」








エピローグ









　太陽が真上より少し過ぎた時刻の、とある村の中。

　綺き麗れいに積まれた薪まき置き場の片かた隅すみに、ファルルと神獣たちの姿があった。

「ふんっ」

　ファルルが気合いの声と共に、斧おのを振ふり下ろす。コンッと小気味良い音を立て、腕ほどの長さの木材は真っ二つになった。

「何回見てもスゴいよね」

「うん。きれいに半分になるし、テンポも良いし」

　感かん嘆たんの声を上げる神獣たちに、ファルルは得意満面の笑えみを作った。

「えへへ。普ふ段だんやってることを褒ほめられると何か照れちゃうね」

　言いながらまた木材をセットしたところで、ファルルは何かに気付き手を止める。

　皆みんなもつられてそちらを向くと、端の方にディオスが軽く片手を上げて立っていた。

「あ、ディー君。いつからいたの？」

「実はちょっと前からいたんだけど……」

「え、本当!?　全然気付かなかった」

「私たちもです。気配を消すのが上手うますぎです、ご主人様」

「……むぅ……神獣として……不覚……」

　ディオスとしては、特別気配を消していたつもりはないのだが。存在感がないという意味だろうか。

　まあ、あまり考えないでおこう。傷つきそうだから。

「エラちゃんは寝ねたの？」

「ああ。メルアも一いつ緒しよに昼寝中だ」

　ディオスは自分の家の方向に顔を向け、穏おだやかな顔で答える。

「そっか」

　ディオスの返答に、ファルルは小さく笑った。

　ここはディオスたちの故郷の村、ジェリィーブ。

　レグリオムの闘技場で、ガルフネーデと邂かい逅こうしてから十日が経過していた。
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　ディオスがガルフネーデに告げた『願い』。

　それは「誰も犠ぎ牲せいを出さず、このまま一いつ緒しよに生きること」だった。

　ガルフネーデも神獣も、全員が一緒に。

　誰一人、欠けることなく。

　あまりにも無理難題だと、誰もが思った。

　不可能だ、と。

　ディオスが願いを口にした時、ガルフネーデはしばらく呆ぼう然ぜんとしていた。

　彼女にとって、あまりにも予想を超こえた願いだったからだ。

　──この人間は、神獣だけでなく自分をも救おうとしている。

　ディオスの言わんとしていることを理解したガルフネーデは、一いつ拍ぱく置いて笑いだした。

　子供のように、無む邪じや気きに。

「私に死ぬなと、この世界から神獣を消すなと、あなたはそう言うのね？　でも、無理よ。私のこの肉体はもう限界を迎むかえている」

「そっちにあるじゃないか、半分。あの子は別に、人間の体を借りたわけじゃないんだろう？」

　ディオスが言ったのはエラのことだ。

　エラはただガルフネーデを見つめている。

「確かにあの子は、私の魂たましいの一部から創つくった存在。でも、新たな体にすぐ馴な染じむための『潤じゆん滑かつ油ゆ』でしかない。生き長らえることを前提にしていない」

　もうしばらくしたら消えてしまうでしょう。

　ガルフネーデは笑顔で、でも力なく言い切った。

　ディオスは彼女を見据え、意を決して口を開く。

「神獣から力を分けてもらえたなら？　少なくとも、今より寿命は延びるだろう？」

「…………!?」

　またしても想像を超えたディオスの発言に、ガルフネーデは目を見開いた。

　緊きん張ちようから、ディオスは拳を握る。

「小こ僧ぞう、まさかお主……」

　ニエーナもディオスの考えていることを理解したらしい。

　以前ニエーナに「なぜレイナを攫さらおうとしたのか？」と問うた時、彼女はこう答えた。

『この光の神獣は、他の神獣たちの『母』となり得る器うつわを持つ神獣じゃ』

　と──。

　ディオスはガルフネーデに願いを告げる直前、ニエーナの言葉を思い出した。

　以前から、ニエーナの言ったことは噓うそではないと思っていた。そもそも、あの場で噓をつく理由がない。

　そしてレイナがガルフネーデを抱だきしめた時──。

　それは、確信に至った。

　レイナは、『神しん獣じゆうを創るための神獣』だということを。

　初めて会った時、レイナはとても弱かった。

　その後、共鳴術テグヴエルトを経て彼女の力は確かに強くなったけれど、基本的には光ることしかできなかった。

　なぜ、彼女だけ徹てつ底てい的に神獣として弱かったのか。

　それは、徹底して守られるべき存在だったから。

　命を創るための存在で、命を傷付けるための存在ではなかったから。

　人間の体に移り変わって生きてきたことで、ガルフネーデは少しずつ力を失っていった。

　そして既に、自分の力だけで神獣を創ることができなくなってしまっていた。

　その今まで神獣を創っていた『特とく殊しゆな神獣』も、ガルフネーデと同様に寿じゆ命みようを迎えようとしていることをニエーナは把は握あくしていた。

「光の神獣を使って、ガルフネーデを新しい神獣として生まれ変わらせるつもりか。確かにそれなら、誰だれも犠牲になることはない。考えおったな」

「ガルフネーデ様が──」

「神獣に……？」

　彼女の発言に神獣たちは驚おどろき、戸と惑まどう。

　ディオスはレイナに近寄り、優やさしく肩かたに手を置く。

「レイナの力、いつも俺の中で感じていたよ。明るく、激しく、そして少し優しい力。それはきっと、新しい命の光だったんだと、思う」

　ディオスはレイナの目を見つめながら続ける。

「いきなり大変なことをお願いしているのはわかってる。ごめん……。でも俺は、まだみんなと一緒にいたいんだ……」

　偽いつわらざる本心だった。

　世界のこと以前に、神獣たちと過ごすこれからが消えてしまうことが辛つらかった。

「……頼たのむ。これからも、俺は体を張って守るから。だから──」

「わかったわよ」

　ディオスの言葉を遮さえぎり、レイナは答える。

「どうすればいいのかわからないけど──ううん、たぶんわかる。大丈夫。ディオスが言うならやるわ。だって私は、神獣使いサマナーの神獣だから」

「レイナ……」

「ありがとう」と、ディオスはレイナを抱きしめる。

　レイナは顔を真っ赤めに染めながら「ばっ、馬ば鹿か!?」と声を上げた。

「あ、ズルいですレイナさん。ご主人様、私もお願いします！」

「……私も……お兄ちゃんに……ぎゅーされたい……」

「ああっ！　ルヴィも仲間外れはイヤだし？」

　あっという間にディオスは神獣たちに囲まれる。

　彼女たちにもみくちゃにされる様子を見ていた全員が、呆あきれたように小さく笑った。

「あ、そうだ。ニエーナが生み出した『大地の再生マー・レゲロ』は、少しずつ浸しん透とうさせていけないかな。ガルフネーデ様や神獣たちと協力してさ。俺は、どちらの力もこれからの世界には必要だと思うんだ。神獣たちに頼たよりきりの生活を、少しずつ変えていくためにも」

　神獣たちの包ほう囲い網もうから顔だけを出し、ニエーナに言うディオス。

　ニエーナはそれに頷うなずいてみせた。

　もはやニエーナにも、無下に断る余力は残っていなかった。

　ディオスたちの様子を見て、完全に力が抜ぬけていたのだ。

「どうだろう。不可能なことか？」

　ガルフネーデは、ゆっくりと首を横に振る。

「皮肉なものね。消費するはずだったものが、私の新しい体になるなんて」

　ガルフネーデは諦てい観かんしたように目を閉じる。

「でも、嬉うれしいわ。とても、嬉しい……。私が、愛する神獣と同じ存在になれるなんて。そんな日が来るなんて」

　ガルフネーデは体を震ふるわせる。

　心から嬉しそうな顔をして。

「トリューニエラ」

　名を呼ぶ。消費して消えゆく運命だったはずの、自分の一部を。

　エラはガルフネーデに歩み寄ると、ギュッと抱きついた。

「……人の子よ」

　ガルフネーデはエラと共にディオスを見つめる。

「ごめんなさい。あと……ありがとう……」

　たぶん、それらの言葉には色々な意味が込こめられていた。

　ひと言では語り尽つくせないほど、色々な想おもいが。

　その色々を全部推おし量ることはできなかったけれど、それでもディオスは頷いた。

「トリューニエラ……。一緒に神獣として、生きよう」

　ディオスから離はなれたレイナが、静かに前に出る。

　瞬しゆん間かん、レイナの体が淡あわく光りだす。

　それは全すべてを祝福するかのような、優しい光だった。




　　　　※　※　※




　カーテンの隙すき間まから洩もれた光が、ディオスのベッドを照らし始めた朝。

　爽さわやかな一日の始まりにも拘かかわらず、ディオスの眉み間けんには深い溝みぞが刻まれていた。

「うふふ。おはようございます、ご主人様」

「……お兄ちゃん……おはよう……」

「どいてくれ……重い……」

　挨あい拶さつもそこそこに発したディオスの第一声は、切実な訴うつたえだった。

　人間形態になった二人が、両りよう脇わきからディオスの体にのしかかっていた。

　しかしエメロードもマリンも、退どいてくれる気配はない。

「今日は良いお天気ですよ。どうでしょう？　このまま共鳴術テグヴエルトをするというのは」

「それ、天気と関係なくない？」

　冷静にツッコんでみても、エメロードはうふふと笑って誤ご魔ま化かすのみ。

「だってご主人様。この村に来てからまだ共鳴術テグヴエルトをやっておりませんよ？　そろそろ私、限界です」

　確かに村に帰ってきてからは色々と忙いそがしくて、共鳴術テグヴエルトはやっていない。

　いや。正確にはあえて避さけてきたのだ。

　メルアはディオスの過激な共鳴術テグヴエルトのことを、おそらく知らない。だから知られるのが怖こわかったのだ。

　ガルフネーデに体を取られることなく終わったが、ディオスの共鳴術テグヴエルトの方法は、結局変わらぬままであった。

「相変わらずよね……」

「アハハ……。まぁ、今日も一日元気ってことジャン？」

　少し離れた所から、呆れたように呟つぶやくレイナと苦く笑しようするルヴィ。

　そんな彼女らの体に、エメロードの蔦つたがシュルンと巻き付いた。

「んにゃっ!?」

「あっ──これはパターン入っちゃった感じ？」

「さあさあ。お二人もどうぞこちらへ」

　エメロードの蔦によって、二人は強制的にベッドの上に移動。

　そして容よう赦しやなく剝むかれていく神獣たちの服。

「にゃーッ!?　や、やめてよエメロード！」

「うふふ。レイナさんの白い肌はだは、どんな場所でも輝かがやいて見えますね。ルヴィさんの太ふと腿ももも健康的で美味おいしそうで……じゅるり」

「それ、鶏とりのもも肉の方を想像してない!?」

　いよいよ皆みんなの肌を覆おおう布面積が少なくなってきた、その時。

　扉とびらは、開かれてしまった。

「ちょっと兄さん……朝からうるさい──って……」

　眠ねむそうに目を擦こすっていたメルアは、その光景を見て固まってしまった。

　ディオスは────必死で寝ねたふりをしていた。

「なっ、何やってんのよ神獣たち!?　私の兄さんに、そ、そんなっ──！」

「……むぅ……私の……お兄ちゃんだし……」

[image: ]

　マリンはメルアを睨にらみながらディオスに覆い被かぶさり、薄うすい胸を押し付ける。

「ぐっ、水の神獣！　いいわ、あの時の続きよ！　今度こそハッキリさせてあげる！　兄さんは私だけの兄さんってことをね！」

　ババッ！

　なぜか勢い良く寝間着を脱ぬぎ捨て、下着姿になるメルア。

　そしてベッドに突とつ撃げき。神獣たちを押しのけてディオスの上に乗る。

「ぐえっ!?」

　思わず潰つぶれたカエルのような声を出してしまったディオス。

　寝たふりは完全に無意味だった。

「さあ、兄さん。私たちの仲の良さを、今こそ神獣たちに知らしめてやるわよ！」

「いや、メルア……あの、俺たち兄妹きようだいなんだし……」

「十年の歳月なんて関係ないわよね!?　兄妹きようだいなんだし！　双ふた子ごだし！」

　何が、メルアをここまで突つき動かしているのだろう。

　ディオスにはわからない。

　わからないが、さすがにマズい状じよう況きようというのはわかる。

　というか、父親に見つかったら色々と終わりだ。

「メルアさん。兄妹の絆きずなが美しいのはわかっておりますが、私たちは今からご主人様と絆を深めるための共鳴術テグヴエルトをするだけです」

「共鳴術テグヴエルトだったら、別にこんな格好をする必要ないでしょ!?」

「いやぁ、それがそうでもなくてネ──」

「……私たちとお兄ちゃんは……特別だから……」

「何よそれ!?　わ、私だって兄さんと特別な仲だし！　レアンロアだって！」

「ん、呼んだか？」

「うわぁ!?」

　と、ひょっこり現れたのは金色の狼おおかみ、レアンロア。メルアの神しん獣じゆうである彼女も、当然一いつ緒しよに生活しているわけである。

　だが、今ここで神獣形態から人間形態になった理由は、全くもって不明だ。

「ふむ……俗ぞくに言うこれは、お祭り騒さわぎというものだろうか？　メルアが参加しているのなら、神獣である私も乗っからねばなるまい」

　大きめの胸をたゆんと揺ゆらしながら、なぜかレアンロアまでディオスのベッドに来てしまった。

「何であんたまで来るのよ!?」

「おっ、レイにゃんが嫉しつ妬としてるー」

「べっ、別に嫉妬なんかしてないし！　私はその、久々の共鳴術テグヴエルトだし──」

「……もしかして……楽しみにしてた……？」

「し、してないし！　ディオスとの共鳴術テグヴエルトなんか楽しみになんかしてないし！」

「うふふ。これは典型的なツンデレですね」

「と、とにかくみんな、一いつ旦たん落ち着いて──」

　ディオスの上でぎゅうぎゅうに押し合いへし合いする彼女たち。

　さっきから柔やわらかい体に囲まれすぎて、そろそろディオスの中の『柔らかい』という概がい念ねんが決けつ壊かいしてしまいそうだ。

「ディオスさん、おはようございますうぅぅって、ぎにゃーーーーっ!?　な、何をやっているんですかああああッ!?」

　さらに混乱の火種が投入されてしまった。

　ジェリィーブ村の小さな教会に、なぜか寝ね泊とまりすることになったコーシカと──。

「あわわわ……。あの、あの。ディオスさん、そ、その、私も、良かったら、その──！」

　彼女の神獣、アガートまでやって来てしまった。

「うわーん!?　まんぷくちゃんがディオスさんに唆そそのかされてしまいましたああああッ！」

「ち、違ちがいますコーシカ！　わ、私にとってコーシカが一番なのは変わらなくて。でも、えっと、その、あの──」

「………………ディー君」

　ドスの利きいた声が部屋の空気を一刀両断。

　新たに確かく認にんするまでもなく、声の主はファルルなわけで。

「賑にぎやかだから来てみたら──。なぁぁんか、朝からたくさん囲まれてますけど？」

「……そうですね……」

　完全に不ふ可か抗こう力りよくだが、それを説明する気力はもう残ってなくて──。

「さあご主人様、共鳴術テグヴエルトをいたしましょう」

「ちょっと！　私の兄さんにイヤラシいことはさせないんだから！」

「あんっ……!?　ど、どこを触さわってんのよディオス！」

「……お兄ちゃん……私もお願い……いっぱい濡ぬれてる……」

「むぅ～～。こうなったらルヴィも負けてらんないって感じ？　も、もっとルヴィの体をアツくして？」

　再び騒ぎ始めた面々。

　もうこれ、事態の収拾がつかないんじゃないかな……とディオスが考えたその時。

「あえー……？　なにしてるの？」

　幼い声が、時を止めた。

　そこには、純じゆん粋すいな目で扉の前に立っているエラの姿。

「………………あ」

　さすがにこれには、全員が固まるのだった。




「いやあ、朝から賑やかっすね。若じやつ干かんどころか超ちよう羨うらやまけしからん状況に、嫉妬で心が狂くるいそうになるけど」

　村の森の中。

　木の上からその様子を見ていたクラートルは、こめかみをピクピクとさせながら呟いた。

「ふん」

　呆あきれたように息を吐ついたのはニエーナ。その横にはエクスもいる。

「頭領はあれに加わらなくていいんですかい？」

「わ、妾わらわはガルフネーデの監かん視しのためにおるだけじゃ！」

「へぇー。そっすか」

　口元が隠かくれているが、彼の目はこの上もなくニヤニヤとしていた。

「しかしまぁ、面おも白しろい存在になったっすね彼女」

　エラと一つになり、神獣として新たに生きることになったガルフネーデ。

　レイナから神獣としての生を受けた彼女は、ガルフネーデの人格とエラの人格、二つを有するものになっていたのだ。

　基本的にはベースの体になっている、エラの人格でいることの方が多かったが。

　神から神獣へ。

　前代未み聞もんの存在に対し、ニエーナが監視をすることは十分理解できる。

　だがニエーナがこの村にいる理由はおそらくそれだけではないと、クラートルは思っていた。

　ニエーナは決して口にはしないだろうけど。

「ふい～。朝から気分悪くなっちゃったからちょっと気分転てん換かんでもしてきますかねー。エクスちゃん、この後俺と散歩しない？」

「いえ、既すでにこの村は見て回りましたから」

「……さいですか。んじゃ、俺一人でブラブラしてきまーす」

　サラリと断られ、クラートルは一人木から飛び下りる。

　彼の後ろ姿を見送ったニエーナは、再びディオスの部屋へ顔を向けた。

　エラを中心に、今度は別の騒ぎが続いているようだ。

　ニエーナは自分の胸に手を置くと、小さな笑えみを作った。

　あの日以来、彼女の中に複数存在していた魂たましいの『声』は聞こえなくなった。激しい苦しみにも襲おそわれない。

　きっと、彼女たちも感じ取ったのだろう。自分たちのような存在は、もう生まれないと。

「……大だい丈じよう夫ぶみたいじゃな」

　ニエーナが呟くと、優やさしい風が彼女の頰ほおを撫なでていった。




　ディオスはエラを抱かかえたまま、家から飛び出した。

　その後を追いかける女性陣じん。

「ディオっち、まだ途と中ちゆうだよ！」

「ご主人様、共鳴術テグヴエルトをいたしましょう～」

「私の兄さんにそんなことさせないし！」

「破は廉れん恥ちなことは禁止ですううううッ！」

「ディー君！　さすがにエラちゃんの前では自重しなよ！」

「とにかくみんな落ち着け！　朝ご飯を食べよう！　な!?」

「えっと、ご飯の前に、その……」

「……お兄ちゃん……共鳴術テグヴエルト……」

「もう！　ディオスの馬ば鹿か！」

「頼たのむから聞いてくれよ!?」

　半泣きになりながら、村の中を駆かけ回るディオス。

「ふむ。なかなかの速度ね」

　突然、エラの口からしっかりした声が聞こえた。

「その声はガルフネーデの方か!?　頼むから何とかしてくれ！　ていうか、何で俺の周囲ってこんなに女性ばかりなんだよ!?」

「言わなかった？　私、命を作る女性が好きだって。だから神獣も雌めすばかりにしたって。人間に関しても……たぶん、私の魂が引き寄せてるのね。あ、もうあなたの体に染しみついた私の魂の匂においは消えないから」

「お前のせいかああああああッ!?」

　思わぬタイミングで原因が判明してしまった。

　あまり知りたくなかった情報付きで。

　ディオスは堪たまらず絶ぜつ叫きようするのだった。

「いやあ、この村も一気に賑やかになったなぁ」

　吞のん気きに呟つぶやく村人たち。完全に他人ひと事ごとだ。

　助けてくれそうにない彼らの前を、ディオスは必死の形相で走り抜ぬける。

　女性ばかりに囲まれて、とても大変だけれど──。

　こんな騒そう々ぞうしい日々も悪くないかもしれない、とディオスは密ひそかに思うのだった。





終










あとがき






　皆みな様さまこんにちは。福ふく山やま陽はる士しです。既すでに勘かん付いている方もいると思いますが最終巻です。

　最後なのでちょこっと制作秘話でも。

　ヒロインを虎とら耳みみにすると決めた時に、私は担当さんにあるお願いをしました。

「イラストにする時は、耳は虎こ耳じ状じよう斑はんにしてほしい」と。

　虎耳状斑とは、野生のネコ科の耳の後ろにある斑はん点てん模様のことです。実は虎の耳って、黒地に白い点になっているのですよ。縞しま模も様ようではないんです。

　でも一いつ般ぱん的な認識ではないと却きやつ下かされました。「し○じろう」もそうなってないし、と。

　確かに知っている人の方が少ないかもですが、そこでしまじ○うを出すのはズルい……。

　というわけで野生のネコ科に詳くわしい方、今さらですがそこにはツッコまないでね。




　あとがきページもそんなにないので、謝辞になだれ込みます。

　まずは担当様。今まであとがきにおいて、イニシャルさえ出してこなかったのには理由があります。今は何でもネットに残ってしまう時代。自分がペンネームを使用しているのに、ペンネームを持たない担当さんの名前を出すのは何か違ちがうんじゃないかなと思っている人間なので出してきませんでした。色々な考えの作者さんがいると思うのですが、ひとまず私はこういうスタンスですよということで。

　思い返すと本当に色々なことがありましたが、まぁ、お互たがいに少しは成長できたのではないでしょうか……。それらひっくるめて感謝しています。ありがとうございました。




　素晴らしいイラストを描えがいてくださいましたおりょう様。

　人間以外のものをたくさん描かせてしまってすみませんでした……。

　神しん獣じゆうやキャラのラフを頂いただく度たび、そして口絵や挿さし絵えを見る度に、ラノベ作家になって良かったと心から思いました。本当にありがとうございました。




　読者様。このお話を最後まで読んでくださいまして、誠まことにありがとうございました。

　色々と厳しい出版事情の中、デビュー作でここまで続けられたのは読者の皆様のおかげです。本当に本当に、ありがとうございました。

　このお話はここで終わりですが、作者のブログでは今後も怒おこられない程度に裏話とか、たまにラクガキとかしようと思っているので（素人しろうとのショボ絵ですが……）時々覗のぞきに来ていただけたら嬉うれしいです。

『はるしらせ』http://harushi92.blog.fc2.com/




　最後に皆様にお願いを。

　三巻、四巻の神獣たちのコスプレ（？）は私では到とう底てい思いつかなかったものなので、もし「三巻と四巻が最高」という方がいらっしゃったら、是ぜ非ひとも担当さんに励はげましのお手紙を。あと「イラスト超ちよう最高だった」という方は是ぜ非ひ是ぜ非ひおりょう様にお手紙を。




　〒一〇二─八〇七八

　ファンタジア文庫編集部気付

「神獣たちと一いつ緒しよなら世界最強イケちゃいますよ？」担当（様）宛

　おりょう（様）宛




　ふふ……ここまで堂々と担当さんに手紙を送らせるように促うながした作者は、未いまだかつていなかったに違いない……。羞しゆう恥ちで悶もだえ苦しむが良い……（とても悪い顔で）。

　それでは、また別のお話でお目にかかれることを願って。


福山　陽士
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